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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　カルラ・フォン・ブロワという女







「戦争じゃないんだよな？」

「そうですね、紛争ですね」




　南部の雄ブライヒレーダー辺境伯家と、東部の雄ブロワ辺境伯家との間で紛争が発生した。

　半ば奇襲のような形でブロワ辺境伯家側が兵を出し、対応が遅れたブライヒレーダー辺境伯家側は急ぎ兵を集めて対応した形だという。

　両軍は寄より子この兵力も加え、南部と東部の境目にあるエチャゴ草原で睨にらみ合っていた。

「それで両軍は戦うのか？」

「まさか、それはありませんよ。睨み合って、先に焦じれた方が交渉を持ちかけるというケースが多いですね……」

　兵力は交渉の道具……脅しの道具ともいうか……実際に戦ってしまうと王国に言い訳ができないから、紛争という形になるわけだな。

「戦争じゃなくて紛争か……言葉の誤魔化しにも聞こえるなぁ……」

　この世界で戦争といえば、北方にある隣国アーカート神聖帝国との戦いのことを示す。つまり、ここ二百年以上は発生していない。

　紛争とは、同じ王国貴族同士で争いになるケースのことを指すそうだ。利権争いとか、領地の境界線の争いとか、戦争がなくなって久しいので、貴族からしたら戦ったこともないアーカート神聖帝国よりも、隣の貴族の方が脅威、嫌な奴、という認識なのかもしれない。

「ヴェンデリンさんは参加いたしませんの？」

「う───ん、どうなのかな？」

「『どうなのかな？』って、わからないのですか？」

　カタリーナが驚くが、ハッキリ言って俺にはわからない。うちはブライヒレーダー辺境伯家の寄子だから援軍要請があるかもしれないけど、王国政府からすれば、紛争よりも開発が最優先だからだ。

「領地開発が優先ですな」

　ローデリヒには、紛争に参加する意思などないらしい。間違いなく、ブライヒレーダー辺境伯や王国政府と合意ができているのであろう。

「ですが、ブロワ辺境伯家から後方攪かく乱らんをされましたわ。ここは、仕返しをするのが貴族なのでは？」

「カタリーナ様らしいですな。ですが、仕返しにも経費がかかりますから」

　加えて、今のバウマイスター伯爵家には軍勢を出す余裕がない。警備隊はいまだ編成途上で、領内の警備、害獣狩り、冒険者の統制などいくらでもやらなければならない仕事があるからだ。

　バウマイスター伯爵家諸侯軍を無理に組んで紛争に参加すると、今度は領地の開発が遅れてしまう。そんな悪手、王家も望んではいないだろう。

「それに、実害がありませんでしたからな。貴重な労働力も手に入りましたし」

「大丈夫なのでしょうか？　あの方々」

　カタリーナの言う『あの方々』とは、竜退治の冒険者集団を装い、バウマイスター騎士爵領での反乱を企てたブロワ辺境伯家の者たちのことだ。彼らは、クラウスにまんまと騙だまされて何もできないうちに俺たちによって捕らえられた。

　バウルブルクに連行されたあとは、捕虜扱いで労働に駆り出されている。

　取り調べをしても何も喋しゃべらないが、どうせ背景はわかっているので、労働力不足の駒として使うことにしたのだ。

「しかも、あの人が管理者だものな」

　エルは、捕虜たちの管理者がクラウスであることを警戒していた。

　結局うちで雇うことになってしまったクラウスだが、彼に対する旧バウマイスター騎士爵領民たちの目は厳しい。バウマイスター騎士爵家単独での反乱鎮圧は不可能と判断し、ヘルマン兄さんに反乱計画を伝えず、俺たちに任せてしまったからだ。

　結果的にはクラウスが正しかったが、ヘルマン兄さんやバウマイスター騎士爵家警備隊の面々が気分がいいわけがない。

　彼は反乱計画をヘルマン兄さんに伝えなかったことで罰を受けたが、それすら己の利益にしている。

　孫娘婿二人は名主として騎士爵領に残り、孫二人は新たにバウマイスター伯爵領で名主となった。

　さらに、クラウス自身は臨時ではあるが、バウマイスター伯爵家に仕官まで果たしている。

　クラウスが将来性が高いバウマイスター伯爵家に仕官するために、わざとヘルマン兄さんの不興を買ったと思われても仕方がない。

「うちが人手不足なのは事実だし、クラウスさんは文句のない働きよね」

　イーナの言うとおりで、うちは常に人手不足である。だから、クラウスのような人材でも十分に働き所があった。

「まあ、昔からクラウスは有能だからなぁ……」

　今日俺たちは、バウルブルクの郊外に来ている。

　ここには、食料を供給するための大きな農村がある。ローデリヒの計画のもと、一から建設していってようやく村開きが行われることになったのだ。

　村開きというのも変かもしれないけど、海開きという言葉があるので、特に問題はないであろう。

　広大な真四角に整地された田畑と、効率よく張り巡らされた用水路、家の移転と建築も順調であり、基本的なインフラはほぼ完成している。

　俺とカタリーナで面倒な部分をすべて担当した成果だ。早速バウルブルクへ食料を供給するために農作業が始まっている。

　ちなみに、この広大でバウルブルクにも近い美お味いしい農村の名主は、クラウスの孫である。俺の異母兄でもあるので、あからさまな優遇策であった。

　反乱鎮圧に貢献したクラウスへの褒美というわけだ。彼が増長でもすればば隙すきが見いだせるのだが、クラウスはこの村の開村に関する様々な業務でも大いに貢献した。

　名主であったクラウスはこの手の経験が豊富で、他にも多くの村の開村に関わっている。

　村や町は、ただ必要なものを作ってそれで終わりというわけではないのだ。

　人が住めば、行政や徴税、住民同士の争いの調停など、様々な業務や問題が発生する。

　それらを解決しながら村を維持していくには、それなりのノウハウが必要で、クラウスはそれらを有り余るほど持っていたというわけだ。

『あの老人、自分の売り込み方が巧みですな……』

　さすがのローデリヒも、クラウスの老練さには呆あきれるばかりであった。

「それにしても、よくあの捕虜たちを問題なく使っているよね……」

　ルイーゼは、反乱を起こした彼らを捕虜にしておくことに、色々と問題があると考えているようだ。そして、そんな彼らを使っているのが、例のクラウスである。

　反乱に参加するフリをして裏切ったクラウスは、捕虜たちに思いっきり罵倒されていた。それなのに、彼らを平気で労働に駆り出しているクラウスは、本当にいい根性をしていると思う。

「ヴェル様、早く始めないと」

「そうだな」

　ヴィルマに促された俺は、開村式を行うことにする。

　とはいっても、さほど難しいことをするわけではない。村の入り口に紅白のテープが張ってあるので、それを俺がナイフで切るだけだ。

　前世だと、橋やトンネルの開通でやっているあの儀式である。

「ヴェンデリン様、予定よりも大分早い開村ですな。さすがとしか言いようがありません」

　自分の孫が名主となる村の開村なので、式には当然クラウスも参加していた。

　そして式が終わると、すぐさま俺に近寄って挨拶をしてくる。

「クラウスが持つノウハウが、大いに役に立ったからな」

「私は、大したことはしておりませぬよ」

　クラウスは謙遜していたが、やはり彼は有能であった。きっと、父の下で名主をしていたくらいだからさほど手間でもなかったのであろう。

「まだまだ開かねばいけない村は多いので、これからも頑張りますよ」

「それは心強いのですが、あの方々は大丈夫なのでしょうか？」

　俺の代わりにエリーゼが、あの捕虜たちを労働に使って大丈夫なのかと尋ねた。

　クラウスが彼らを扇動して再び内乱を起こす……などとは、誰も微み塵じんも思っていない。

　彼がそんな無駄なことはしないと理解しているからだ。

　それよりも、クラウスに裏切られたと激怒していた連中なので、仕返しなどの方を心配しているのだ。

「奥様のご心配はもっともですが、今は大人しいものですよ」

「脱走したら処刑するとか脅したのですか？」

「いえいえカタリーナ様。彼らにはそんなことをする必要がないのです」

「どういうことでしょうか？」

「それはですね……」

　彼らは、わずか二十名ほどでブロワ辺境伯領より遙はるか南方の地で反乱を起こそうとした。

　当然捨て駒扱いであり、要するに『死んでこい！』というわけだ。

　俺たちが紛争に参加しなければ、それで作戦は成功なのだから。

「そこでですね、反乱に成功しようが失敗しようが、ヴェンデリン様は紛争には参加しないという事実をお伝えいたしました。領地開発が忙しく、それどころではないと」

「なあ、それって……」

「みなさん、大分気が抜けてしまわれましてね」

　それはそうだろう。命を捨ててまで後方攪乱作戦に参加したのに、それが無意味だったと知らされてしまったのだから。

「一度命を捨てる覚悟をした方々が、こういう風に助かってしまうと、案外大人しくなるものですよ」

「堅い木の枝は、ポッキリと折れるよね」

「そういうことでございます、ルイーゼ様」

　クラウスは、気が抜けてしまった彼らを都合よく使っているというわけだ。

　無駄飯食らいの捕虜たちを効率よく労働力にし、自分の評価を上げるために利用している。

　みんな、クラウスのやり方に戦せん慄りつを覚えた。

「彼らも色々とあるようですから、今は何もかも忘れ、労働に励むというのも悪くないかもしれませんな」

　間違った認識とは思わないが、俺たちはクラウスの言葉を素直に受け取れなかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「う───ん、まずいですな……」

　開発は順調であったが、ローデリヒは一人書類を見ながら唸うなっていた。

「どうかしたのか？」

　俺が理由を聞くと、彼は物資輸送に関する書類を見せてくる。

「一部、必要な資材の在庫が急速に減っております」

　何もない土地を開発しているので、かなり多くの資材を領外からの輸入に頼っている。

　今はなんとかなっているが、このまま開発が進むと、確実に資材不足に陥るであろうとローデリヒは言うのだ。

「その原因が、紛争にあると？」

「はい、戦争も紛争も物資を大量に消耗いたしますから」

　開発の資材とかぶっているものも多い。対陣をしないといけないので、野戦陣地構築のために建設資材が使われるからだ。

「あとは食料か？」

　王国貴族の南部と東部の雄が紛争をしているので、寄子の兵力も双方合わせて数千人は堅い。

　それだけの大人数が、何もないエチャゴ草原で睨み合って物資と食料を消費していく。

　その補給だけでも相当な労力のはずだ。戦争で一番苦労するのが補給なのだから。

「荷駄だけで運ぶと、相当な負担になるはずです」

「つまり、魔導飛行船を使っていると？」

「間違いなく使っているでしょうな」

「ブランタークさんは？　師匠のように魔法の袋を使えば……」

「お抱え魔法使いの筆頭を前線に張りつけると、今度は他が大変になるでしょうな」

　ブライヒレーダー辺境伯領は広大で、物資の輸送や補給を魔法使いに頼っている場所も多いはず。

　あっちを立てると、こっちが不足するという事態になるというわけだ。

「なあ、ローデリヒさん。エチャゴ草原って水は出るのかな？」

「それもありますね。水が出ても、飲用に使えないかもしれませんし」

　エルが心配するように、兵がそこに存在するだけで水も大量に消費する。

　井戸を掘って対応はしていると思うが、量の不足や飲用に適さない水が出てくる可能性もあった。

　もしそうだとすると、水も魔導飛行船で運ばないといけないかもしれない。

　水は嵩かさが張って重いので、補給に大きな負担を与えるのだ。

「バウルブルクに来る魔導飛行船の数が減りましたよね」

「そう言われると、確かに減ったな」

　実際に、ブライヒレーダー辺境伯家が所持している中・小型魔導飛行船のバウルブルク行きの便数は減っている。

　エチャゴ草原に陣取る味方に対し、食料や水などの補給を始めたからだ。

　そう聞くと、他から購入すればいいような気もしてくる。

　一つの調達先が駄目なら、他の調達先を探す。前世、商社ではよくあったことだ。

「そう簡単にはいかないですがね……」

　ところが、この世界は封建主義である。というよりも、貴族優先主義とでも言うべきか？

　ブライヒブルク経由での荷が減ったので、西部や東部経由の荷を増やしましょうと簡単に決めるわけにはいかないのだ。

「ブライヒレーダー辺境伯家は寄より親おやでお隣です。紛争でちょっと荷が遅れているくらいで他と取引を開始すれば、バウマイスター伯爵家の不義理が王国中に知られてしまうでしょう」

　バウマイスター伯爵領開発では、ブライヒレーダー辺境伯家も利益を得ているとはいえ、親身になって手を貸してくれているのも事実だ。

　それを裏切って直接西部や東部と取引を開始すれば、うちの悪評は鰻うなぎ登りであろう。

　なので、そう簡単に取引先を変えられないのである。

「うちと、西部ホールミア辺境伯家、東部ブロワ辺境伯家との直接的な繋つながりができてしまうと、ブライヒレーダー辺境伯様は気分がよくないでしょう」

「まあ、その前にブロワ辺境伯家は問題ありだけどな」

　紛争にこちらを参加させないよう、バウマイスター騎士爵家で反乱まで起こそうとしたのだから。

　そんな連中から開発に必要なものを仕入れて彼らに利益を与えると、紛争を手助けしていることになってしまう。バウマイスター伯爵家は、多くの貴族から非難されてしまうであろう。

「あの連中については？」

　あの連中とは、バウマイスター騎士爵領で反乱を起こそうとした連中である。

　一応決まりとして、ブロワ辺境伯家に対し彼らの身分照会を行った。

「ブロワ辺境伯家には、そのような名の家臣たちはいない、との回答です」

「捨て駒か……」

　どうりで、裏切り者のクラウスに復ふく讐しゅうもせず、捕虜として労働に励んでいるわけだ。

　脱力状態で、それどころではないのかもしれない。

「それを利用して働かせているクラウスは、いい根性しているけどな」

　しかも、何気に自分の孫が名主をする予定の村の開発に使っていたりする。

　俺なら、連中からの復讐を恐れてそんなことはできないであろう。

　本当、クラウスはいい根性をしていると思う。

　決して褒め言葉じゃないぞ。

「バウマイスター伯爵家の利益になっているので、拙者からは何も」

　それに、ブロワ辺境伯家側からそんな奴らはいない、と言われた連中だ。ただの犯罪者として処刑されても文句は言えないので、労働者として働かされているくらいでは誰も文句は言わない。

　むしろ、うちは甘い方だ。他の貴族なら、あの連中は容赦なく処刑されるか、鉱山で死ぬまで働かされるかが関の山なのだから。

「今は開発が順調ですが、このまま紛争が長引くと遅れが出る可能性がありますな」

「そうか」

　なら仕方がない。人生、そんなこともあるものさ。

「つまり、俺の仕事が減るから、魔の森にもっと狩りに出かけていいんだよな？」

　土木魔法使いとしてではなく、冒険者としてエリーゼたちと自由に狩りに行ける時間が増えるというわけだ。

「紛争だから、仕方がないよな」

「そうですね、寄親の紛争ですからね」

　ローデリヒが俺の意見に賛同するが、いきなり俺の両肩に手を置いてこう言い放った。

「遅れを見越して、今のうちに可能な限り工事と開発を進めようと思います。お館やかた様には、今以上の奮闘を」

「なにぃ───！」

　まさに藪やぶ蛇へびというやつだ。どうせ一部の資材不足が深刻化して工事が止まるかもしれないので、その前にできる限り作業を進めろと言われてしまったのだから。

「輸入しないと手に入らない資材を必要としない、バウマイスター伯爵領内から産出する資材だけで可能な作業を前倒しし、全体的な遅れを起こさないようにいたしますので」

「そうですか……」

　ここでローデリヒが有能なことが逆に仇あだとなった。もしかすると、俺は今まで以上に忙しくなってしまうかもしれないのだから。

「カタリーナ、ということだから」

「私もですか？」

「当たり前じゃないか。俺とカタリーナは一心同体のようなものだから」

「ヴェンデリンさん、随分と色気のない口説き文句ですわね……」

　色気などなくてもいい。俺はこの過重労働を分かち合える女性を見つけたら、真剣に口説いてしまう男だ。

「そんなことはないよ！　俺にはカタリーナが必要なんだ！」

「ヴェンデリンさん……」

「カタリーナ、将来夫婦になる二人で頑張ろう」

「まあ……仕方がありませんわね」

　カタリーナが顔を赤らめながら俺からの願いを受け入れてくれた。彼女は見た目に反して男の口説き文句に弱いからな。単純に男性への免疫がないからなんだろうけど、これがもし前世の世界なら、ホストにまんまと騙されるタイプの典型かもしれない。

　悪いけど、俺の作業量軽減のために利用させていただきます。

「よっしゃぁ───！　これで仕事がかなり減るぞ！」

「へっ？」

　カタリーナから言げん質ちを取ることに成功したものの、ローデリヒ立案による鬼の開発計画のせいで、結局俺の仕事は増えてしまうのであった。
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「ヴェル、今日は大猟だったね」

「久しぶりに冒険者として活動したな」

　この日はちょうど休暇となっており、俺たちは久しぶりに全員で魔の森で狩りをした。

　その成果にみんなで喜びながら屋敷に戻ると、ローデリヒが神妙な面持ちで姿を見せる。

「お館様、来客です」

「来客？　問題がありそうな奴か？」

　普通の客なら、ローデリヒがそんな顔をするわけがない。

　だから、その客は性た質ちが悪い、面倒な客なのであろう。それくらいは、俺にでもわかった。

「客の名は？」

「カルラ・フォン・ブロワを名乗っております」

　名前からして女性であり、しかも姓は現在ブライヒレーダー辺境伯家と紛争をしているブロワ辺境伯家と同じであった。確実に、面倒な種類の来客というわけだ。

　彼女が待っているという客間に行くと、そこにいたのは美少女だった。

　辺境伯家の娘に相応ふさわしい綺き麗れいな女性で、年は俺たちとほとんど変わらないと思う。

　大貴族家の令嬢らしい豪華なドレスに身を包み、スタイルもよく、長く綺麗な黒い髪は、少し大和やまと撫子なでしこを感じさせる印象だ。

　しかも、彼女……。

「バウマイスター伯爵様でいらっしゃいますね。私は、カルラ・フォン・ブロワ。ブロワ辺境伯の娘でございます」

「バウマイスター伯爵だ」

　俺の方が偉いのでこんな尊大な応対になってしまったが、実は動揺を抑えきれないでいた。

　なぜなら、このカルラという女性が、前世で俺が付き合っていた女性に似ていたからだ。

　勿もち論ろん、典型的な日本人女性と、この世界の西洋人風の女性が物もの凄すごく似ているわけではない。

　後ろ姿や背格好や雰囲気が似ており、つい昔を思い出して意識してしまったのだ。

「どうかなされましたか？　バウマイスター伯爵様」

「いえ、ブロワ辺境伯殿に、これほど美しいお嬢さんがいるとは知りませんでした」

　王都滞在時にも彼とは顔を合わせていないし、俺は今までブロワ辺境伯に興味がなかった。

　彼の家族構成など知らなかっただけ……ともいうけど。

「まあ、バウマイスター伯爵様はお世辞が上手なのですね」

「いえいえ、本当にそう思っていますから」

　あくまでもお世辞を言っているように見せて、俺は嘘うそ偽りなくカルラ嬢を綺麗だと思った。

　最初、昔の彼女に似ていると思ったが、残念ながら圧倒的にカルラ嬢の方が綺麗であろう。

「そのように男性に褒められたのは初めてです」

「そうですか？　では今まであなたと出会った男性は、みんな目が悪かったのかもしれませんね」

　あくまでも、貴族の社交辞令的な挨拶のつもりで話を続ける。

「いってー！」

　そのつもりなのだが、俺があまりにカルラ嬢を褒めるものだから、いつの間にか死角にいたルイーゼから尻を抓つねられてしまった。

「バウマイスター伯爵様、いかがなさいましたか？」

「いいえ、別に何も……（ルイーゼ！　痛いじゃないか！）」

　俺は、カルラ嬢が見えない位置から俺の尻を抓ったルイーゼに小声で文句を言う。

「（ヴェル、綺麗な人でよかったね）」

「（あくまでも貴族としての社交辞令、お世辞の範囲内なんだけど……）」

「（本当にそうかな？　なんか怪しいような……）」

　カルラ嬢が俺の前世の恋人に似ている、そのせいで少し舞い上がっているのをルイーゼに見透かされたようで、俺は心臓の鼓動を上げた。

「おほんっ……ところで、カルラ嬢はどのようなご用件で？」

「はい、私は父ブロワ辺境伯の代理として、バウマイスター伯爵領の視察に来たのです」

　つい先日あんな事件を起こしたばかりなのに、何事もなかったかのようにその娘が顔を出す。

　貴族らしい……それも大物貴族にしかできない芸当だと思う。

　鉄面皮で大胆な行動だ。

「ほほう……視察でございますか」

「はい、ブロワ辺境伯領の開発において、何か参考になるようなものがあればと思いまして」

　ローデリヒは笑顔でカルラ嬢に話しかけるが、その目は笑っていなかった。

　ブロワ辺境伯家のせいで開発に遅れが出るかもしれないのだから、当然であろうが。

　そして、そんなローデリヒからのプレッシャーを受けたカルラ嬢であったが、特に動揺した様子もない。俺は『大物貴族の娘って、いい根性しているよな』と思ってしまう。

「現在、バウマイスター伯爵家とブロワ辺境伯家との間には、大きな懸案事項があるのも事実です。それを、私が少しでも解決できればいいと思っております」

　この一言で、カルラ嬢はバウマイスター伯爵領に滞在する権利を獲得した。

　彼女はブロワ辺境伯の代理人で、バウマイスター騎士爵領で起こした事件の解決も目指している。

　そこまでの権限を持った彼女は外交特使と同じなので、うちとしては賓客として遇さなければ恥となってしまうからだ。

「それから、このところの騒動のせいで、バウマイスター伯爵領開発の資材が不足しているとか？　もしよろしければ、東部の商人を紹介させていただいてもいいと思っております。ブロワ辺境伯家は仲介の労を厭いといませんので」

　そして、やはり彼女は……正確にはブロワ辺境伯家は、商売も目もく論ろんでいた。

　なんとか未開地開発の利権に食い込みたいのであろう。

　それも、ブライヒレーダー辺境伯がいぬ間にというわけだ。

「なかなかの難事ではありますので、暫しばらく滞在させていただくかもしれません。よろしくお願いします」

「はい……」

　こうして俺たちは、ブロワ辺境伯家の娘という厄介のタネを抱え込むことになってしまうのであった。
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「何というか……あからさまに怪しいのが来たわね」

「顔に『怪しいです』って書いてあるようなものだね」

　イーナとルイーゼの言い分に、全員が納得してしまう。

　結局、カルラ嬢は我がバウマイスター伯爵家の賓客という扱いで、屋敷に滞在することになった。

　勿論、監視付きであったが、ブロワ辺境伯の娘が破壊工作をするはずはないので、念のために見張っているだけだ。第一彼女は一人で来ており、何かできるとも思えない。

　今彼女は、客室にて荷を解いていると報告が入った。それにしても、お供も連れずに一人なのは凄いな。普通はあり得ないけど、密使扱いならそういうこともあるか。

　さて彼女にどう対応しようか、とみんなに問うと、全員が一番思っていることを早速イーナが口にする。

「ローデリヒさん、あの人は本当にブロワ辺境伯の娘なのかしら？」

「イーナ様、それは事実です。というか、お館様の前で嘘などつけませんからな」

　娘を交渉代理人にしておいて、それが偽物だとバレてしまえば、ブロワ辺境伯家の評判は地に落ちてしまう。なので、彼女がブロワ辺境伯の娘なのは事実だろうというわけだ。

「ただし、事情がある方ですけど……」

　エリーゼは、彼女のことを知っているようだ。

「事情ねえ……実はブロワ辺境伯の本当の娘じゃないとか？」

　俺に気に入られるように、親戚や家臣の綺麗な娘を養女にしたとか？

　戦国時代もののドラマでは、よくありそうな設定である。

「いいえ、彼女がブロワ辺境伯の娘というのは事実なのです。今まで認知されていなかっただけで」

　エリーゼの話によると、王都にベンカー家という役職もない貧乏騎士爵家があり、そこの娘をブロワ辺境伯が王都滞在時に非公認の愛人にしていたそうだ。

「その娘が産んだのが彼女です」

「認知しなかったのですか？　ブロワ辺境伯家ほどの家が」

　相手はまがりなりにも騎士爵家の娘だし、産まれたのが男ならともかく、娘なら嫁にやってしまえばそれまでだ。カタリーナからすれば、すぐに認知するのが普通だという。

「ブロワ辺境伯は恐妻家の一面も持っています。勝手に王都で愛人に子供を産ませたとなれば、あとで何を言われるか。最低限の援助はしていたようですが、認知はしていませんでした」

「それが急に認知した。怪しい」

「怪しい以外に何も思いつきませんわね」

　俺も、ヴィルマとカタリーナの意見に同意する。

　怖い奥さんからの叱しっ責せきに耐えてまで愛人との娘を認知したのは、俺とくっつけて大逆転を狙っているということなのであろう。

「カルラさんは、あのようにお美しい方ですから」

　エリーゼとはタイプが違うが、カルラ嬢は相当な美人である。きっと、まだ若くて女性に飢えていそうな俺なら、釣れると思われたのであろう。

　ブロワ辺境伯、物凄く失礼な奴である。

「つまり、俺は関わらなければいいんだな」

　不用意に近づいて交流すると、変な噂うわさが立つかもしれない。

　そうなると、孫娘ラブなホーエンハイム枢機卿や、無駄な紛争でイライラしているブライヒレーダー辺境伯に怒られるかも。

　ちょっと、昔の恋人に似ているってのも嫌だな。変に近づいて本当に惚ほれてしまうと面倒だし、ここは専任の世話役を命じるとしよう。

「というわけで、誰か立候補者は？」

　カルラ嬢の世話役に立候補する人を探そうと挙手を命じたが、誰も手を挙げなかった。

「イーナは？」

「そういう複雑な事情の人はちょっと……」

「ボクも、大貴族のお嬢様は緊張しちゃうから駄目」

　イーナとルイーゼは、カルラ嬢が大物貴族の娘なので嫌なのだそうだ。でも、彼女は本来騎士爵家の娘なんだけどな。……まぁ今じゃ大貴族の娘だが。

　エリーゼは聞くまでもないな。彼女は俺の正妻となる身だ。万が一のことを考えると、許可できない。

「ヴィルマは？」

「私も彼女の噂を聞いていた。だから、ちょっとやりにくい」

　王都にいたヴィルマもカルラ嬢の出自について知っており、向こうもほぼ間違いなくヴィルマのことを知っているはず。だから、世話役は勘弁してほしいそうだ。

「あとは……カタリーナは？」

「ヴェンデリンさん、私は既に貴族ですから」

　そういえばそうだった。

　カタリーナは既に名誉準男爵なので、カルラ嬢の世話役というのも変だよな。

「本当は、ブロワ辺境伯家のご令嬢と交流するいい機会なのですが……残念です……」

「ヴェル様、カタリーナは駄目。カルラさんに丸め込まれるかも」

「ヴィルマさん、さすがにそれはないと思いますわ」

　ないとは思うけど、貴族になったばかりのカタリーナが浮かれているところを突かれると面倒だな。というわけで、女性陣は全滅か……あとは……。

「はい、はぁ───い！　俺がいいと思います！」

　ここにきて、今まで一言も発していなかったエルが、大きな声をあげながら手を挙げた。

「エルが？」

「俺は男だから、カルラ嬢の部屋の前までしか護衛できないけどな。彼女が外出する時には、護衛も必要だろう？　彼女は『しでかしてしまった』ブロワ辺境伯家の娘さんだからな」

　例の反乱未遂の顛てん末まつを知らないバウマイスター伯爵家の家臣はいない。

　カルラ嬢に失礼なことを言ったり、最悪制裁に走ろうとする者がいるかもしれない。

　エルの提案どおり護衛は必須か……。

「エル、よく気がついたな。じゃあ、エルに……」

「待って！　ヴェル」

「イーナ、何か懸念でもあるのか？」

「エル、カルラさんをナンパとかしないかしら？」

「あ～それはあるかも！」

　付き合いが長くなってくると、お互いの行動パターンが読めてくるというか……。

　イーナとルイーゼの懸念を、俺は全面的に否定できなかった。

「嫌だなぁ、イーナとルイーゼは。僕は、バウマイスター伯爵家の家臣として交渉に訪れたブロワ辺境伯家のご令嬢を、ちゃんとお守りしなきゃ駄目だと思っただけなのに」

「……」

　おいおい、エル！　お前、何か変なものでも食べたか？

　あっ、毎日俺たちと同じものを食べているか……。

「「「「「……」」」」」

　俺ばかりでなく、エリーゼたちも普段とは違うエルに目を丸くさせているな。

　無理もないか……まるで別人のようなのだから。

「ヴェル……いや、お館様、カルラ嬢の護衛は私にお任せを」

「エルヴィンさん、本当に大丈夫ですか？」

　カタリーナ、確かに普段のエルとは全然違うけど、それはさすがに失礼じゃないか？

「はははっ、カタリーナ様は何を仰おっしゃいますやら」

「……ヴェンデリンさん、お任せいたしますわ」

　エルのあまりの変わりように、カタリーナは処置なしという表情を浮かべた。

「ええと、エルなら向こうも俺と連絡が取りやすいと思うかもしれないし、任せることにするよ」

「ありがたき幸せ」

　エル、誰が見てもわかるほど嬉うれしそうだな。

　俺はその表情で気がついてしまったよ。

　エルが、バウマイスター伯爵家にとって爆弾娘であるカルラ嬢に、惚れてしまったのだということに。

　終わりそうもない紛争に、カルラ嬢というお荷物に、エルの身分違いの恋。

　どうやら俺は、常に厄介ごとに巻き込まれるさだめのようであった。





幕間一　エルの想い人







　やった！

　俺は、ヴェルからカルラ嬢の護衛役に任命されたぞ。

　これで、いつも一緒にいる口実ができた。




　そう、俺はカルラ嬢の顔を見た瞬間、今までにない衝撃を受けた。

　実家で可か憐れんな女の子を見つけた時も、冒険者予備校で可愛かわいい女の子に声をかけた時も、これほどの衝撃を受けたことはなかった。

　きっと、これは俺の初恋なんだな。

　今までの女の子への気持ちは、あれは恋じゃなかったんだ。

　明日からは、護衛とはいえ彼女の傍そばにいられる。これほど嬉うれしいことはない。

「でも、彼女はブロワ辺境伯家の娘か……」

　バウマイスター伯爵家と敵対関係にあるという事情よりも、身分違いというのが問題だ。

　たとえ身分が違っても……イーナがよく読んでいる本にはあるけど、そう簡単には身分違いの恋は実らないよな。

　それでも、俺は努力してみたくなった。

　叶かなうかどうかはわからないけど、とにかく努力してみないと俺は一生後悔してしまいそうだ。

　それに、突破口がないわけでもない。

　彼女は、元々は騎士爵家の娘でしかない。

　そこを突破口になんとか糸口を……ええい、俺の頭ではよくわからん。

　とにかく、今は少しでもカルラ嬢と話をして情報を得るんだ。

　こうして俺は、カルラ嬢の護衛に入ることになった。




「カルラ様の護衛を担当することになりました。エルヴィン・フォン・アルニムと申します。なんなりとお申しつけください」

　早速彼女に挨拶をするが、これで間違っていないよな？

　失礼に当たらないよな？

　何事も、第一印象が大切だからな。

「カルラ・フォン・ブロワです。お世話になります」

　カルラ嬢も挨拶をしてくれた。うん、綺き麗れいな声だな。イーナとルイーゼの声なんて彼女と比べたら、カエルの鳴き声にも等しい。

「エルヴィンさん」

「カルラ様、私のことはエルと呼んでください。親しい人たちは、みなそう呼ぶのです」

「そうですか……エルさん」

　いいなぁ。ヴィルマのぶっきらぼうな声の一万倍素晴らしい。

「エルさん、私のこともカルラと呼んでください」

「いえ、ですが……」

　本当にそう呼べれば嬉しいけど、カルラ嬢は辺境伯の娘、失礼に当たらないかな？

「エルさん、私は急きゅう遽きょ認知された娘で、以前は貧乏騎士爵家の娘にしかすぎなかったのです。お気になさらずに、公式の場以外ではカルラで構いません」

　なんていい人なんだ。貴族貴族とうるさいカタリーナの一億倍人格者だな。

　それと、公式の場以外ではって言ってたな。

　つまり、今のところは彼女をカルラさんと呼べるのは俺だけ？

　もしかすると、俺、物もの凄すごく脈あり？

「カルラさん」

「はい」

　試しに呼んでみたら、カルラさんは笑顔で答えてくれた。

　この笑顔で、俺は何よりも救われる。

　よ───し！　頑張って彼女ともっとお知り合いになるぞ！

　俺は、彼女を不ふ埒らちな連中から守りつつ、少しでも仲良くなろうと努力をするのであった。




　翌朝、俺は誰よりも早く起きてカルラさんが寝泊まりしている部屋の前に急いだ。

　すると、彼女も着替えて出てきたところであった。

「おはようございます」

「カルラさん、早いですね」

「ええ、習慣ですので」

「あれ？　昨日のお姿ではありませんね」

　昨日は大貴族令嬢に相応ふさわしい豪華なドレス姿だったカルラさんは、今日はこれから狩猟にでも出るような服装をしている。

　両手に弓を持っており、この姿も凛り々りしくて素敵だった。

　やっぱり、綺麗な人はどんな格好をしても綺麗だよな。

　ますます惚ほれてしまいそうだ。

「バウマイスター伯爵様からは許可をいただいています。早朝の弓の稽古です」

「弓の稽古ですか？」

　辺境伯の娘がか？　……そうか、彼女は元は騎士爵家の娘だったよな。

「辺境伯の娘として振る舞っているのは、ここ一年ほどです。その前は、実家が貧乏なうえに、私たち母娘も決して居心地がいい生活を送っていたわけではありません。肉を得るため、このように狩猟を行うことも多かったのです」

　そうなのか。狩猟をするカルラさん、うん、いいね。俺と趣味まで合うって、これは神の思おぼし召しだな。えっ？　ヴィルマはって？　あいつよりも、カルラさんの方が圧倒的に可憐だから。

「弓の稽古なのですね」

「はい。腕を鈍らせたくないのです。ブロワ辺境伯家の屋敷だと、嫌な顔をされますので」

「言われそうですね。ブロワ辺境伯家の娘ともあろう方がとか」

「正解です。本当に困ってしまいます」

　本当に困っているような顔をしているカルラさんも素敵だな。

「でしたら、俺も一緒に練習しますよ。普段は剣の稽古の方に偏っているので」

「はい、是非にお願いします」

　是非にお願いされてしまったよ。カルラさんの方からお誘いがあるなんて……。

　これはもうデートのようなものだろう。

　カルラさんと弓の稽古。ヴェルと弓の稽古をするよりも一億倍も素晴らしい。

　よ───し、ここはいいところを見せるぞ。

　俺も弓矢を持ち、屋敷の中庭へと移動するのであった。




「カルラさんは、弓がお上手ですね」

「生活のためでしたからね」

　カルラさんと一緒に弓の稽古を始めたけれど、彼女の弓の腕前は大したものだ。

　矢が的の真ん中に次々と刺さっていく。

　俺とヴェルでは、とても敵かなわないのがわかる。

「随分と稽古を積んでいるのですね」

「生活のためなので、自然と上手くなりました」

　決められた数の矢を射ったあと、布巾で汗を拭きながらそう答えるカルラさんはとても美しかった。俺は彼女に見み惚とれてしまう。

「次はエルさんですよ」

「あっ、はい」

　カルラさんに声をかけられて正気に戻った俺も、彼女と同じ数の矢を的に放った。

　腕前は……カルラさんには勝てないか。

「エルさんもお上手ですね」

「いえ、カルラさんには負けますよ。どうすればカルラさんのように上手くなるのか、教わりたいくらいです」

「空いている時間でしたら、コツくらいはお教えできるかと」

「ありがとうございます」

　カルラさんが、俺に弓を教えてくれることになった。俺は嬉しさのあまり天国にでも昇ったかのような気分になるのであった。




「バウマイスター伯爵様はお忙しいようですね」

「はい、領地の開発が始まったばかりですので」

　俺は、カルラさんの護衛を続ける。

　とはいっても、大した仕事もないんだよな。

　一番心配されたのは、バウマイスター伯爵家の家臣が例の反乱未遂事件のことでカルラさんに暴言でも吐かないかということだったが、みんな忙しいのでカルラさんを相手にさえしなかった。

　ヴェルも、領地開発やエリーゼたちとの時間を優先しているので、食事の時に少し話をするくらいで、カルラさんとの交渉はしていない。

　エリーゼはカルラさんと知己だったようだけど、社交辞令に則のっとった挨拶をして終わり。

　当たり前か……交渉なんか始めると、カルラさんがヴェルに嫁ぐとか言い出しそうだものな。

　ヴェルとまったく交渉ができていないカルラさんが、なんとか状況を打破しようとハニートラップを仕掛けるかもしれないとローデリヒさんがヴェルを近づけさせないんだな。

　下手にヴェルとカルラさんが一緒にいると、ブライヒレーダー辺境伯からは懸念が、ブロワ辺境伯家からは二人がお似合いだとか宣伝されそうだ。

　俺はカルラさんが進んでそんなことを行う人とは思わないけど、彼女はブロワ辺境伯からの命令に逆らえないかもしれない。

　……とにかく、もどかしいな……。

　今日は、カルラさんと一緒にバウルブルクの町でお茶を飲んでいるけど、彼女とお近づきになれる方法が思いつかないで、俺は焦っているのかもしれない。

「カルラさん、このお店のケーキは美お味いしいでしょう？」

「はい、そうですね」

　俺に、ケーキが美味しいお店を見分ける能力なんてないさ。狩猟の帰りにヴェルたちと寄って、一番美味しいと感じた店に来ただけだ。

　それでも、カルラさんが気に入ってくれてよかった。

　案内した甲か斐いがあるというもの……あれ？　これって、デートみたいなものか？

　俺とカルラさんは、二人きりなわけだし。

　そうだよな、カルラさんは断らなかったし……。

　確かに状況はよくないかもしれないけど、俺は大分いいところまで辿たどり着いているはずだ。

　今は厳しい現実を忘れて、彼女との時間を楽しむことにした。

「バウルブルクの発展には驚くばかりです」

「ヴェルの……バウマイスター伯爵様の魔法のおかげですね」

　まあ、他の貴族からしたら反則のような速度だからな。

「だからこそ、父は私をここに送り込んだのでしょう」

　なんとか、ヴェルと関係を結びたいというわけか。

　でも、どうしてカルラさんは俺に正直に話してしまうんだ？

「エルさんは、私がここに来ても何もしないのが不思議なのでしょう？」

「ええ、まあ……」

　正直なところ、かなり不思議ではある。ヴェルはそれを見越して、俺をカルラさんを監視する護衛に任じたわけだし。

「私が、真にブロワの娘ならそうしたのでしょうが……」

「真の娘ですか？」

　えっ？　実は、カルラさんはブロワ辺境伯の本当の娘じゃないのか？

「忌いま々いましいことに、血は繋つながっています。ですが、今まで放置しておいて、今さら娘として利用されるのは嫌なのです」

　それは、俺もわかるな。俺も、実家の家族とは決して良好な関係じゃない。

　俺とカルラさんは、似た者同士か……。

「ここに来たのは、父の命令に逆らえないからです。それでも、あの窮屈なブロワ辺境伯家の屋敷にいるよりはいいと思ってここに来ました」

　カルラさんは、今までは籠かごの中の鳥だったんだな。

　今もヴェルたちに警戒されているけど、それでもブロワ辺境伯領にいるよりはマシというわけだ。

「なので、私は進んでブロワ辺境伯家のために何かをしようとは思いません。それに、紛争はもう始まってしまいました。あれだけの大規模な紛争を、小娘一人が収められるはずがないのです」

　そうだよな、双方数千の兵を出して睨にらみ合っている。

　ここで、ヴェルとカルラさんの婚姻が決まりましたと言っても、紛争が解決するわけがない。

「私はバウマイスター伯爵様と、ブロワ辺境伯家の者たちが期待するような関係になるつもりもありません。あの方々が喜ぶようなことはしたくないのです」

　もしそうなってしまうと、ブロワ辺境伯家の思う壺つぼだから、カルラさんはそうなりたくないというわけか。

「バウマイスター伯爵様は誠実な男性だと思います。あのエリーゼさんが、あそこまで献身的に尽くされているのですから。他の婚約者の方々とも仲がよさそうで羨うらやましいですね」

　エリーゼとカルラさんは、共に王都にいたから知り合いなのか。

　そして、自分はヴェルとどうこうなるつもりはないが、エリーゼたちとヴェルが仲良くしている光景を見て羨ましいと思っている。

　カルラさんには、結婚願望ありというわけだな。

「本当は、こんなことを話してはいけないのでしょうが、エルさんだとつい喋しゃべってしまいますね。エルさんが優しいから話しやすいのかもしれません」

　そう言いながら、優雅な動作でマテ茶を飲むカルラさん。

　彼女は、ヴェルや他の人たちにも話さなかったことを俺にだけ話してくれた。

　そして、俺はとても話しやすい人だと。

　いけるぞ！

　俺は、カルラさんと相性がとてもいいんだ！

　それがわかっただけでも、今日はとても大きな収穫だと感じる。

「今日はこのまま一緒に、バウルブルクの町を見て回りましょうか？　王都ほど発展はしていませんが、カルラさんの気も晴れると思いますよ」

　ここで俺は、カルラさんを遊びに誘った。

　実家との関係で悩んでいるカルラさんの気分が少しでも晴れるように……これは正式なデートじゃないからな。

　正式なデートには、将来必ず俺が誘うんだ。それでも、カルラさんと二人きりでお出かけか……。

「エルさん、お気遣いいただいてありがとうございます」

　やったぁ───！　受けてくれた！

「では、参りましょうか？」

「はい」

　俺は、カルラさんと共にバウルブルクの町を探索する。

　俺にはもう見慣れた光景だけど、カルラさんと一緒というだけでまるで天国のようだ。

　カルラさんは、生活雑貨、アクセサリー、服などを見ている。

　気丈な人ではあるのだけど、こういう部分はやっぱり女の子だよな。

「……」

「エルさん、どうかしましたか？」

　ただ唯一気になるのは、カルラさんが見ている品は庶民向けのものが多いんだよな。

　もっと高級品を見にいくのかと思った。

「ブロワ辺境伯領ならば、父や周囲の人たちが言う『ブロワ辺境伯家の娘に相応しい品』を見るのでしょうが、私は元々、こちらの品々を使って生活してきましたから……。今はこれらの品々を購入できませんが、また気軽に買えるようになるといいですね」

　そう言いながら、俺ににっこりと微笑ほほえむカルラさん。

　前にイーナが言っていたな。結婚における障害の一つに、生活レベルの違いというものもあると。

　俺とカルラさんは、身分の違いから結婚はできない。でも、生活レベルにはほとんど差がないんだよな。彼女、弓が得意で一緒に狩猟にも行けてしまうのだし。




　つまり、俺とカルラさんは上手くいくはずなんだ！




　バウルブルクの町を夕方まで散策してから屋敷に戻ったけど、夢のような時間だったな。

「今日はありがとうございました。久しぶりに元の自分に戻れたみたいで楽しかったです」

　俺も、カルラさんと色々と話して、お互いをよく知ったと思う。

　まだ道は困難だけど、目標に向けて大きく前進できたように感じられる時間であった。




「というわけなんだ」

「それは貴重な情報だな」

　俺も、常にカルラさんの護衛ばかりしているわけにもいかないからな。

　彼女の傍にいて得られた情報を、主君であるヴェルに知らせないといけないのだ。

　スパイをしているようでカルラさんには悪いけど、彼女はブロワ辺境伯家のためには仕事をしたくないと思っているのだから。

　そこはヴェルに知らせて、彼女がバウマイスター伯爵家の人たちによく思われないのを防がないといけない。

「そう思わせて、実はということはありませんか？」

　ローデリヒさん、それはカルラさんに失礼だと思うんだ。あなたは、カルラさんの苦く衷ちゅうを知らないからそんなことが言えるんだ。

「でも、彼女は俺にアピールしてこないよね？　それも目的なんじゃないの？」

　ヴェル、それはいいフォローだぞ。

「そう思わせてから、お館やかた様に迫るという可能性もあります」

　ローデリヒさん、彼女はそんな下品なことはしない！

　あの人は、俺にとって天使のような人なのだから。

「それはないと思います」

　ここで、カルラさんの考えを信じてくれる人が現れた。

　ヴェルがこの席に呼んでいたクラウスさんだ。

　彼は、こういう謀略が絡むようなことに強いと思われたんだろうな。

「クラウス、なぜそう思う？」

「カルラ様の出自を考えますと、そこまでブロワ辺境伯家のために働くでしょうか？　エルヴィン殿の報告を聞くと、むしろ動きが悪いのを叱しっ責せきされ、そしてブロワ辺境伯家にとっていらない存在になるのを望んでいるようにも見えますね」

「ですが、せっかくブロワ辺境伯家の娘になれたのにですか？」

　ローデリヒさん、カルラさんはブロワ辺境伯家の娘になんてなりたくないと言っているんだ。

「それはローデリヒ殿の価値観であって、カルラ様のそれとは違うものと愚考いたします」

　さすがは年の功。

　クラウスさんは、正確にカルラさんの意図を掴つかんでいるようだ。

「う───ん、だとしたら問題ないだろうし、どうせ俺はカルラ嬢とあまり接しない予定だ。このままでいいんじゃないの？　ブロワ辺境伯家側の切り札の一枚を封じているわけだし」

「それもそうですか……」

　ローデリヒも納得して報告は終わったけど、俺はひとつの悩みを思い出した。

　それは、いくらカルラさんがヴェルとどうこうなるつもりはなくても、やっぱり彼女はブロワ辺境伯家の娘で、俺とは身分違いなんだよな。

　その問題をどう解決するか？

　俺は、大きな宿題を抱えることになる。




「エルヴィン殿、何かお悩みでもあるのですか？」

　報告を終えてカルラさんの元に戻ろうとした俺に、クラウスさんが声をかけてくる。

　俺はちょっと警戒してしまった。

　この人は、過去に色々とやらかしているからな。

　功績は抜群なのでヴェルは使っているけど、ローデリヒさんですら警戒しているくらいだ。

　本人はどこ吹く風なのが、ある意味凄いのだけど。

「いえ、悩みというほどのことは……」

　正直に話してもいいのだけど、それをクラウスさんが利用しない保証もないからな。

　もしそうなると、ヴェルに迷惑をかけてしまうかもしれない。

「私は、エルヴィン殿の四倍以上もの年月を生きております。大した経験もしておりませんが、若い方にアドバイスくらいはできますし、話してみるだけで気分が楽になることもありますよ」

　そう言われると、話したくなってしまう。

　大した経験もしていないってのも、クラウスさんの謙遜でしかない。

　それにしてもさすがはクラウスさんだな。上手く人の心の中に入ってくる。

「実は……」

　俺とカルラさんは、身分違いな点を除けば相性はいいはずなんだ。あとは、その一番の問題をどう解決するかだ。

　俺の頭ではサッパリわからないからな。

「身分違いの恋ですか。私にも、それに似たようなことがありましたね……身分違いというほどの差はありませんでしたが……」

「クラウスさんにもですか？」

　自分にも経験があると言われると、余計に何か解決策を提示してくれるかもと期待してしまう。

　あれ？　でも、クラウスさんに奥さんはいたか？

　娘がいるのだから奥さんもいるのは確かだけど、そういえば会ったことも顔を見たことすらない。

「既に亡くなっておりますが、私の妻の話です。以前に、私は本来名主を継ぐ立場になかったと、お話ししたと思いますが」

　俺と同じく、クラウスさんも嫡男じゃなかったんだよな。

「こんな私にも婚約者がおりまして……」

　近所の農家の次女で、どんなに貧しくても独立して二人で家を営んでいこうと約束をしていたそうだ。

「それが、兄の急死によって突然名主の座が回ってきました。そうなると今度は、名主に相応しい妻が必要だと周囲が言い始めたのです」

　うちも田舎領地だからわかるけど、豪農の長女に婚約者を変えるのが普通だよな。

「私はそれに反発しましてね……唯一これだけは譲れないと、元の婚約者のマルタを妻にしました」

　へえ、随分と思いきったことをしたんだな。

　まさか、クラウスウさんにそんな情熱があったなんて……俺も見習わないと。

「ですが、マルタには大きな負担をかけてしまったようです。若くして病気で亡くなってしまいましたから」

　周囲が『農家の次女如きに名主の奥方が務まるのか？』という感じでプレッシャーをかけたんだろうな。うちの実家でも確実にそうなるから、俺にでもわかる話だ。

「可哀かわい想そうなことをしたのかもしれません。ですが、病床でマルタは『幸せだった』と言ってくれました。私に気を使ったのかもしれませんが、それでも十分嬉しかったですよ」

　そうか、クラウスさんは最初の奥さんを病気で亡くしてから、後妻を娶めとっていないんだ。

　これはかなり特殊なケースだ。普通は、領主が勧める……ああ、ヴェルの親父さんとクラウスさんが仲が悪かった理由がもう一つわかったような……。

「エルヴィン殿、あとで後悔なされることがないように」

　後悔か……。

　そうだな。今は無理だけど、いつかカルラさんに告白して、彼女を奥さんに迎えられるようにしたいな。具体的にどうすればいいかわからないけど、俺の初恋は叶うものだと信じたいんだ。





第二話　バウマイスター伯爵家諸侯軍出陣







「ヴェンデリン様、ひとつ献策がございます」

　カルラ嬢が来てから一週間、睨にらみ合いを続ける辺境伯同士の紛争の影響で、領内では手に入らない資材の輸入が滞り始めていた。

　もう一つ、大きな問題がある。バウマイスター伯爵邸が完成したら、エリーゼたちとの結婚式が行われる予定なのだが、大規模な紛争が終わらなければ式を挙げられない。

　俺の寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯は紛争で忙しく、戦場を抜けて結婚式に出席するわけにはいかないからだ。かといって、欠席では問題になってしまうどころか、結婚式自体が成立しなくなってしまう。

　つまり、どうしようもないので放置していたが、もっと状況的に追い込まれてしまったわけだ。

「すべてとは言いませんが、かなりの問題が解決する策にございます」

　クラウスが自信あり気に言うが、やはりどこか怪しいような……。

　いい案だと思って食いついたら、そこには罠わなが仕掛けてあった。そんなことが絶対にないとは言えないのだから。

「聞こうか」

　それでも他に手がないため、俺はクラウスの献策とやらに耳を傾けることにする。

「ヴェンデリン様が、紛争に参加なさればよろしいかと」

「しかし……」

「バウマイスター伯爵家諸侯軍ですが、数を揃そろえる必要はありません。なぜなら、最大戦力がヴェンデリン様なのですから」

「俺の他は、数十名もいれば十分だと？」

「はい、それなら揃えられるのでは？」

　揃えられなくはないか。一番大変そうな補給も、それくらいなら大分楽になるはずだ。

「そして、ブロワ辺境伯家を完膚無きまでに叩たたき潰つぶします。紛争ですから討つのはご法度ですが、ヴェンデリン様の魔法があれば、十分に対処可能です」

　俺の魔法でブロワ辺境伯家を完敗させ、交渉の席で大幅に譲歩を引き出すわけか。

「ブロワ辺境伯家は当主が重病で動揺が大きいですからね。勝利できれば、交渉でいい条件を出せるでしょう」

「うちが勝つ必要があるか？」

「はい、ございます」

　クラウスは、先の後方攪かく乱らん騒動に対する仕返しをしないと、バウマイスター伯爵家が後々まで舐なめられてしまうと説明する。

「貴族としての面子の問題ですな。もう一つ、ヴェンデリン様に役に立つものが得られます。それは、武勲です」

　紛争でも、勝てば参加した貴族に箔はくがつくというわけだ。

　領地を持つ貴族は政治家にして軍人でもあるので、自分の領地を守るため、武に長たけていた方が評価される。今は平和な時代なので、紛争で勝利することが武勲になるというわけか。

「俺は二匹も竜を倒しているぞ」

「それは、冒険者や魔法使いとしての功績が主ですからね。紛争は、終結に向けて交渉なども行いますから、貴族としての評価にも繋つながるのです。ヴェンデリン様は新興貴族ですから、それを持っていると後々役に立ちます」

　これまでの話を聞くと、クラウスの言っていることは理に適かなっていた。

「第一、今の今まで両軍は睨み合っているだけなのです。このまま放置していたら、紛争がいつ終わるかわかりませんよ」

　それは困ってしまうな。バウマイスター伯爵領の開発が遅れるし、エリーゼたちとの結婚まで遅れる可能性があるのだから。

「案外、向こうもそれを狙って軍勢を動かさないのかもしれません」

　ブライヒレーダー辺境伯が焦じれるのを待つわけか。開発利権が手に入らず、当主不予で追い込まれているブロワ辺境伯家だからこその最後の手段というわけだ。

「俺たちが参戦して、戦況に変化を与えるということだな？」

「左様にございます。それと、ヴェンデリン様個人にとっても都合がよろしいかと」

「都合がいい？」

「エルヴィン殿とカルラ様の件です」

「……」

　エルは、真面目にカルラ嬢の護衛役を務めているけど、あいつがカルラ嬢に惚ほれているのは誰が見ても一目瞭りょう然ぜんだからな。俺個人としてはエルの友達として応援したいけど、バウマイスター伯爵としては身分違いだから諦めろと言わざるを得ない。

　エルは、この世界での俺の初めての友人だからわかるのだが、今回は真剣に恋をしているようにしか見えない。

　今までのあいつは、可愛かわいい子がいるとすぐに声をかけたりするけど、実はあまり本気だったとは思えない部分があった。

　ところが、カルラ嬢に対しては真剣に接しているように見えるのだ。

『ううっ……からかいづらいね……』

　いつものルイーゼならエルをからかうのが普通だけど、今回はそれを察して何も言わないくらいなのだから。

「だが、紛争でブロワ辺境伯家を敗北に追いやるのと、エルとカルラが一緒になれるのとは関係があるのか？」

「はい、ございますよ」

　紛争に負けたら、余計にカルラ嬢を押しつけてきそうだけどな。

「論より証拠、カルラ様に提案してみたら面白いと思いますよ」

　クラウスが珍しく、とても楽しそうな顔をしているな。物もの凄すごい悪巧みを考えたような表情だ。




「エル、ちょっとカルラ嬢に話がある。聞かれないように見張っていてくれ」

「わかった」

　クラウスを連れてカルラ嬢が寝泊まりしている部屋の前に行くと、エルが不安そうな表情を俺たちに向けた。

　まあ、クラウスがいるからな。何か企たくらみを持っているように見えても仕方がない。だって、クラウスだものな。

「そう悪い結果にはならないはずだ」

「わかった」

　俺はエルに心配するなと言ってから、カルラ嬢と面会する。クラウスもいるが、初めて一対一で話をすることになる。

「単刀直入に言う。バウマイスター伯爵家は、今回の紛争に軍を出そうと思う。領地開発の遅延、それに俺の結婚式も紛争が長引くと遅れる可能性がある。何より、寄親であるブライヒレーダー辺境伯殿のお手伝いもしなければならない」

　すべて、バウマイスター伯爵としての公式な参戦理由だ。さて、エルからカルラ嬢はなかなかに聡さといと聞いている。ブロワ辺境伯から、どのように対応しろと言われたのかな？

「ご出陣ですか。ご武運をお祈りします」

「えっ？」

　さすがに、度肝を抜かれてしまった。あのクラウスですら少し驚いている。

　俺は、カルラ嬢の実家であるブロワ辺境伯家を叩き潰すために出陣するんだけどな……。

　もしかして、ブロワ辺境伯軍には俺たちを倒す秘密兵器があるとか？

「バウマイスター伯爵様、これ以上の腹の探り合いはやめましょう」

　やめましょうと言われてもな……。

　うんと言って、本当にカルラ嬢が正直に話をするのか？

「バウマイスター伯爵様、私はベンカー家の娘なのです。世間では、私がブロワ辺境伯家に認知されたことを羨うらやましく思う方が大半です。ですが、私は貧しくてもベンカー家の娘でいたいのです。冷たいと思われるかもしれませんが、私はブロワ辺境伯家が今回の紛争で敗北しようと一向に構いません」

　まさか、実の娘にここまで嫌われるとはな。ブロワ辺境伯、かなりの悪党かもしれない。

「私も同行してよろしいでしょうか？」

「えっ？」

　俺は再び驚いてしまう。カルラ嬢が俺たちについてくるというのだから。

「クラウス、どう思う」

「はい、その方がよろしいかと」

「なぜそう思うのだ？」

　すぐクラウスにその理由を聞いた。魔法だけの俺にはさっぱりわからない。

「カルラ様は、ヴェンデリン様との交渉のためにここに来ているのです。よって、ヴェンデリン様の傍そばにいても何ら不自然ではありません。ここに残るとなると、それはそれで問題でしょうし……」

　俺たちのいない間に何か企たくらまれてもな……それはまずないだろうけど……反乱未遂事件で怒っている家臣が彼女に暴言でも吐くと、それはそれで問題だ。俺たちの目が届く範囲においた方がいいか。

「ブロワ辺境伯家側の混乱も狙えます」

「混乱？」

「はい、今回のブロワ辺境伯家側の行動を見ますと、チグハグというか、命令系統が複数あるような感じですね」

「カルラ嬢の派遣はブロワ辺境伯自身の命令。でも彼は病床にあって兵を率いる体力もない……」

　つまり、後継者争いをしている子供たちが兵を出しているというわけか。

「我らの陣地にカルラ様がいらっしゃると、向こうは裏切り者と思うかもしれません」

「ツテがあると思って、逆に交渉に動くかもしれないな」

　どちらにしても、ブロワ辺境伯家側の行動を掴つかみやすいという利点があるわけか。

「（紛争のあとで、ブロワ辺境伯家が裏切り者とみなしたカルラ嬢を勘当するかもしれません。だとしたら、色々と好都合では？）」

　クラウスがそっと俺に呟つぶやくが、しかしさすがだな。公私両方の理由を準備して、俺に出兵を提言するわけか。やはりクラウスの才能は、バウマイスター騎士爵家では扱いきれなかったようだ。

「わかりました。カルラ嬢にもご参加いただきましょうか」

「前線に出るのは厳しいかと思いますが、救護や炊事、洗濯などでお手伝いできると思います。私は、貧乏貴族の娘ですからお気になさらずに」




　こうして俺は、バウマイスター伯爵家諸侯軍の出陣を決めた。それを先ほどのクラウスの話と合わせてエルに伝えると、彼もやる気十分なような。

「待っていろよ！　ブロワ辺境伯家！　俺がお前たちに引導を渡してやるぜ！」

　バウマイスター伯爵家は、少し遅れてブライヒレーダー辺境伯家とブロワ辺境伯家が起こしている紛争へと参加するのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「お館様、留守はお任せください。ご武運をお祈りいたします」

「任せとけ」

　俺たちは、ローデリヒの見送りを受けて北にあるエチャゴ草原へと向かう。

　俺はエチャゴ草原に行ったことがないので『瞬間移動』は使えない。

　となれば魔導飛行船の出番だが、バウマイスター伯爵家所有の小型魔導飛行船は、領内の開発や輸送に使用されており使えない。

　そこで、商人として船を所有しているアームストロング導師の次男ヘンリックからレンタルして運んでもらうことになった。一時的に、傭よう船せん契約を結んだのだ。

「バウマイスター伯爵様、お迎えに参りました」

「ご苦労様。やはり、こういう時には小型の魔導飛行船は便利だな」

「小回りが利くのが利点です」

　他にも、何もない草原に降りる時、大型よりは小型の船の方が楽なのだ。

「稼ぎ時なのにすまんな」

「いえいえ、利益は十分に出ていますから。それで、人数は予定どおりで？」

　参加者は、俺たちにクラウスにカルラ嬢、あとはモーリッツ率いるバウマイスター伯爵家諸侯軍という布陣になっている。

　人数は五十名ほどで、伯爵家の諸侯軍としては物凄く数が少ない。

　だが、今のバウマイスター伯爵家ではこの人数が限界だ。しかも、このうちの二十名ほどが、非常に問題のある面子となっていた。

　反乱未遂に参加したブロワ辺境伯家の元家臣たちが、クラウスの指揮で参加していたからだ。

　この人選には多くの反対意見が出たが、クラウスはその反対意見を見事に封殺して彼らを参加させている。




『クラウス、大丈夫なのか？　後ろから攻撃されるのは嫌だぞ』

　俺の精神は凡人なので、もし裏切られでもしたらと思ってしまうのだ。

『大丈夫ですよ。彼らは絶対に裏切りません』

　クラウスには自信があるようだ。

『彼らは、ブロワ辺境伯家からそんな人物はいないと言われて捨てられたのです。命をかけて無謀な任務を負ったのに、あんまりではありませんか。つまり、彼らはどうやってもブロワ辺境伯家には戻れません。ならば、バウマイスター伯爵家はちょうど人手不足ですし、こちらで雇ってしまいましょう。恩も売れますし』

　敵の捕虜を自分の家臣にしてしまう。軍記物だと定番だけど、実際に行うとなると、かなり勇気がいる。

『バウマイスター伯爵家のために粉骨砕身働くそうです。彼らのブロワ辺境伯家での待遇は悲惨でした。何しろ、使い捨てにされるくらいですから。ですが、ここで頑張ればバウマイスター伯爵家の正式な家臣になれるのです。普通の人間なら、わざわざブロワ辺境伯家側に寝返るはずはありません』

　クラウスが上手く口説いたようで、彼らはテキパキと出陣の準備をしていた。

　はじめは自分たちの反乱未遂を密告したクラウスに罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけていたが、今では物凄く頼りにしているようだ。

　クラウスも、俺や他の家臣たちとの間に入って上手く仲立ちをしている。

　クラウスは実質彼らの指揮官のような立場だけど、まったく威張っていない。

　旧ブロワ組のリーダーにそのまま指揮を任せ、困った時にさり気なくフォローしている。自分がしゃしゃり出て、他の家臣たちから非難されるのを防いでいるのであろう。老練なクラウスらしいやり方である。




「大丈夫なのですか？」

「大丈夫だと思う」

　導師と違って常識人のヘンリックは心配しているけど、クラウスは無謀なことはしないからな。

　旧ブロワ組を率いて反乱という可能性は薄いと思う。

「俺はよく口説いたものだと感心するけどね……」

　旧ブロワ組のリーダーは、トーマスという三十二歳の青年……中年とまではいかないが、もう若くはない人物だ。ブロワ辺境伯家に仕える下級騎士の三男だとクラウスが教えてくれた。

　他の面子も、似たような立場の者たちばかり。だからこそ、あんな無謀な作戦で使い潰されようとしたのであろう。

「随分と頼りにされているようですね」

　クラウスは、彼らに新しい苗字などを考えてやっているらしい。新しく生まれ変わってバウマイスター伯爵家に仕えるというわけだ。

「彼らは、ブロワ辺境伯家に恨みが深いでしょうからね。裏切らないという点では信用できるかもしれません」

　今さらブロワ辺境伯家に戻れないからな。懸命に働くだろうけど、クラウスは彼らの退路を絶っているともいえる。やはり、クラウスは相当な策士だ。

「バウマイスター伯爵家は、ヴェンデリン様が自らの功績で打ち立てた家。よって、代々の家臣というものが存在しません。どなたにでも可能性があります。そして、ヴェンデリン様は家臣の功績に必ず報いてくれるお方です」

　クラウスが随分と俺を持ち上げているけど、実際そうでもしないと能力のある家臣が集まらないという事情もあった。

「トーマス殿たちは、お一人でしょうか？」

「あんな任務に使われるくらいだからな。養う収入もない」

　確かに、あんな捨て駒のような仕事を家族持ちには任せないか。

「それでしたら、ちょうどよかった」

「というと？」

「実は今回の出兵で延期になってしまいましたが、ブライヒレーダー辺境伯様が大規模なお見合い会を企画しておりまして」

　確かに、それは計画している。最初は俺に側室を押し込む会だったそうだが、俺が断るとエルやローデリヒに嫁を紹介する会に変更された。

　だが、二人だけでは結婚希望者たちに不満が出ると、うちで独身の家臣なら全員が出席できる大規模な会にさらに進化していたのだ。

「功績をあげて正式に仕官が叶かなえば、みなさんにも参加する権利があるとヴェンデリン様が……」

「おおっ───！」

「結婚できるぞ！」

「気合が入ってきた！」

　クラウスからお見合い会の話を聞き、全員が異常なまでにテンションを上げた。

　正式な仕官とお見合い話で、旧ブロワ組のやる気を出す。老練なクラウスは、彼らが何を欲しているのかをよく理解していた。




「エルさんは、出陣した経験はおありなのですか？」

「三年ほど前、パルケニア草原に出陣しました」

「あの老属性竜を退治した時ですね。エルさんは凄いですね」

「俺は、ただ出陣しただけですけどね」

　クラウスたちの他にも、我がバウマイスター伯爵家諸侯軍はカルラ嬢という異物を抱え込んでいる。彼女は護衛役のエルと楽しそうに話をしているけど、果たして紛争はどのような結末を迎えるのか？

　それは、神のみぞ知るというやつであった。





第三話　紛争以上？　戦争未満？







「急きゅう遽きょ参戦するという連絡は受けていましたが、早かったですね」

　俺たちを乗せた小型魔導飛行船は、ブライヒレーダー辺境伯軍が駐屯するエチャゴ草原に到着した。船を降りると、そこにはブライヒレーダー辺境伯と家臣たちが出迎えてくれた。

　新米でも伯爵なので、俺は気を使われる存在というわけだ。

「うちは、少人数ですから」

「それでも助かりますよ。そうですよね？　ブランターク」

「無意味な紛争に振り回されていますからね」

　ブライヒレーダー辺境伯の護衛をしているブランタークさんも、こんな面倒なことは早く終わらないかなという顔をしていた。

　その気持ちは、俺にも理解できる。

「凄すごいお方を同行させていますが……これは私が口を挟む領分ではありませんね」

　カルラ嬢との密約を、まだブライヒレーダー辺境伯に話すわけにはいかない。

　いくらブライヒレーダー辺境伯が俺の寄より親おやでも、バウマイスター伯爵家諸侯軍の編成にケチをつけることはできないわけだが。

「なんとなく想像はつきますが、随分と悪あく辣らつなことを考えているようですね。私は、その方が紛争が早く終わって嬉うれしいですけど。では、早速……」

　時間が惜しいとばかりに、ブライヒレーダー辺境伯は今の戦況を簡単に説明する。

「現在、我々が布陣しているのは東部と南部に跨またがるエチャゴ草原の境界線近くです。兵力は、七家混合で四千人ほど。もう一週間もすると追加で援軍も来ますが、それで合計六千人ほどですかね」

　数が少ないような気もするが、軍勢を整えて配置するだけで金が飛んでいくのだから仕方がない。

　兵士たちへの手当てに、彼らの食事代などはブライヒレーダー辺境伯以下諸侯軍を出した貴族家の負担になるからだ。

「それで、ブロワ辺境伯家側は？」

「五千人ほどですね。特に動きもありません。ただ睨にらみ合っているだけです」

　決戦など双方が望んでいないし、そうすれば被害が甚大になる。

　なので、自然とこういう睨み合いになってしまうようだ。兵力は、あくまでも脅しのためというわけだ。

「別の戦場もあるのですよ」

　続けて、ブライヒレーダー辺境伯は境界線一帯の詳細な地図を机の上に広げた。

「ここから北西に約三百キロ。ここでは、ブロワ辺境伯家の寄より子こであるヘンケル準男爵家と、うちの寄子であるランセル準男爵家が銅山を巡って睨み合っています」

　そもそもの事の起こりは、このような境界線における利権争いの再燃からきているそうだ。

「両家の境界線上にある銅山は、素晴らしい産出量を誇っているそうです。当然、過去に取り合いになりまして……」

　過去に何度も衝突があったそうだが、今はとりあえず半分ずつ所有するという形になっているらしい。

「それが、突然破られましてね……」

　突然ブロワ辺境伯家側のヘンケル準男爵家が軍勢を出し、ランセル準男爵家側の鉱山夫や警備隊を銅山から追放してしまったそうだ。

　そして今は、銅山を占拠するヘンケル準男爵家側の軍勢と、奪還を目指して軍を出したランセル準男爵家側で睨み合いが続いていた。

「幸いにして、死人は出ていませんけど」

　争いなのに死人が出なくて幸いだというのは、下手に人死にが出ると争いの収拾がつけにくくなるからだそうだ。

「また半々くらいの状態に持っていきたいですね」

　たまに争ってガス抜きをしつつ、それなりの分け方で双方が渋々納得する。

　これが、この時代の利権争いの正体であった。

「そういうわけですから、武器は訓練用のものでお願いします」

　なんと、この争いに参加しているすべての兵たちは、両軍共に装備は刃を丸めた訓練用のものを使用しているらしい。

　死人をなるべく出さないようにするためとはいえ、ここまで徹底しているとは思わなかった。

「えっ？　訓練用ですか？」

「大丈夫です。ヘンリック殿の船に積んであるそうです」

　横にいるモーリッツが、ヘンリックの船に人数分が積んであったと報告した。

　なんでも、トリスタンが気を利かせて積んでくれたらしい。

「トリスタン様はエドガー軍務卿のご子息なので、そういう事情にも詳しいのです」

「助かったな」

　今も王国のどこかで紛争は行われているそうで、エドガー軍務卿の子供であるトリスタンが詳しくても当然というわけか。

「勿もち論ろん、刃が丸めてあっても鈍器のようなものです。当たり所が悪くて死ぬ人もいます。普通の武器に比べその数は大分減りますけど」

　相手を討つのではなく、捕らえて数を減らし、あとで和解金を交渉して取るそうだ。

　中世欧州の貴族のように、身代金で解決を図るらしい。

　中世の騎士と傭よう兵へい主体の戦場だと、戦いをしたのに死者が両軍で一名しかいなかったとか普通にあったらしい。

　敵を殺すよりも、捕らえて身代金を要求する方が金になる。王国側もなるべく死者が出ない戦いを裏で推奨しているそうで、裏でというのは建前では紛争は禁止だからだ。

「こんな感じで、境界線で揉もめ事を抱えている貴族家は双方で八十家を超えます。今回は、ブロワ辺境伯家側の貴族が突然軍を繰り出してうちの寄子の利権を分捕って占拠したので、うちの寄子はそれを取り戻すべく味方の軍を集めて対たい峙じしているのです。こういう、軍の動員数が数十から数百の小さな戦場が四十箇所ほどもあるのですよ」

　確かに、ブライヒレーダー辺境伯が広げる地図には、多数のメモ書きがされていた。

　○○騎士爵家の軍勢が、突然共有森林地帯を占拠した○○騎士爵家の軍勢と睨み合いとか、○○準男爵家の軍勢が裁定待ちのために人の出入りが禁止となっている○○河の中州地帯を勝手に占拠し、紛争相手である○○騎士爵家の軍勢が中州から兵を退けと騒いで睨み合っているとか。

　大半はブロワ辺境伯家側の奇襲であったようで、ブライヒレーダー辺境伯家側の貴族達は一方的に叩たたき出され、そのあと軍を集めて自分たちの利権の奪還を虎こ視し眈たん々たんと狙っているようだ。

「衝突した貴族家はあるのですか？」

「いえ、まだです」

　ここが、こういう紛争の面倒な部分だ。

　最初の銅山などはわからないが、所しょ詮せんはわずかな広さの領地争いだったり、水源の水をどのくらい引くかの争いだったりするので、本格的に衝突して死傷者が増えると足が出てしまう。

「かといって、ここで兵を出さないと向こうの実効支配を認めることになりますからね。兵を出さないという選択肢はあり得ないのですよ、貴族の面子から考えて」

　前世でも、国家同士の領地争いなどいくらでもあったので、それは理解できる。

　日本のように『まあまあ』と弱腰だと、相手に付け入られてさらに酷ひどい要求を出されることもあるので、軍を出して対峙するのは当然なのであろう。

　なるほど、貴族というのは色々と金がかかるらしい。

「このままだとまずいと？」

「何家かは、事前に察知して占拠を防げたそうですが、あとはうちのボロ負けです。裁定に入ると、一方的に不利になります」

　いくらルール違反の出兵とはいえ、先制したブロワ辺境伯家が有利な状況に変わりはない。

　これでは、裁定で一方的に不利になってしまう。

「ある程度は、取り戻したいと？」

「ですが、それも難しい」

　ブライヒレーダー辺境伯軍が援軍を出そうとすると、ブロワ辺境伯軍が当然邪魔をするわけだ。

「困りました……このまま裁定に行くと不利になります……」

「それが狙いですか？」

「ええ」

　うちの開発利権にあぶれて不満が出ているので、こういう手段で子分たちの不満を抑えているのであろう。

　あとは、ブロワ辺境伯家が貯め込んでいる金を軍事行動で支出して領内に金を回す。

　一種の公共事業的な側面もあるのかもしれなかった。

「では、俺が取り戻しましょう」

「頼めますか？」

　傭よう船せんしている小型魔導飛行船で順番に紛争地帯へと飛び、ブロワ辺境伯家側の貴族の軍勢を倒して捕らえまくる。

　途中、ブロワ辺境伯軍側から援軍でも出してくれるとさらに好都合だ。

　捕らえて多額の身代金をふんだくってやれば、ブロワ辺境伯もうちにチョッカイをかけたことを後悔するであろう。

「では、お願いしますね」

　ブライヒレーダー辺境伯から地図を貰もらい、小型魔導飛行船で貴族の軍勢同士が睨み合っている地点へと俺たちは急行するのであった。
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「やっぱり、今回は導師は不参加だな」

「南部と東部の争いに王宮筆頭魔導師が来て、南部に肩入れしたら問題になる」

「それは俺も理解しているけど、導師なら『面白そう』とか言って参加する可能性もありそうだ」

「まさか」

「いえ……あの父なので可能性はあるかと……」

　船上で、エルやヘンリックさんとそんな話をしながら半日。

　船は無事に、一箇所目の戦場に辿たどり着いた。

　ブライヒレーダー辺境伯が最初に説明していた、銅山を巡って対立しているランセル準男爵領とヘンケル準男爵領との境界線近くである。

　確かに、境界線上にある銅山の前では三百名ほどのランセル準男爵軍が陣を張って銅山を警戒しているようだ。

　銅山をよく見ると、ヘンケル準男爵家側の兵士がところどころで歩ほ哨しょうに立っていた。

「ようこそおいでくださいました」

　最初は、突然の魔導飛行船の来訪に驚く両軍であったが、エルを使者としてランセル準男爵軍の本陣に送ると、すぐに男爵本人が出迎えてくれる。

　ランセル準男爵は、四十歳ほどの普通のおじさんであった。

「ブライヒレーダー辺境伯殿からの援軍とか？」

「はい。早速、銅山を奪還しましょう」

「えっ？　大丈夫ですか？」

　銅山の奪還には賛成だが、それで犠牲が出るのは勘弁してほしい。ランセル準男爵の顔を見ると、すぐにそう考えているのが理解できた。

「要は、お互いに死者がゼロで終われば問題ないですよね？」

「はい。それが一番最良ですから」

　ならば、簡単だ。

　バウマイスター子爵領での反乱軍の時と同じように、『エリアスタン』で麻ま痺ひさせてから捕らえればいい。

　『探知』を使えば取りこぼしもないはずだ。

「では、まずは協定の締結ですね。ブリュア殿」

「あっ、はい。私、ブライヒレーダー辺境伯様からバウマイスター伯爵様への同道を命じられた、軍監にございます」

　戦場に、貴族が軍を率いて助太刀に向かうと、ある問題が発生する。

　それは、手柄や戦果の認定とその分け前である。

　助けてもらったのに、いざ戦争が終わると援軍に来た貴族の手柄を奪おうとする貴族も少なくないらしく、それが原因で新たなトラブルが発生することも多かった。

　そこで、今回のケースのように、軍監を派遣して公式に戦果などを認定して記載するのだ。

　また、戦果の分け前に関する協定もある。

　捕虜や軍勢が所持していた装備品・備品・金品・食料などの権利と、捕虜の身代金の分配比率などであった。

　今回ブライヒレーダー辺境伯から派遣された軍監はブリュア氏といい、五十歳くらいの真面目そうな人で、いかにも官僚っぽい人物だ。

「全員、痺しびれさせて動けなくするので、捕縛に協力してください」

「さすがは、竜殺しの英雄殿ですな……」

　反乱鎮圧の時と違って広範囲の『エリアスタン』となるが、むしろ範囲や対象の選別がない分、俺からすれば楽な部類に入る仕事であった。

　銅山は大きかったが、人がいるエリアは限られる。

　俺一人でも、十分にいけるはずだ。

「痺れているヘンケル準男爵軍兵士の捕縛の手伝いと、捕らえた捕虜の面倒と、取り返した銅山の守備はお任せします」

「それは勿論」

　うちの人員だけで捕縛をやっていると時間がかかるし、捕虜の管理に関しては人手がまったく足りないので無理だ。ランセル準男爵に任せて、あとで経費を支払うことにしよう。

「これを機に、ヘンケル準男爵領の占領とかはしないのですか？」

「いえ。昔からの不文律で、それは禁忌に近い行為とされています」

　最初にヘンケル準男爵家側が侵攻して来た時、その気になれば他のランセル準男爵領の占領も可能であったが、向こうはそれをしなかった。

　いや、できなかったのだそうだ。

「あくまでも、争っているのは銅山の権利だけ。そうしないと、争いにキリがなくなりますので」

　互いの領地に入って領民を殺したり女性を犯したり、また畑を荒らしたり家を焼いたりしたら、恨みに際限がなくなってしまう。

　あくまでも、銅山を巡る争いのみという形にする。

　他で利権などを争っている貴族家同士も、これは同じなのだそうだ。

「あまり争いが酷いと、王家の介入も予想されますから」

　この場合、マシな裁定など期待できない。

「争いの元になるから銅山を王国が没収とか。昔は、そんな裁定も少なくなかったそうで……」

　あくまでも、両家のみで一つの利権だけを争っている。

　そういう姿勢を見せて、他勢力の介入を防いでいるのだそうだ。

　寄親や、ブライヒレーダー辺境伯のような地域統括者は、同地域の貴族に手を貸し、手を貸してもらった貴族はその代わりに地域の安定に力を貸す。

　昔から、そういう関係になっているらしい。

「では、協定の締結を行います」

　結局、銅山の利権にバウマイスター伯爵家は一切関わらないことになった。

　その代わりに、戦闘不能にしたヘンケル準男爵軍の持ち物と捕虜の身代金の権利はバウマイスター家側がすべていただく。

　あとで、捕虜の管理にかかった金額を、ランセル準男爵家がこちらに請求する。

　他にも細かな補足などがあったが双方で合意に達したので、ブリュア氏が急ぎ契約用の羊皮紙に記載を行い、俺とランセル準男爵がサインをする。

　この世界では既に紙が庶民にも普及していたが、こういう大切な契約書類などでは今でも羊皮紙を使うことが多かった。

「では、早速銅山を取り戻しましょう」

　ここと同じような状況になっている場所は多く、早く他にも助けに行けるよう、俺たちはすぐに作戦を開始することにした。

「あちらの軍に魔法使いはいるのでしょうか？」

「はい。鉱山に攻めて来た時に、『火の矢』を飛ばしていた者が。多分、臨時で雇われた冒険者だと思いますが……」

　準男爵家くらいだと、ごく稀まれに初級クラスの魔法使いを一人抱えている程度だそうだ。

　ランセル準男爵によると、ヘンケル準男爵が今までに魔法使いを家臣にしたという情報は入っていないそうで、今回の出兵に合わせて臨時で雇ったのではないかということだ。

「一緒に痺れさせますから、意味はないですけど」

　これがカタリーナクラスの魔法使いだと、こちらの『エリアスタン』をレジストして反撃してくる可能性がある。だが、ランセル準男爵の証言どおりだとすれば、そう心配する必要もなさそうだ。

「準備はいいな？」

「はい」

　トーマスとモーリッツが指揮しているバウマイスター伯爵軍に、ランセル準男爵が率いる軍が銅山前に姿を見せると、防衛しているヘンケル準男爵家側の兵士たちに緊張が走る。

「（いくぞ！）」

　だがその緊張も、直後に『エリアスタン』による痺れで途切れてしまった。

　銅山にいる全員が麻痺して、その場で動けなくなってしまったのだ。

「突入！」

　両軍の指揮官による命令が下り、麻痺しているヘンケル準男爵軍の捕縛と銅山の完全占領が始まる。

「さてと。あとはお任せしますか」

「はい……」

　俺の出番はもう終わりだし、ランセル準男爵がわざわざ陣頭に立つ必要もない。

　これ以上の出しゃばりは、部下の仕事を奪うことになるからだ。

　そこで、魔法の袋からテーブルや椅子を取り出し、彼やその側近をお茶に誘った。

　ヴィルマがテーブルや椅子をセットし、エリーゼが取り出したティーセットを使ってお茶を淹いれ始める。ブライヒレーダー辺境伯の元に置いておけなかったカルラ嬢は、その身分を隠すためにメイド服姿でエリーゼを手伝っていた。

『カルラさんは何を着ても似合いますね。元気出たぞぉ───！』

　エルは、いいものが見れたと大喜びでモーリッツたちについていった。

　イーナとルイーゼは、はしゃいだエルが無理をしないように監視役として彼についていく。

「バウマイスター伯爵殿の奥方自らとは恐縮です」

「まだ婚約者なのでお気になさらずに」

　続けて、アルテリオさんから送られてきたチョコレートやお菓子などを出すと、彼らは興味深そうに口に入れた。

「噂うわさには聞いていましたが、美お味いしいお菓子ですな。子供たちに少し持ち帰ってもよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　お土産用に多めに渡すと、ランセル準男爵は嬉しそうに従兵の少年に渡していた。

「ところで、この度は突然の占拠だったとか？」

「ええ。昔からあの銅山の利権比率では、定期的に争いが起こっていたのですが……」

　当然双方の主張は、『あの銅山はうちのものだ！』である。

　現実的に片方による独占は認められないので、北側をヘンケル準男爵家側、南側をランセル準男爵家側ということにしているそうだ。

「それでも、争いが起こるのですか？」

「一種のガス抜きと申しましょうか……」

　代替わりなどがあると、新領主の力を見せつけるという理由で兵を出して、睨み合いになるのだという。

「それでも、事前にちゃんと通告をする決まりです」

　『この銅山はうちのものだ！　何日までに兵を出すから首を洗って待っていろ！』と。

　半分様式美のようなものらしい。

　それで双方が兵を出して別の境界線で睨み合い、五名ほど代表者を出して腕比べを行う。

　これに勝つと、次に争いが起きるまでの間、鉱山で有利な採掘が可能なのだそうだ。

「境界線上に所有が微妙な鉱脈がありましてね。そこの権利を得られるのです」

「完全に練習試合ですね」

「過去には血みどろの戦闘になって、双方合わせて百名以上の犠牲者を出したこともあるそうです。なのに、痛み分けで得るものはなく、貴重な家臣や領内の若者が死んだ。こういう形式になったのは、先人の知恵なのでしょう」

　せっかくの鉱山も、掘る人が死んでしまえば意味がないから賢い選択なのかもしれない。

　それが、今回の奇襲による鉱山の完全占拠である。

　他の貴族家同士も同じようなルールの場所が多いそうだが、それがすべて破られてしまい、みんな困惑しているとの話であった。

「やはり、ブロワ辺境伯家ですか」

「みたいですね」

　それから約二時間後、エルたちが戻ってきて銅山にいた全員の捕縛に成功したと伝える。

　あとは、長対陣に備えた食料や水、武器や生活用品、恩賞用の宝石や現金など、大量の物資の鹵ろ獲かくにも成功したようだ。

「ランセル卿。従士長のフリックス殿は、銅山の守備に入るそうです」

「承知した」

　エルの報告に、ランセル準男爵は貴族らしく鷹おう揚ように頷うなずいていた。

「防衛は大丈夫ですね。ヘンケル準男爵家は兵力が……」

「ええ。八割以上は、無効化されましたからね」

　三百人の守備兵が籠こもる銅山を落とすのに、残存戦力数十人ではどうにもならないはず。

　現時点で、ヘンケル準男爵家は敗北したも同然なのだ。

「それと、ヘンケル準男爵を捕らえました」

「あの場にいたのか！」

　ランセル準男爵の収集した情報によると、ヘンケル準男爵は後方で指揮を執っていて鉱山にはいないとのことだったらしい。

　なので、ヘンケル準男爵本人が捕まったと聞いて驚いているようだ。

「視察にでも来ていたのでしょうか？」

「そんなところでしょう。バウマイスター伯爵殿としては、身代金が増えて結構だと思いますよ」

　とりあえずは成功したが、まだ先は長い。

　ブライヒレーダー辺境伯から貰った地図によると、ここと同じような紛争地域はまだ何十箇所もあるからだ。

　それに、睨み合っている本軍や、紛争地域にいる他の貴族連中から援軍が送られてくる可能性はゼロではない。

　もしこれが来たら、元の木もく阿あ弥みである。

「ランセル準男爵殿、私は次の戦場へと向かいます。守備の方は大丈夫でしょうか？」

「はい。もしブロワ辺境伯軍が援軍による銅山の再奪取を図ったとしても、千人以上は必要でしょうし」

　攻撃側は、守備側の三倍以上の兵力が必要だという法則は、この世界にも存在しているようだ。

　ブロワ辺境伯軍としても、この銅山を奪還するのに、貴重な兵力を割いたあげく犠牲まで出しては意味がないはずだ。

「ヘンケル準男爵家も、残存戦力を考えると治安維持で精一杯でしょう。跡取り息子が残っているそうですが、領内の統治で大忙しでしょうし」

　銅山で捕らえられた者の中には、ヘンケル準男爵領の統治を支える家臣たちも含まれていたらしい。

　当然、人手不足に陥っているわけだ。

　一般兵士の大半は、徴兵された領内の農民たちなどである。

　彼らの不在で、ヘンケル準男爵領の生産力や税収が落ちる可能性も高い。

　まさに、踏んだり蹴けったりであろう。

「このまま裁定が下るまでは、銅山を死守します」

「では、捕虜の管理をよろしくお願いします」

「任せてください」

　ランセル準男爵に捕虜の管理を任せると、急ぎ次の紛争現場を目指して移動を開始する。




　数時間後、俺たちは魔導飛行船の上から河の中州を占拠する数十名の軍勢と、それらと河岸から睨み合っているぼぼ同数の軍勢を発見した。

「ええと……中州に軍を置いているイェーリング卿がブロワ辺境伯家側で、南方の河岸で牽けん制せいしているのが味方のベッカー卿です」

　軍監として同行しているブリュア氏は普段は紋章官をしていて、この南部の零細貴族の当主や子息たち、主だった家臣などの顔と名前、その経歴などをすべて記憶しているそうだ。

　何しろ、この国の貴族は多い。

　初見の貴族に会う前に、情報をレクチャーする紋章官がいれば大いに助かる。そのため、大物貴族家のもとには紋章官が必ず在籍しているのだ。

　今回彼が軍監になったのも、俺が貴族をあまりに知らなすぎるのを補うためでもあったようだ。

「共に騎士爵を持ち、ささやかな領地を経営する貴族様です」

　零細とか貧乏とか直接的には言わず、ささやかと言うあたりが、洗練された大貴族家の紋章官らしかった。

　紋章官という呼び名だが、昔、戦場で敵貴族の武具に記された紋章から、その人物を特定する仕事をしていたからなのだそうだ。

　今は戦争がないので、同国に多数存在している味方貴族やその家族などの情報を集め、必要に応じて主君にレクチャーするのが仕事になっている。

　数千から数万の貴族に関する情報を記憶するので、家には代々記憶方法に関する秘伝が伝わっているらしい。物語法とか、頭文字法とか、語呂合わせとかが秘伝なのであろうか？

　昔から物覚えが普通な俺からすれば、大変に羨うらやましい能力である。

「ここも睨み合いか……」

　両軍が睨み合っているのは、中州の所有権で揉めているかららしい。

　昔は河を挟んで領地が分かれていたが、ある日、河が洪水になって急に中州ができた。

　当然、共に領有権を主張する。

「農地にしても、実入りが少なそうな……」

　エルは、数十名の軍勢で陣を敷くと余剰スペースがなくなる中州を見て溜ため息いきをついた。

「とはいえ、それを主張せずにいられないのが貴族様かと」

　領地を持つ貴族が、『どうぞどうぞ』などというのは論外だそうだが、かといって争ってもそう利益が出るはずもなく、今日に至るまで共に中州への立ち入りを禁止にしていたそうだ。

「ですが、数年前から揉めていましてね」

　農地転用とかではなく、その中州で漁をすると魚が多く獲とれるそうで、勝手に入った双方の領民たちの間で諍いさかいが発生していたらしい。

「それ以降、夜中に勝手に中州に入って魚を獲った獲らないで、喧けん嘩かレベルの争いが絶えないそうです」

　俺らからすると『この程度のことで……』なのだが、実際にそこで生活している領民からすれば、生活が豊かになるかならないかの瀬戸際なのだ。

　双方の領主も、プライドもあって兵を出さずにはいられなかったのであろう。

「ただ、中州の占拠はやりすぎです」

　ブリュア氏の一言に尽きるが、こんなところまで占拠させてブロワ辺境伯は何を考えているのであろうか。

「とっとと済ませますか……」

　手順は、先ほどと変わらない。『エリアスタン』で麻痺させてから捕虜にして、中州を味方のベッカー騎士爵の軍勢に占拠させるだけだ。

「今度は、私がやりますわ」

　中州なので、銅山ほど広くはない。

　なので、立候補したカタリーナに任せることにした。

　彼女が『エリアスタン』を発動させると、中州にいたイェーリング騎士爵家側の軍勢が倒れて動かなくなり、一時間としないうちに全員が捕縛される。

「大変助かりました」

　ベッカー騎士爵からお礼を言われ、占領地と捕虜の管理を任せて次のポイントへと向かう。

　あとは同じ作業なので省略するが、俺、カタリーナ、ブランタークさんで順番に麻痺させ、現地の味方と一緒に捕縛する作業の繰り返しだ。

「出たな！　竜殺しの英雄め！　我こそは、『火壁』と呼ばれた……ふべら！」

　たまに、『エリアスタン』をレジストして向かってくる魔法使いもいた。

　だが、そういう輩やからもすぐにノックアウトされて捕虜の仲間入りとなる。

「名乗りくらいあげさせてあげたらいかがですか？」

「時間の無駄」

　『火壁』を名乗る魔法使いは、初級と中級の間くらいの魔力しか持っていなかった。

　もし名乗りをあげてから対戦しても、一分と保もたなかったであろう。

　彼は、俺が『スタンウィップ』と名づけた電気鞭むち魔法に絡め取られ、すぐに意識を失ってしまう。

「一流なら、名乗っている間に倒されたりとかしないからな」

「それはそうですけど……」

　カタリーナは、気絶してモーリッツに縛られている『火壁』に、可哀かわい想そうにという表情を向けた。

「随分と、魔法使いの数が少ないですわね」

　カタリーナは、貴族側が雇っている魔法使いの数が少ないと指摘する。

　さらに、レベルも低いと。

「中級の魔法使いは、そう簡単に雇えませんから。ブロワ辺境伯家でも新規の魔法使いを探すのには苦労しますので」

　目立たないように同行しているカルラ嬢が、大物貴族でもそう簡単に実力のある魔法使いは雇えないのだと説明してくれた。

「初級でも、雇えただけ幸運だったと思います」

「でも、『火壁』君はなぁ……」

　俺から見ると、契約金泥棒じゃないかと思うんだ。プロ野球の使えない外国人助っ人みたい。

「数十名同士の争いで、『火の壁』が作れる魔法使いです。本来なら最大戦力なのでしょうが、今回は運が悪かったみたいですね」

　そう言いながら、カルラ嬢は俺とカタリーナに視線を送った。

「もう一つ、ここ十年ほど東部地域は魔法使いが不作なようです」

　なぜか、中級以上の魔力を持つ新人がほとんどデビューしていないそうだ。雇いたくとも地元出身の魔法使いが小粒だらけではと、ブロワ辺境伯家の家臣が愚痴っているのをカルラ嬢は聞いたことがあると語った。

　魔法使いを雇うとなると、その魔法使いの地元の貴族が有利になってしまう。大体給金の相場が決まっているから、近いところを選ぶのが人間の心情だからだ。

「仲の悪いブライヒレーダー辺境伯様に、バウマイスター伯爵様という切り札ができた。父は焦ったのでしょうね……」

　気持ちは理解できるが、だからといって俺に嫌がらせをしないでほしい。

　というか、嫌がらせがなければ俺は出陣しなかった……いや、結局はする羽目になったのか？

「出陣した以上、バウマイスター伯爵家としても赤字は嫌だ。だから、頑張ったのさ」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　この半月ほどで、ブライヒレーダー辺境伯から教えてもらった紛争を続ける貴族たちの争いは、すべて収まった。

　ブロワ辺境伯家側の貴族やその軍勢が俺とカタリーナの『エリアスタン』で捕らえられ、争っていた利権や領地もすべてブライヒレーダー辺境伯家側によって占領されたからだ。

　身代金と和解金で向こうは涙目だと思うが、先にルールを破って仕掛けてきたのだ。

　気にすることはないであろう。

「ただ今、戻りました」

「報告は聞きましたよ。ブロワ辺境伯に一泡吹かせたようですね」

「身代金だけで、相当にふんだくれますよ」

「捕虜を大量に得たと聞きました。死者もゼロなのはありがたい」

　俺たちの参戦によって、戦況は一気にブライヒレーダー辺境伯家側へと傾くことになるのであった。





第四話　無意味な長対陣とその生活







　俺たちの魔法で、ブロワ辺境伯家側の貴族や兵士を多数捕らえ、今回の紛争における圧倒的優位を決定づける。

　遠征が終わったのでバウマイスター伯爵家諸侯軍は、ブライヒレーダー辺境伯家の本陣内に陣地を作った。

　これは軍の総勢が五十三名しかいないので、すぐに終わる。

　兵士たちはブロワ辺境伯家諸侯軍と睨にらみ合いを続けているけど……向こうが動かないので暇であった。

　エリーゼは従軍神官として兵士の治療に……と思ったら、戦闘がないので治癒魔法の出番がほとんどない。水が合わなくて腹を下した兵士の治療をしただけだ。

　あまりに暇なので、イーナたちと共に食事の支度や洗濯をしている。

　軍隊も人間の集団であることには変わりなく、食事はとるし着替えもするのだから、案外忙しいのだ。

　何名かの男性兵士も手伝い、これに本来は客人であるカルラ嬢も加わっていた。

「私は、こういうことをする生活の方が長かったので楽しいですね」

　最初はブロワ辺境伯の娘だからと敬遠していたイーナとルイーゼであったが、今では打ち解けて仲良く話をするようになっていた。

「ヴェル！　カルラさんは素晴らしい女性だな！　まさに女性の鑑かがみだ！」

　エルは、そんな家庭的なカルラ嬢にますます熱を上げている。

「ボクたちも、カルラさんと同じくらいちゃんと炊事や洗濯をしているけどね……」

「まあまあ、今のエルにそれを言っても無意味だから」

　そこは恋愛補正が入っているからと、俺はルイーゼを抑えた。今のエルからすれば、ルイーゼの作るご馳走よりも、カルラ嬢の作る粗食の方が圧倒的に上なのだから。

「今日のシチューは美お味いしいな！　いつもと違う。きっと、カルラさんの作ったシチューだな」

　エルはカルラ嬢の作ったシチューを一人絶賛している。

　俺からすれば、エリーゼやカタリーナが作ったシチューと同じくらいの美味しさという感覚でしかないけど。

「それよりも、向こうは何もしてこないのな」

　ここエチャゴ草原以外の戦場は、俺たちの活躍のせいでブロワ辺境伯家側が断然不利になってしまった。最初は卑ひ怯きょうなだまし討ちで圧倒的優位に立ったのに、簡単に覆されてしまったのだ。

　この戦況を少しでも好転させようと、ブロワ辺境伯家側は動かないのであろうか？




「う───ん、最初は何もしなかったのに、今になってですか……少しでも点数を稼ごうという意図なのかな？」

　朝食後、ブライヒレーダー辺境伯に呼び出されていくと、彼は前面に展開するブロワ辺境伯軍に注視していた。何か動きがあったらしい。

　暫しばらく見ていると、敵陣地から数十名の騎士や陣借りの傭よう兵へいたちが姿を見せる。

「我こそは、ブロワ辺境伯家にその人ありと言われたライヒアルト・シュタイナウアーである！　ブライヒレーダー辺境伯軍の勇者に一騎打ちを求める！」

　次々と名乗りをあげて武器を掲げる敵軍の若い騎士や感状目当ての傭兵たち。これにブライヒレーダー辺境伯家やその寄より子こに仕える騎士、味方にもいる陣借りの傭兵が応戦して各所で一騎打ちが始まった。

「腕比べが始まりましたね」

「腕比べですか？」

「一騎打ちのことですけど、死人を出さないようにしていますので、腕比べというわけです」

　だから、すべての武器は訓練用の刃が丸まったものだったのか。

「昔の大惨事を教訓に、ルールが定められたのです」

　俺の傍そばで控えるクラウスが、さり気なく解説をしてくれた。

「そうです。クラウスさんは、あの戦いに参加していたのでしたね」

「なんとか生き残れたという感じです。二度とごめんですな」

　ブライヒレーダー辺境伯は、クラウスのことを知っていた。その経歴もよく調べているようだ。

　話をしている間に、腕比べの決着は次々とついていく。勝利して喜ぶ者に、負けて悔しがる者、敗者は武器を捨て、勝者の陣地に連行されていく。

「陣地に連行してどうするんだ？」

「敗者を雇っている貴族が、勝者を雇っている貴族に身代金を支払うのですよ。それで、勝者には感状と褒美を渡すのです」

　またすぐにクラウスが説明してくれた。

　貴族に仕える騎士は主君から褒美を貰もらい、評価もされて人事考査の材料になる。陣借り者は感状と褒美を貰いつつ、上手くすれば仕官にも繋つながるというわけか。

「紛争はそう多くはありませんけど、腕比べで自分の家臣が大敗すればその貴族の評価が落ちます。弱い家臣しかいない貴族は舐なめられますしね」

　だから、数少ない外と様ざま枠を使って新しく家臣を雇うのか。枠が少ないから、陣借り者も必死になるわけだ。

「勝負は六対四くらいで有利かな？」

　そう言われると、ブライヒレーダー辺境伯家側の方が勝者が多いような気がする。

　当初ブロワ辺境伯家側が意図していた、一騎打ちにおいて優位に立つという意図は達成できなかったようだ。

「お館やかた様、出陣の許可を！」

　うちは誰も出ないかと思ったら、旧ブロワ組リーダーのトーマスが志願してきた。

「勝つ自信はあるのか？」

「お任せください。因縁のある相手がおりますので」

「ヴェンデリン様、ここはお認めになられた方が……」

　クラウスが一騎打ちに賛成だったので、何か意図があるのだろうと俺はトーマスに許可を出した。

「ありがたき幸せ！」

　トーマスはブライヒレーダー辺境伯軍から借りた馬に飛び乗ると、急ぎ一人の騎士に向かう。

「お前は！」

「一騎打ちを所望する！」

　トーマスは、自分とあまり年齢が変わらない騎士と一騎打ちを始めた。

「優勢だな。それにしても……」

　トーマスに一騎打ちを挑まれた騎士、かなり動揺していたような……。

「ほぼ間違いないと思いますが、トーマス殿のご兄弟かと」

　なるほど、それなら納得できる。

　家のために捨て駒にされた弟が、兄を一騎打ちで破って自分の実力を示すわけか。

　二人は暫く戦っていたが、押されていた敵騎士がトーマスの一撃で馬から落とされ、剣を突きつけられて捕虜となる。

「トーマスは、馬も上手いようだな」

「大変に器用なお方ですね」

　雇ってみてわかったのだが、トーマスは使える人材であった。

　剣も槍やりも弓も馬も、教養や計算なども、ある程度の水準でなんでも器用にこなすからだ。

　天才ではないが、部屋住みの頃から暇を見てはいろんなことを取得しようと努力したらしい。

　できることが増えれば、いつか独立した家を持てると自分を鼓舞して努力していたのであろう。

　新規組の指揮も水準以上にこなすし、こういう人材は実は物もの凄すごく欲しかったりする。

「ブロワ辺境伯家側の騎士を捕らえて戻るようです」

「感状と褒美を出すのか」

「はい、それが貴族のお役目でございます」

　数多あまたの勝負が終わると、ブライヒレーダー辺境伯も他の諸侯軍に参加している貴族たちも感状と褒美の準備を始めた。

「クラウス、感状ってどう書くんだ？」

「それはですね……」

　昔、自分も感状を貰ったことがあるクラウスは、その書き方も熟知していた。

　何時、どこで、誰が、誰を一騎打ちで捕らえたかと、その功績を称たたえて感状と褒美を与える旨とを記載するのだと説明してくれる。

「こういう方法で、士気を鼓舞するのか……」

「はい。感状は自分の武功を証明する大切なもの。仕官を目指す陣借り者なら余計に必要です」

　さすがは年の功とでもいうべきか。

　クラウスは絶妙なタイミングで、俺にアドバイスをしてくれる。

「トーマス殿が戻ったようです」

　捕らえられたのがよほど悔しかったのか、睨みつけるような表情を崩さないブロワ辺境伯家側の騎士を連れて、トーマスは戻ってくる。

「ご苦労様。ええと、この捕虜になった騎士の名前は？」

「クリストハルト・レッチェルトです」

　レッチェルトは、トーマスの改姓前の家名であったはずだ。

　クラウスの予想どおり、この捕虜はトーマスの兄ということになる。

「仕官して間もないのに、トイファー殿の武功は素晴らしく」

　クラウスのいうトイファーとは、トーマスが新しく名乗った家名である。

　どうせ、捨て駒にされた直後にレッチェルト家にトーマスという名の男子などいないことになっているので、心機一転でクラウスが家名を考えてあげたそうだ。

「トイファーだと！　お前は俺の弟！」

　どうやら捕虜になって血が昇っているらしく、このクリストハルトという男はバカみたいなことを口走っていた。

「クリストハルトとやら。トーマス・トイファーは俺の家臣なのだが、貴殿の弟だというのか？」

「当たり前だ！　トーマスはっ！」

　彼はようやく、己の失言に気がついたらしい。

　レッチェルト家は、トーマスをバウマイスター騎士爵領での反乱に参加させるため、その存在を抹消してしまった。

　なのに、その抹消した男を弟などと言うのだから。

「本当に、トーマスは貴殿の弟なのですか？」

「いや……似ていただけだと思う」

「似ていた？」

　存在しないはずの人に似ているというのも変な話だ。

　どうやら、弟に一騎打ちで負けて捕らえられ、相当に動揺しているらしい。

「いや、そんな男は見たことがなかった！」

「そうですか……」

　クリストハルトの言葉で、トーマスはもう自分はレッチェルト家には戻れないと悟ったらしい。

　少しだけ、寂しそうな表情を浮かべた。

「お館様、トイファー殿に褒美と感状を」

「そうだったな」

　俺はクラウス助言の下、急ぎペンで記載した感状を渡し、魔法の袋から以前にエルから教えてもらって購入していた鋼製の剣を渡す。

　かなり高価な一品で、騎士などはこのレベルの剣に家紋などを施し、常に帯剣するのだそうだ。

「これからも、トーマスの働きに期待する」

「ありがたき幸せ」

「あとは……（クラウス、相場がわからん！）」

「（金貨二、三枚にございます）」

　褒美として金貨も渡すのだが、その相場がいまいち不明なのでそっとクラウスに聞いてみる。

　知らなかったらブライヒレーダー辺境伯に聞けばいいし、もしそうならザマぁとか思ったのだが、やっぱり奴は知っていたようだ。

「（よく知っているな）」

「（年の功にございます）」

　相場はわかったので、ここはトーマスの忠誠心を上げておこうと、金貨五枚をそっと袋に入れて渡した。某戦国シミュレーションゲームにある、家臣に褒美を渡して忠誠心アップの図である。

　しかし、褒美は平均でも日本円で二百万円から三百万円だ。

　そう滅多に紛争などないので、その時には貴族も貯えた金から奮発して褒美を出すのであろう。

　周囲の目もあるからケチ臭いこともできず、貴族とは金がかかる生き物というわけだ。

「これからもバウマイスター伯爵家のため、粉骨砕身努力いたします」

　褒美と感状を受け取ったトーマスは、スキップでもしそうなほど喜びながら仲間の元に戻っていく。

「こういう場面を見ますと、バウマイスター伯爵も貴族の仲間入りですね」

　ブライヒレーダー辺境伯は、そんな俺の様子を見て一人感慨に耽ふけっているようだ。

「ところで、エルヴィン君も腕比べですか？」

「えっ？」

「エルヴィン君が、あそこにいますが」

　勿もち論ろんそんな許可は出していないのだが、俺の視線の先では、エルがブロワ辺境伯家側の騎士と一騎打ちをしている光景が見えた。

「あのバカ……」

「エルヴィン君も若いので、手柄は欲しいのでしょう」

　ブライヒレーダー辺境伯の言うとおりなのだが、エルは捕まると取り戻すのが面倒なので、一騎打ちには出ないでほしかった。

「優勢みたいですよ」

　エルの相手は、思ったほど強くなかったようだ。

　十分ほど剣を交えると、エルに馬から落とされて捕らえられてしまう。

「お館様、敵の騎士を捕らえてきました」

　他の貴族もいるので、エルは俺をお館様と呼びながら得意気に戻ってくる。

　捕まった騎士も、若造に負けたとあって心なしか悔しそうな表情をしていた。




「このおバカが！　お前が一騎打ちに出るな！」




「だって、手柄欲しいもの！」




　功績は功績なので、ちゃんと感状と褒美は出したが、先に拳げん骨こつを落とすのは忘れなかった。

　なぜって？

　エルは功績も欲しかったのだろうが、それ以上にカルラ嬢にいいところを見せたかったのだ。

『カルラさん！　俺、勝ちましたよ！』





　　　　＊　　　＊　　　＊






「お───ほっほ！　私こそは、西部一と称された魔法使いカタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲル名誉準男爵。あなた方ブロワ辺境伯家の魔法使いに対し、魔法での勝負を挑みますわ！」

　翌日になると、今度はカタリーナが敵陣前で高らかに口上を述べた。

「ヴェル、カタリーナってこういうのがよく似合うわね……」

「確かに……」

　そういうキャラだからと、俺はイーナに説明する。

　それで彼女が何をしているのかというと、昨日行われた一騎打ちの魔法使いバージョンというわけだ。

　貴族は、大物ほど複数の魔法使いを抱えている。

　普段は無駄な勝負など行わない魔法使いであるが、紛争は戦争と同じだ。魔法使い同士が戦い、その強さを周囲に知らしめるというわけだ。

「カタリーナさんは、嬉うれしそうですね」

「名を上げるチャンスだからな」

　ヴァイゲル家の再興はなったが、彼女はそのさらなる躍進も視野に入れているのであろう。

　自らが魔法による一騎打ちに参加することにより、武功を稼ごうとしていた。

　この規模の紛争は滅多になく、そういう場で武功を上げることはその貴族の名誉に繋がる。

　一騎打ちに女性が参戦するのはタブーである。だからルイーゼ、ヴィルマなどはつまらないと嘆いていたが、魔法使いだけは例外であった。

　数が極端に少ないので、女性魔法使い同士の腕比べもたまに行われるそうだ。

「カタリーナさん、大丈夫なのでしょうか？」

　エリーゼが、俺にマテ茶を注ぎながら質問する。

　カタリーナが口上を述べるなか、俺たちはブライヒレーダー辺境伯やブランタークさんと共にお茶の時間を楽しんでいた。

　おそらく、他の参戦している貴族たちも同じである。

　戦争なのに不謹慎なようだが、貴族とは戦場でも優雅に振る舞って相手に心理的負担を与えるものらしい。

　俺たちの場合、戦況が圧倒的に有利になり、余裕ができたからともいえる。

「大丈夫だろう。カタリーナの嬢ちゃんに勝てる魔法使いなんてそうそういないからな」

　さすがにこの時間からは酒は飲めず、つまらなそうにマテ茶を飲んでいるブランタークさんが俺の代わりにエリーゼの質問に答えた。

「勝負とは何があるかわかりません」

　エリーゼは優しいから、カタリーナの心配をしているんだな。

「大丈夫、こういう勝負で初見殺しは使えない」

「ヴィルマの嬢ちゃんが俺の代わりに説明してくれたな。つまり、そういうこった」

　ブランタークさんも、ただ暇そうにしているわけではない。空いている時間に、ブロワ辺境伯家が抱えている魔法使いについて調べてあった。

　彼はブライヒレーダー辺境伯家が雇っている魔法使いの筆頭だから、勝負に備えて部下たちやカタリーナにレクチャーをしていたのだった。

「ブロワ辺境伯家の魔法使いは中級ばかりだし、臨時で凄腕が雇われているという情報もない。よほどのヘマをしなければ、カタリーナの嬢ちゃんは負けないさ」

「魔力量の高い魔法使いが魔力量の低い魔法使いに破れる前提は、不意打ち、相手の弱点を上手く突く、奥の手で初見殺しを行う。このくらいしないと難しい」

「おおっ、ヴィルマの嬢ちゃんは詳しいな。そういうことだから安心しな、エリーゼの嬢ちゃん」

「エリーゼ様、魔法使い同士の一騎打ちとなりますと、これらの手が使いにくいのです。ご安心を」

　完全に俺の助言役ポジションに落ち着いたクラウスも、心配することはないとエリーゼに言う。

「お互いに名乗りをあげてからだものな。奇襲でもしないと、そう簡単にカタリーナには勝てないと思うな」

「ヴェンデリン様がそう仰おっしゃるのであれば……」

　エリーゼは、ようやく安心してくれた。

「その勝負引き受けよう！　ブロワ辺境伯家の筆頭お抱え魔法使い、『突風』のビエンコ・ロウケルである！」

　カタリーナの呼びかけに、ブロワ辺境伯家側から一人の魔法使いが名乗りをあげる。

　年齢は、四十歳ほどであろうか？

　どこにでもいそうなローブ姿の中年男性が、杖つえを構えながらカタリーナと対たい峙じする。

「あれ？」

「どうした？　伯爵様」

「あの人、そんなに凄そうには……」

　こう言っては失礼かもしれないが、同じ筆頭お抱え魔法使いであるブランタークさんと比べると、格段に実力が落ちるような気がしたのだ。

「あそこは、数で補っているからな」

　ここ暫く東部に有力な魔法使いが出ていないとかで、ブロワ辺境伯家では上級クラスの魔力を持つ魔法使いの雇用に失敗している。

　そこで、中級を何名か雇って、彼らの中で年長だったり人を束ねるのが上手い人を、暫定的に筆頭に任命しているそうだ。

「ブランターク様のように、圧倒的な実力でもって筆頭にされたわけではないのですね？」

「そういうこと」

　エリーゼがブランタークさんにお茶を出しながら質問し、彼はお茶を飲みながらそれに答える。

　一騎打ちも下火になった両軍の対峙は、基本的に暇との戦いである。

　俺たちのみならず、兵士たちもこれを娯楽だと捉えて、楽しそうに見物していた。

「あのブロワ辺境伯家側の魔法使い、カタリーナには勝てないんじゃ？」

「勝てないな」

「なら、なんで出てくるのかね？」

　エルからすれば、勝てもしない勝負に出てくる筆頭お抱え魔法使いというのがよくわからないらしい。

　だが、貴族からすれば出るのは当たり前なのだろう。

　勝敗はともかく、相手からの勝負の要求に答えないなど、ブロワ辺境伯家側が敗北以上の恥をかくのだから。

「いざ、尋常に勝負！」

　お互いに名乗りをあげたあと、カタリーナと『突風』との勝負が始まる。

　まずは『突風』が先手を取り、両腕から二つの『竜巻』を出してカタリーナへと放つ。

　両手で同時に二つの風魔法を発生させる技術は、さすがは熟練の魔法使いだと俺は思った。

「ただ……カタリーナ相手に、あの程度の風魔法ではな……」

　カタリーナはすぐに自分の周囲に『竜巻』を展開し、『突風』から放たれた竜巻を打ち消してしまう。

「まだまだ！」

　続けて『突風』が両腕で竜巻魔法を放ち続けるが、それらはすべてカタリーナが周囲に展開している竜巻によって弾はじかれてしまった。

「こういう勝負では、魔法の威力と魔力の量だけが勝負を決めるのさ」

「だけ、ですか」

「そうだ。他の要素とかはいらん！」

　結局、『竜巻』を連発して魔力が尽きた『突風』が降参をし、この勝負は終了となる。

　彼は、カタリーナに杖を渡して降参した。

「同じく、ブロワ辺境伯家お抱えの『火鞭むち』のロイ・ザールニアだ！　尋常に勝負！」

　続けてカタリーナは、『火鞭』を名乗る中級レベルと思われる三十前後の魔法使いとの戦いを始めた。

　彼は両手で『火鞭』を作ると、それを交互に振るってカタリーナを攻撃し始めた。

　『火鞭』は、様々なタイミングでカタリーナに襲いかかる。

　正面からの一撃をカタリーナが防ぐと、同時に真後ろからも攻撃がくる。

　今度は死角からの攻撃を防ぐと、また直後に同じ場所に『火鞭』が来た。

　『火鞭』はこの魔法をよく研究・訓練し、己のものにしているようだ。

「ただなぁ……」

「ええっ！　凄いじゃないですか」

「だから、この条件の戦いだと『火鞭』に勝ち目はないんだよ」

　ブランタークさんの予想どおり、『火鞭』による巧みな連続・フェイント攻撃は、すべてカタリーナが展開している『水壁』によって防がれていた。

　どこから攻撃しても『水壁』を突破できず、虚むなしくジュワという蒸発音と水蒸気をあげるだけだ。

「『火鞭』にとっての火系統の魔法は、長年修練して極めた一番得意な系統だ。逆に、カタリーナの嬢ちゃんは水の系統は苦手な部類に入る」

　なのに、その威力ではカタリーナの水系統の方が上。

　これが、上級レベルと中級レベルの差。

　絶対に超えられない壁なのだそうだ。

「さっきの『突風』と、さほど強さは変わらない。ブロワ辺境伯家が、中級の魔法使い複数でお抱えを維持している証拠だ」

　数分後、『火鞭』はカタリーナが逆襲して展開した『水壁』に囲われてしまい、杖を捨てて降伏した。これで、カタリーナの連勝である。

「私の実力をご覧になりましたか」

　ブロワ辺境伯家お抱えの魔法使い二人を捕虜にして、カタリーナは自慢気な表情で戻ってくる。












　彼女が戦っていた場所では、今度は他の魔法使いたちが勝負を始めていた。

　ブロワ辺境伯家にもブライヒレーダー辺境伯家にも、まだ複数のお抱え魔法使いが所属していたからだ。

　勝てば名誉と褒美が得られるので、ここぞとばかりに勝負を挑む魔法使いは多かった。

「あんまり波乱とかなかったね」

「ルイーゼさん。波乱など見ている人は楽しいのかもしれませんが、私からすると堪たまったものではないのですが……」

「なんというか、まったく危なげなかった」

「こういう勝負ですからね」

　戻ってきたカタリーナに、ルイーゼがお茶を渡しながら話しかける。

「実戦では、上級でも不意や弱点を突かれれば負けることもありますけど……」

　こういう形式の勝負だと、正面から向き合って合図と共に戦うので、魔力が強い者が勝つのが当たり前なのだ。

　カタリーナの勝ちは、むしろ必然ともいえた。

「不意を突くのはいい手ね」

「実戦ではそうでしょうが、これは名誉をかけた一騎打ちなのですよ、イーナさん」

　この手の一騎打ちで不意打ちなどしたら、それは卑怯者も同然ということになってしまう。

　それなら受けない方がマシだと、カタリーナはイーナに説明した。

「なあ、ブランタークさんやヴェルは行かないの？」

「俺はパス」

　ブランタークさんは、ブライヒレーダー辺境伯家が抱えている魔法使いの筆頭である。

　現状でブロワ辺境伯家が彼に勝てる魔法使いを抱えていない以上、下の者たちに勝負をする権利を譲ってあげる必要があるそうだ。

「そもそも、俺が今さらこれに勝って何になる？」

　功績だの名誉だのと、そんなものはもう十分得ているブランタークさんだ。

　わざわざ中級以下の魔法使いと戦う理由などなく、下の者たちのチャンスを奪ったと思われて嫌われるだけであろう。

「ヴェルも同じか……」

　もう功績は十分だし、今回の戦いでは四十家を超えるブロワ辺境伯家側の貴族や主だった家臣や兵士たちを捕らえている。

　ブライヒレーダー辺境伯から『もうお休みしていていいですよ』と言われているくらいなのだから。

「導師は？」

「来るわけねえだろうが」

　南部と東部の貴族たち同士の諍いさかいに、王宮筆頭魔導師が出てくると面倒なことになってしまう。とはいえ、エルの疑問はよくわかる。

　あの人ならば、『楽しそうだから』という理由で勝負に参戦してくる可能性も否定できない。

「それに、ブロワ辺境伯家側が泣く」

　導師が来れば当然、知己であるこちらに付くはずなので、戦力比が絶望的にまで広がって、それはそれで大変なことになってしまうであろう。

「あの、ヴェンデリンさん、私への褒美は？」

「ないよ」

「どうしてです！」

「ちょっ！　カタリーナも貴族だろうが！」

　今回のカタリーナの立場は、ブライヒレーダー辺境伯家の要請に従って参軍した、バウマイスター伯爵家の親族にして寄子であるヴァイゲル準男爵の女当主、である。

　もっとも、軍は出せないので、代わりに自身の魔法使いとしての能力で協力している。

「カタリーナが捕らえた貴族やら兵士やら魔法使いやら、その他諸々の身代金はそのまま利益になるからな。俺から褒美を出したらおかしくなる」

「そういえばそうでした……」

　暫定とはいえ貴族家の当主になったのに、どこかその自覚が薄いカタリーナであった。

「当主様直々の功績なのだから、褒美よりも実入りがいいじゃないか。交渉だって、代官をしているハインツの息子に任せればいいんだし」

「そうでしたわ！　失念しておりましたわ！」

　ヴァイゲル準男爵領の開発に回せるお金が増えると知って、カタリーナはご機嫌でお茶を飲み始める。

「あ───あ、俺はもう飽きてきたよ」

　俺たちよりも先に参戦しているブランタークさんは、この紛争に退屈しているようだ。

「戦うのは部下に譲らないといけないし、魔法の袋で補給はしないといけないし。本当、退屈だ」

　カタリーナの参戦により、味方は魔法使いによる一騎打ちでも優位に立った。

　だが、その敗北のせいでブロワ辺境伯軍は再び陣地に籠こもり続け、紛争はさらに長期化してしまうのであった。
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「嫌な状況ですね……」

「ええ……」

　バウマイスター伯爵家が紛争に参加してからは、味方が断然有利になった。

　このまま裁定に持ち込めば、俺たちの圧倒的勝利で終わるはずなのだけど、ブロワ辺境伯家側は亀のように首を引っ込めて出てこない。

　寄子たちの争い、騎士と魔法使いによる一騎打ち、すべて敗北してしまってどうにもできないのであろうか？

「追い込みすぎたかな？」

「まっとうな相手ならともかく、今のブロワ辺境伯家相手にその手の配慮は無駄でしょう。追い込んで裁定をするしかありませんね」

　俺の疑問に答えるように、ブライヒレーダー辺境伯が意見を述べる。

　他の貴族たちも同じ意見のようだ。

「もっと追い込んで、尻に火をつけるしかありません」

　バウマイスター伯爵家諸侯軍の本陣に戻って相談すると、クラウスも同様の意見を述べた。

「もっと追い込むのか？」

「はい、ブロワ辺境伯家の次期当主を主張する方々を引きずり出すまでは」

　俺はカルラ嬢に情報提供をお願いしたが、確かにブロワ辺境伯家諸侯軍は色々とおかしい。

「あの諸侯軍を指揮しているのは、うちの従士長ですので」

　諸侯軍というのは、別働隊でない限り、当主か跡取りが指揮するのが常識だ。ところが今は、ブロワ辺境伯家の従士長が指揮しているという。

「父は病床にあります。もし諸侯軍を指揮してここにいる間に父が亡くなりますと、留守番をしている方が相続で有利になりますから」

　最悪遺言の偽造もあるかもしれないから、次期当主の座を巡って争っているカルラ嬢の兄たちはブロワ辺境伯の傍から離れたくないわけか。

「軍勢の指揮は、ゴドウィンに任せれば安泰ですからね」

　ブロワ辺境伯家の従士長はゴドウィンというらしい。大軍の指揮に慣れ、身代も大きく、下手な下級貴族よりも力を持っている……俺の実家の従士長とは雲泥の差だな。

「そのゴドウィンの娘が、フィリップ兄様の正妻ですから」

　次代ブロワ辺境伯の座を巡って争っているのは、長男フィリップと次男クリストフ。フィリップは母親の身分が低く、妻も重臣とはいえ陪臣の娘である。次男のクリストフは、母親も妻も貴族の娘であった。年齢も一歳差なので、後継者争いが余計に拗こじれているというわけだ。

「諸侯軍を率いるゴドウィンはフィリップ兄様の支持者で、諸侯軍幹部や、補給などを担当している軍政管はクリストフ兄様の支持者です。二人がいなくても、諸侯軍は指揮できるというわけです」

　その代わりに、色々と問題が発生しているような気がするけど……。

「軍人肌の長男と、文官肌の次男の争いかぁ……」

　物語とかだとありがちな話である。

「ヴェル、どうするんだ？」

「クラウスの言うとおりに、尻に火をつけるしかないな」

「でもよ、ブロワ辺境伯家側は完全に引っ込んじまったぞ」

　最初の優勢があっという間に劣勢となり、加えて指揮官も不在。どうしていいのかわからず、今は現状維持のために動かないというわけか。

「それでも、俺たちは動くさ」

　というわけで、俺たちはさらなる行動を開始した。




「ヴィルマ、書けたか？」

「結構、自信ある」

「確かに達筆だな。俺とは大違いだ」

　俺は、大きな布に字を書いているヴィルマに声をかける。

　意外というと失礼かもしれないけど、実は俺たちの中で一番字が綺き麗れいなのがヴィルマだ。

　ここ数日、従軍神官であるエリーゼの護衛を担当して暇を持て余していただけに、仕事が与えられ嬉しそうだ。

「本当だ。ちょっと意外だった」

　ルイーゼが、俺と同じようなことを言う。

「ルイーゼは、字が下手だからなぁ」

「違うね。ボクの字は独創的なの」

　独創的というか、判読に時間がかかるような有様なのに、ルイーゼのこの自信はどこからやってくるのだろうか。

　ちなみに、エリーゼはヴィルマほどではないが字が上手であり、カタリーナとイーナは普通で、俺とエルは少し下手。

「こういう紛争の時とか、ボクの書く文字が暗号として役に立つかも」

「いや、それはないでしょう」

　敵も味方も読めないのでは、それは暗号としての用をなさない。

「ヴェルは失礼だな。それで、これはなんなの？」

「求人広告だね」

　そう、俺はヴィルマに求人広告の作成をお願いしていたのだ。

「求人広告？」

「あー、バウマイスター伯爵家の新規仕官者募集の張り出し……かな？」

　対象は、敵味方双方にいる陣借り者たちとなっている。

　久々の大貴族家同士による紛争に仕官のチャンスだと集まったはいいが、無意味な長対陣になりつつあるので、彼らは引き揚げたがっていた。

　食事と寝る場所は保証されているが、彼らは一騎打ちなどでアピールできないとここにいる意味がない。さらに陣借り者同士のネットワークから、常に新しい紛争情報が入ってくるので、他に移ろうとする者が出始めるのは時間の問題だ。

　勿論、貴族側としては困ってしまう。少しでも紛争にかかる経費を抑えるためには、安く雇える彼らを紛争が終わるまで留とどめておかないといけないのだ。

「採用試験で彼らを留めておくわけだね」

「ブライヒレーダー辺境伯の許可も貰ったからね」

　実は、ブライヒレーダー辺境伯が呼び寄せた陣借り者たちにも離脱の動きがあり、彼はその対応に苦慮していたのだ。

　留まることへの見返りに、紛争終了後に正規仕官させる人数を増やしたり、ボーナスを出したりとなると、当然経費は増えてしまう。

　ブライヒレーダー辺境伯にとっては、目下頭痛の種だったので、バウマイスター伯爵家仕官募集の件は即座に快諾となった。

　人手を留めることができるうえに、相手側の兵力も削そげるのだから。

　対象は両陣営にて陣借りをしている傭兵たちで、採用基準は能力と人格が一定以上に達している者。

　一応、求人広告には五十名募集と書いてはいるが、採用基準に達していれば全員採用する予定である。

　どうせ俺に人を見る目などないので、判定はモーリッツとクラウスに任せることにした。

　悔しいが、人を見る目では老練なクラウスに勝てるはずがないからだ。

「へえ、陣借り者の中で優秀な者を雇うのか」

　ブランタークさんが、いい案だと感心していた。

　紹介状がないので試用期間は設けるが、うちの人材不足を少しは解消できるかもしれない。

　駄目なら正式に雇わなければいいわけだし、正規採用者ゼロでもうちに不利益はない。

「雇い入れた者が残るから、紛争なのに陣借り者がゼロという事態は避けられるな」

　陣借り者は、紛争に参加する貴族の軍勢を嵩かさ増しするのに必要な存在だ。

　逃げられずに済みそうで、ブランタークさんも安あん堵どしていた。

「ああ、そうでした。どちらの陣営でも、採用試験と面接は受けられるようにしますから」

「マジでかよ！　前代未聞なことをするな。でも、悪くないアイデアか……」

　数分後、ヴィルマが大きな布に書いた求人広告が両軍の間に掲げられる。




　来たれ！　仕官希望者たち！

　バウマイスター伯爵家では、紹介状なしでも受けられる臨時の採用試験を行います。

　採用数：採用基準を満たした上位五十名。

　待遇：面接の時に説明します。

　職種：武官、文官、警備隊。優秀者には、幹部登用あり。

　備考：現在ブロワ辺境伯家側にいる者でも、採用試験を受けることは可能です。




「殺到してるな。この条件なら当然か……」

　この求人広告が張り出された直後、両軍の陣借り者がほぼ全員募集に殺到した。

　あまりに多いので、ブライヒレーダー辺境伯や貴族たちからも人手を借りて採用試験や面接を行っている。

　場所は一騎打ちが行われた両軍の間にある草原で、武芸の腕前を見たり、計算や文章作成の筆記試験を行ったり、モーリッツとクラウスによる最終面接を行ったりした。

　この常識破りの行為に、ブロワ辺境伯家側は唖あ然ぜんとして見ているだけであった。

　敵方の陣借り者を採用試験に誘ってはいけないという法はなく、文句を言う根拠もなかったからだ。

「こんな事態は、向こうも想定外でしょうね」

　急きゅう遽きょ始まった採用試験の様子を見ながら、ブライヒレーダー辺境伯は笑っていた。

「これ以上は残る価値がないと、陣借り者たちは離脱を考えていたはず。引き留めるには最高の手でしょう？」

　陣借り者にとっての最大の目的は、紛争に参加して日銭を稼ぐことじゃない。

　感状と褒美を得てキャリアを稼ぎ、いつの日か仕官することを目的としている。

　ところが新規雇用など、ブライヒレーダー辺境伯ほどの大物貴族でもそうはない。

　今回の紛争後、厳選に厳選して一人か二人。就職氷河期も真っ青な仕官事情である。

　それが突然、バウマイスター伯爵家が五十人も採用するという。応募者が殺到して当然だろう。

「これで、紛争終了までは軍勢の数を保てますね」

　ブライヒレーダー辺境伯はひと安心という表情だ。

　次のチャンスを求めて去ろうとしている陣借り者を引き留めようとすると、臨時で莫ばく大だいな費用がかかってしまうが、うちが採用してしまえば、無料で軍勢の数を保てるのだから。

「逆にブロワ辺境伯家側は、陣借り者が減るのを防げませんね。これはダメージでしょう」

　紛争は戦争ではないが、裁定に入るまで軍の数を保っていた方が有利なのは当然だ。

「両軍の陣借り者が同等に減るならまだしも、結局すべて我らの方へ移りましたからね」

　うちは家臣の数が足りないので、よほど問題のある人物以外は採用してしまった。

　半年の試用期間があるので、その間に何か問題があれば、除外すればいいだけの話だ。

「ようやく、バウマイスター伯爵家諸侯軍が様になってきたな」

「さすがに五十三名はどうかと思いましたからね。貴族ってのは見た目を気にする生き物ですし」

　臨時で兵を出したとはいえ、領地持ちの伯爵家で五十三名の諸侯軍は少なすぎる。

　新規採用で軍勢が増え、バウマイスター伯爵家諸侯軍はようやく様になってきた。

　現在、モーリッツが諸侯軍を再編成しながら訓練を続けている。指揮官が足りないので、トーマスもその補佐を行っていた。

　クラウスは、人数が増えたので補給についてヘンリックと交渉している。消費する食料や備品が、いきなり十倍以上に増えたからだ。

「寂しいものですね」

　ブライヒレーダー辺境伯が、一人も陣借り者がいなくなったブロワ辺境伯側の陣地を見て呟つぶやいた。

「寂しいですか？」

「ええ、彼らの足元を見て雇っている我々が言うのはどうかと思いますけど、紛争において陣借り者は戦場の華でもあるのですよ」

　俺には、華というよりは賑にぎやかし人員というような気がするけど。

「採用されなかった陣借り者は、次の紛争の場を目指して去りました」

　ブライヒレーダー辺境伯側も陣借り者はゼロになったけど、単純にうちの諸侯軍に集まっただけだ。そのため、完全に勢いはブライヒレーダー辺境伯家側になっている。

「なるほど、ブロワ辺境伯家側への嫌がらせには最高の手段でしたね。これでさらに追い込まれたブロワ辺境伯家が、裁定を言いだしてくれるといいのですが」

　俺が考えた嫌がらせによりブロワ辺境伯家側は士気が落ち、さらに不利になってしまうのであった。





第五話　推定勝利ながらも、紛争はまだ続く







「お館やかた様、私が指揮官でいいのでしょうか？」

「なぜそう思うんだ？　トーマス」

「私は、元はブロワ辺境伯家にいた人間ですから」

　諸侯軍を率いる指揮官が足りないので、旧ブロワ組からトーマス他数名を抜ばっ擢てきしたが、あまりにあり得ない人事に、トーマスは不安を抱いたようだ。

「うちは、新しく大量に人員を入れた。もうトーマスたちは中堅なんだから責任を持ってもらわないとな」

「我々が既に中堅ですか？　陣借り者たちと仕えた日数にそう差はないと思いますが……」

「他の貴族家ならともかく、うちは歴史が浅い。半月も先輩なら、他家なら数年は先輩くらいの感覚だと思ってくれ。それに、能力で指揮官クラスを選んでいるんだ」

「光栄だと思っております」

　現実問題として、まだ試用期間の新人をいきなり指揮官クラスに抜擢できないからな。

　トーマスたちはクラウスが上手く首根っこを掴つかんでいる。

　ブロワ辺境伯家に戻れるはずもなく、トーマスたちはバウマイスター伯爵家で頑張るしかないわけだ。戻っても部屋住み以下の待遇なので、戻りたいとも思わないだろうけど。

「バウマイスター伯爵家で、一年以上も仕えている家臣は少ないからな。ちなみに、一番長いのは……」




「いや───、カルラさんの作るシチューは最高ですね」

　そう、俺とエリーゼたちを警備する護衛部隊の指揮官をしているエルであった。

　最初は名目だけだったけど、準男爵時代から数えると仕官歴は三年を超える。ルイーゼ、イーナと合わせて一番の古株である。

「その古株は、カルラ嬢の作る料理に夢中なわけだが」

「色々と疑問だし、ブロワ辺境伯家の将来が気になるところですね……」

　紛争相手であるブロワ辺境伯家の娘が、うちの陣地でエリーゼたちと一緒に食事当番をしているのだから。

「彼女は、秘密特使という扱いだ」

「いえ……もうブロワ辺境伯家側に筒抜けです……」

　カルラ嬢がバウマイスター伯爵家諸侯軍にいるのは、偵察すれば一目瞭りょう然ぜんである。双眼鏡で見れば、幼稚園児にでもわかる。

　当然、ブロワ辺境伯家側は慌てているであろう。自分のところのお姫様が、敵軍の中で料理や洗濯をしているのだから。

「私の抜擢もそういうことですか？」

　後方攪かく乱らんのために送り出した者が、敵軍で指揮官をしているのだ。ブロワ辺境伯家側は慌てているはず。

「勿もち論ろんそれもあるが、うちは常に人手不足だ。能力のある者は早く出世できる仕組みになっている」

「なるほど、納得いたしました。このチャンスを掴ませていただきます」

　トーマスは納得したようだ。元から戻る選択肢はなく、しかも彼は下級陪臣騎士家の出だ。

　騎士爵家の実情は昔のうちの実家を見れば明らかだが、貴族が命じた陪臣騎士の生活はそれにも劣る。よほどの大物でなければ、農業や狩猟などの副業をしないと生活できないほどなのだから。

「トーマスは、カルラ嬢を見ても緊張しないんだな」

　元とはいえ、主家のお姫様だ。顔を合わせたら緊張するかと思ったのだが、そういう風には見受けられなかった。

「以前の私の境遇ですと、主家の姫様と顔を合わせる機会などありませんでした。あの方がカルラ様だと言われても、正直ピンとこないのです」

「なるほどな」

　雲の上すぎて、意識すらしていなかったというわけか。

「そのカルラ様と普通に接するエルヴィンは大物ですね」

　いや、それはトーマスの大きな勘違いだ。

　あいつはカルラさんに惚ほれていて、なるべく一緒にいようとしているだけの、ただのバカなのだから。

「エルさん、シチューのおかわりはいかがですか？」

「お願います。カルラさんのシチューは、いくらでも食べられますよ」

　こちらが仕事の話をしているというのに、エルはのん気にカルラ嬢の作ったシチューを食べていた。




「しかし、ブロワ辺境伯家はどうするつもりなんだろう？」

「何か逆転の策でもあるのではないのですか？」

「そんな都合のいい策があったら、引っ込んだままかな？」

「たしかに。明らかに愚策を考えている可能性もありますけどね」

　敗北続きで活路がなさそうなブロワ辺境伯軍は、相変わらず亀の首のように引っ込んでいる。

　その様子を見ながらお茶をするのは何度目であろうか？

「カルラ嬢、あなたはどう思いますか？」

　彼女が正直に話してくれるかわからなかったが、俺は念のために聞いてみることにした。

「多分、目の前のブロワ辺境伯軍は、機能不全に陥っているのでしょう」

「と言いますと？」

「責任者不在のため、急速に悪化した戦況に対応できずにただ守っているだけだと」

　次代ブロワ辺境伯候補である二人の息子は、相続の抜け駆けを狙って病床のブロワ辺境伯の傍そばから離れない。軍勢を指揮している従士長からすれば、今の戦況で独自に手を打つのは難しいというわけだ。

「命令が来ないのかな？」

「諸侯軍を率いているゴドウィンはフィリップ兄様の支持者ですが、諸侯軍内にはクリストフ兄様の支持者もいますので」

「お互いに牽けん制せいして動けないわけか……」

　勝っているか、引き分けならそれでいいと思うけど、今の戦況では悪手だと思うけどな。

　まあ、味方じゃないからいいけどね。

「このままだと、確実にブロワ辺境伯家側が不利な裁定案を呑のまされます。何しろ、バウマイスター伯爵のおかげで大負けしていますから」

　待つのには飽いていながらも、もう勝ちが確実のブライヒレーダー辺境伯は嬉うれしそうだ。

　負けているブロワ辺境伯家側は、戦場に出てこない後継者候補たちに報告しにくいのだろう。

　いや、もう報告がいっていて、彼らも苦慮しているのか？

「失礼します！」

　そんなことを考えていたら、そこに一人の陪臣が息を切らせながら駆け込んでくる。

「どうかしましたか？」

「ブロワ辺境伯家側が、裁定の申し込みをしてきました！」

　突然本陣に使者が来て、裁定を始めたいという旨の手紙を置いていったそうだ。

　実際に彼の手にはその手紙が握られていて、ブライヒレーダー辺境伯は急ぎその手紙の封を切って中身を確認した。

「封印はなしですか……手紙の文章は決まりどおりの内容で……」

　貴族がこういう手紙を送る際、溶けた蝋ろうで封印をして家紋の判子を押し当てるのを前世で見た記憶がある。海外ドラマか映画かは忘れたが。

　この世界でも同じような慣習があるようだが、今回はそれがない。ブライヒレーダー辺境伯は、首を傾かしげながら手紙を読んでいる。

「差出人の名は従士長のゴドウィンですか……弱いですね……」

「駄目なのですか？」

「駄目といいますか、交渉相手としては身分が低いのですよ。せめて後継者候補に出てきていただかないと……」

　ようやく紛争を終わらせる裁定が行われることとなったが、ブライヒレーダー辺境伯は状況を楽観視していないようだ。

「とりあえず、ブロワ辺境伯家側も、もう限界なのでしょうね。向こうから裁定を言い出した以上は、手加減はしませんけど」




　俺が参加していない期間も含めて、二ヵ月近くも行われているブライヒレーダー辺境伯家とブロワ辺境伯家による紛争は、次の段階に移行した。

　すべての戦場で以前から持っていた利権や領地をすべて失い、多くの貴族や家臣や兵士たちも捕らえられ、本軍同士の戦闘でもお抱え魔法使いが捕らえられた。

　誰が見ても、ブロワ辺境伯家側の不利は明らかだ。

　このまま対たい峙じだけ続けても、それでブロワ辺境伯家側が有利になるわけでもない。

　費用面などを考えると、余計に不利になるだけだ。

　どうせ負けなら、早めに決着をつけてかかる費用を抑えたい。

　そういう腹積もりなのかもしれない。

　だが、まだ何か隠し玉を持っている可能性もあり、裁定には俺も参加することになった。

　さすがに、ブライヒレーダー辺境伯の暗殺を目もく論ろむとかは勘弁してほしいところだ。

「そうですね。ヴィルマさんとエリーゼさんも参加をお願いします」

　裁定の会場は、双方の軍勢が睨にらみ合う草原の中心地点に決まった。

　そこに急ぎ大型テントを張り、どちらも二十名までの随員が認められる。

　ブライヒレーダー辺境伯は、数名の家臣にブランタークさん、諸侯軍に参加している貴族数名とその家臣を、俺はヴィルマとエリーゼを伴って参加することになった。

　正直なところ、ヴィルマがこの手の交渉で役に立つはずもない。

　だが、彼女はエドガー軍務卿の養女であるし、護衛には最適なので選ばれたのだ。

　エリーゼも、あのホーエンハイム枢機卿の孫なので当然であろう。

　この国に、教会の影響力がない場所などほとんどないのだから。

「そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ。今日は顔合わせくらいでしょうから」

　貴族として交渉に臨むという初めての経験に、俺は柄にもなく緊張していたようだ。

　それを見たブライヒレーダー辺境伯が、俺に話しかけて緊張をほぐしてくれた。

　裁定は、一日では終わらないそうだ。

　双方が独自の裁定案を主張し合意に至らない場合、条件のすり合わせを行っていくというのだが……なるほど、これでは一日やそこらでは終わらないな。

　平行線を辿たどりかねない大筋の合意が済んだら、今度は担当の家臣たちが実務者協議を行って、細則のすり合わせや条件履行の確認を行う。これは大変な長丁場が予想される。

「とはいえ、向こうは圧倒的に不利ですしね。支払う金額をいかに減らすかが目的でしょう」

　領土の所有を無理やりこちら側のものだと認めさせても、時間が経つと元の木もく阿あ弥みになるケースが多いそうだ。

　例えば、世代が変わると、『昔取られた利権を取り戻す！』と宣言して家中の支持を集めるような新当主が出て、また兵を出したりするなど。

　それに片方が独占すると、もう片方にいらぬ禍根を残して争いが広がる可能性があるという。

　双方ともそれは十分に理解しており、結局キリがないので、所有権を半分ずつくらいと曖あい昧まいにした方がよかったりするのだ。

「前の条件にしてほしければ、多額の和解金に、捕まった人たちへの身代金を支払う必要がありますね。捕虜にされた期間が長いと増額になりますし」

　捕虜には、それぞれの身分に応じた待遇が必要となる。

　貴族や幹部などには金がかかるので、当然その費用は身代金に上乗せされるわけだ。

「それに、紛争の原因は向こうにありますしね」

　ルールを破って、事前告知無しの襲撃まで仕掛けたのだ。

　和解金の額はかなり高騰するはずだと、ブライヒレーダー辺境伯は説明した。

「とにかく、まずは顔合わせです」

　完成した大型テントに近づくと、ブロワ辺境伯家側の兵士の一人が甲高い音色の笛を吹く。

　それに応えるように、ブライヒレーダー辺境伯家側からも同じ笛の音が響いた。

「準備完了というわけです。では、参りましょうか？」

　ブライヒレーダー辺境伯に促されて、合計二十名の交渉団がテントの前まで歩いていく。

　到着するとテントの入り口が開かれる。中に入ってこいということらしい。

　ブライヒレーダー辺境伯を先頭に中に入ると、二十名が向かい合って座れるように長いテーブルと椅子がセットされていた。

「貴殿が、ブライヒレーダー辺境伯様ですか？」

「いかにも。そちらは、ブロワ辺境伯とは違うようですが」

「総大将代理の、従士長ゴドウィン・クレバーです」

「代理ですか……」

　ブライヒレーダー辺境伯は、従士長でしかないゴドウィンでは交渉が纏まとまらないのではないかと懸念を抱いているようだ。

「権限はいかほど与えられているのです？」

「交渉の内容は、すぐにフィリップ様に伝えらます」

「なるほど……もう一人の後継者候補であるクリストフ殿は？」

「クリストフ様は、後継者候補ではありません！」

　ゴドウィンは急に声を荒げた。つまり、彼はフィリップの命令で動いており、クリストフ側に配慮などしないと言っているのだ。

「（ブライヒレーダー辺境伯、この交渉って意味があるのですか？）」

「（ないかもしれませんが、しないわけにもいきません）」

　ここでゴドウィンと合意しても、クリストフや彼の支持者が裁定案に反対する可能性がある。

　いや、その可能性は極めて高いはず。それでもこのまま待ち続けるよりはマシ、ということなのだろうか？

「ひとついいかな？」

「はい、なんでしょうか？　バウマイスター伯爵様」

「ブロワ辺境伯殿のお子の誰かが、この場に出ないのですか？」

　念のために聞いてみることにする。さて、どんな返事をしてくれるのかな？

「フィリップ様はお忙しいのです。それと、クリストフ様にその資格はありません」

　それもそうか。お前はフィリップの代理人としてブライヒレーダー辺境伯と交渉するのだから、フィリップこそが次代ブロワ辺境伯だと言いたいわけか。かなり強引な手法だな。

「例えば、ご令嬢のカルラ殿を代理にするとかは？」

　これも、ブロワ辺境伯家への嫌がらせだ。彼女が俺たちのところにいることなど、ゴドウィンはとっくに把握しているだろうからな。

「カルラ様は女性なので、その権限はないのです」

「そうなのか？　従士長が代理人よりはマシなのでは？」

「交渉を始めましょう」

　見事に無視されてしまったな。こちらの要求を呑むわけにはいかないのだから当たり前か。

　早速交渉が始まるが、予想どおりに双方の主張は大きな隔たりを見せた。

「そのような条件は呑めませんね。現状をよく考えて案を出してください」

「私は、フィリップ様から認められた裁定案しか承諾できないのです」

　ここで常識に則のっとった裁定案をブロワ辺境伯家側が呑むとなれば、莫ばく大だいな身代金と和解金を支払わないといけなくなる。そしてそんな条件を呑んでしまったフィリップが、ブロワ辺境伯家中でどう思われるか？

　特にクリストフ支持の家臣たちから非難されるはずなので、意地でも引き分け程度には持ち込まないと身の破滅というわけだ。

　だからといって、交渉相手がクリストフでも同じだ。大負けの裁定案を呑めば、今度はフィリップ支持の家臣たちから非難されてしまう。

　こんな状況で、交渉が進むはずがないだろう……。

「現実を見ていますか？」

「本軍はまだほとんど無傷である。もう一戦してでも、我らは意地を通すのみ」

　本当に戦をするわけがないが、交渉を長引かせて少しでもいい条件を引き出そうとする意図が見え見えであった。

　ブロワ辺境伯家の方が経済的には困窮している。進むも地獄、退くも地獄ならば、粘って和解金を割引してもらった方が得だと考えたようだな。

「今は有利でも、こちらが援軍を出せばまた不利になるぞ！」

「なるほど。また兵を出して紛争案件を取り戻すと。よろしい、我らもその時には追加で兵を出します」

　元々、攻撃側よりも防衛側の方が有利であるし、その時には俺やブランタークさんやカタリーナもまた出陣する。

　『エリアスタン』で麻ま痺ひさせ、捕らえて身代金を要求する。

　人を殺さずに済んで、お金まで稼げてしまう大変に美お味いしい商売というわけだ。

　ブライヒレーダー辺境伯は、その辺を強調してブロワ辺境伯家側から譲歩を引き出そうとした。

「ところで、バウマイスター伯爵のご意見はいかに？」

　ブライヒレーダー辺境伯が、俺にも意見を言うようにと話を振ってくる。

「条件は先に示したとおりです。そちらが引かない以上は、我らも戦うのみ」

　こういう席では、弱気では駄目だ。俺たちが圧倒的に有利な以上、相手に譲歩するなどあり得ないのだから。

「「「「「……」」」」」

　俺の言い分に、交渉に当たっているブロワ辺境伯家側の武官たちは顔を真っ青にさせた。

　また戦闘になって大量に捕虜など出たら、身代金で破産しかねないからだ。

　かといって、ここで自暴自棄になって人を殺す戦争になれば、今度は王宮から待ったがかかる。

　今まで貴族同士の紛争が見逃されてきたのは、一部の暴走を除き極力人死にが出ないようにコントロールされてきたからだ。一種のガス抜きという扱いだから黙認されてきたわけで、それを破れば最悪ブロワ辺境伯家は御家取り潰つぶしの可能性があった。

「一時、お茶にしましょうか」

　ブライヒレーダー辺境伯の提案により、交渉は一時休憩となる。

「そういえば、喉が渇いたな。エリーゼ」

「はい」

　俺の指示で、エリーゼとヴィルマがお茶を淹いれて味方側の人たちに配り始める。

　お茶請けはチョコレート菓子の新作だ。

　こういう席では、相手に余裕を見せるためにあえて優雅にお茶などを飲んだり、お菓子や軽食をつまむことがある。

　だが、これらは味方にしか配られない。

　もし敵方に飲み食いさせたあとに、運悪く急死などをされると毒殺を疑われるからだ。

　こういう席では、自分の飲み物や食べ物は自分たちで準備するのが決まりであった。

「これは美味ですな」

「今度、ブライヒブルクの店舗にも卸すそうですよ。うちの御用商人が」

「それは羨うらやましいですな。是非に、我がクリーガー子爵領内でも販売してほしいものです」

「では、時期を見てその商人を伺わせましょう」

「それはありがたい」

「バウマイスター伯爵殿、我がクメッチュ男爵領もよろしく」

　わざとのん気にお菓子の商談などを行い、ブロワ辺境伯家側の焦りと怒りを誘っていると、遂に彼らは我慢できなくなったらしい。お互いに最初の条件を持ち帰り、明日また新しい裁定案を出すという結論になって、本日は解散となった。

「明日は、もう少し折り合えますかね？」

「さあ？　わかりませんね。向こうとしては、最低でも引き分け判定に持ち込みたいでしょうし」

「その条件が、最初から無理なんですけど……」

「それに、彼かの者には条件を認める権限がありませんので、この場で話がまとまるとは思えませんしね……」

　ゴドウィンのバックにいるフィリップが、こんな条件を呑むはずがない。

　だが、拒否ばかりしていても紛争は終わらず、ただ悪戯いたずらにブロワ辺境伯家の財政がダメージを受けていくだけである。

　進むも地獄、引くも地獄というわけだ。そうでなくても未開地開発の利権から外れているというのに……。

「そもそも、万が一にもフィリツプが裁定案を受け入れても、クリストフ側が一いっ蹴しゅうする可能性が高いですね」

「それもありました。それでも、我々は交渉を続けるしかないのです」




　一日目の交渉は、ただの顔見せであった。

　だが、二日目になると様子が一変する。

「交渉の公平性を保つために、王都からマーラー外務委員にお越しいただきました」

　突然、ブロワ辺境伯家側が王都から来たという法衣貴族を連れてきたのだ。

　五十代前半くらいのデップリと腹が出た、いかにも汚職とかに身を染めていそうな男に見える。そもそも、公平性を保つとか言っているくせに、こちらへの通告もなくいきなり連れてくるのが怪しい。挙句にマーラー外務委員とやらは、交渉が始まると一方的にブロワ辺境伯家側の肩を持ち始めたのだ。

「これ以上の東部と南部の騒乱を、王宮は望みません。ここで片意地を張っても仕方がないでしょう。戦前の状態に戻し、捕まっている貴族たちの身代金は相場どおりということで」

　昨日ブロワ辺境伯家側が出した条件を、まるでオウムのようにマーラー外務委員が言い始めたのだ。しかも丁寧に、これ以上の争いの継続は王宮が望まないという大義名分付きである。

　当然、お話にもならない。

　ブライヒレーダー辺境伯は、昨日と同じく理論的にブロワ辺境伯家側の非を指摘し、昨日とまるで同じ条件を述べてから席を立った。

「あのマーラー外務委員って何者なんです？」

「外務卿をしている、シュティーリケ侯爵の寄より子こです」

　そういえば王都滞在時に、その名前くらいは聞いたことがある。

　ただ、ヘルムート王国において外務卿の影響力は小さい。

　その理由は、唯一の外国であるアーカート神聖帝国との交渉しか仕事がないからだ。

　当然その組織は小さく、外務閥に属する貴族の数も少ない。もし、もっと外国が存在すれば外務卿も花形の閣僚であったのだろうが。

　加えて戦争が二百年以上もないので、その仕事は定期的に行っている帝国への親善団の編成と、帝国の首都に置いている大使館で情報を収集するくらいだ。

　さらに、親善団の編成とガイドは交易をしている商務省や工務省の管轄とかぶっており、情報収集においても、大使館に王国軍の駐在武官が派遣されているので、やはりこれも仕事を半分奪われている。

　なら『こういう貴族同士の裁定などは？』と聞かれると、これも同国の貴族同士の争いなので内務卿の管轄に入っていて、『全閣僚の中で一番影が薄い』『体の臓器に例えると盲腸』などと言われてしまうほどであった。

「外務委員とはいっても、特に仕事などありません。貴族にポストを分け与えるために存在しているだけですので」

　そんな名誉職にあるので、誰も彼の動向など気にもしない。

　もし裁定で大きな影響力を振るえるのなら、事前にルックナー財務卿などから注意がくるはずだ。

「ブライヒレーダー辺境伯は、彼をご存じなのですか？」

「はい」

　法衣子爵で、能力的には凡庸。

　ただ、ブロワ辺境伯の妹を妻にしていて、その縁で外務委員に就任できた人物らしい。

「思いっきり、ブロワ辺境伯家側の人間ですね」

「まあ、なんの役にも立ちませんけど」

　マーラー外務委員は、王宮からの命令でこの交渉に参加したわけではないからだ。

　しかも、交渉の席でこちらを脅かすように王宮の名前を出している。

　潰すのは容易であった。

「というわけでして……シュティーリケ外務卿は、ブロワ辺境伯家側の肩を持ったという認識でよろしいでしょうか？」

『それは大きな誤解です。常時王宮に詰める義務がある外務委員が、勝手に紛争の裁定に乗り込んだ挙句、王宮の名前を出して一方の肩を持つなど、絶対にあってはならないことなのですから』

　魔導携帯通信機はすべての閣僚が持っているので、俺はいつでもシュティーリケ外務卿と通話が可能だ。

　そういえば、彼とは初めて話をしたが、こちらの訴えを受け入れる度量はあるようだ。

　彼は、マーラー子爵の行動は独断であると断言している。

『私的に顔を出しているのに、公的な役職を名乗るなど……それ以前に、役職持ちなら誤解を招くのだから顔など出すべきではない。彼は委員に相応ふさわしくない』

「その判断は外務卿閣下のご裁量の内ですので、私としては口を挟むつもりはございません。ただ、マーラー子爵の行動は常識を外れていると」

『十分に解任の理由になります。奴の御託など無視されても結構です』

　私的な理由で公職を名乗り、王宮の名前も出し、他の役所の職権にまで手を出している。

　しかも、貴族家同士の紛争で血縁がある片側に一方的に肩入れしているのだ。

　それがどんなに危険なのかを考えたら、彼の解任は当然ともいえた。

　可哀かわい想そうに、もう彼は外務委員ではなくなる。

　どうやらシュティーリケ外務卿にとっては、マーラー子爵は特に惜しい人材でもなかったようだ。

　その解任を本人が知るのは、もう少し先かもしれないが。

「というわけで、シュティーリケ外務卿にはお世話になったから。チョコやフルーツなどを、適当に見繕って贈っておくようにとアルテリオさんに伝えてくれ」

『承知しました』

　シュティーリケ外務卿との話を終えると、すぐにローデリヒと通信をして、彼にお礼を贈るようにと頼んだ。

　賄賂ではないが、お世話にはなったので最低限のお礼は必要というわけだ。

　もう一度言うが、決して賄賂ではない。

「素晴らしきは、人脈ですかね」

「ただ、あの子爵が失業しても、それが裁定の進展に繋つながる保証もありませんよ」

　ブロワ辺境伯家側からすると切り札であったマーラー子爵は、三日もすると姿が見えなくなった。

　どうやら、外務委員の職をクビになって裁定に顔を出すどころではないようだ。

　なぜそれがわかったのかといえば、昨日王宮から裁定の仲裁に入る特使を送ると連絡が入ったからだ。

　特使は、ベッカー内務卿の下で貴族籍の管理をしているクナップシュタイン子爵。

　年齢は三十歳ほど、短めの頭髪を真ん中でピッチリと分けている、真面目なお役人といった風貌の人物であった。

　どういうわけか、役職を世襲する貴族というのは、代々似たような雰囲気や容姿を纏う人が多い。

　代々軍家系であるアームストロング伯爵家の人たちなど、その典型例であろう。

「特使のマテュー・オスカー・フォン・クナップシュタインです。念のため先に申しておきますが、私は片方に肩入れなどしません。あくまでも中立の立場で動きますので」

　最初に一言だけ挨拶をすると、もう静かに聞き役に徹してしまう。

　彼はここに来る前に、今回の紛争の経緯と今の状況を調べてきているそうだ。

　そして、その情報と過去の裁定案を参考に、自分なりの裁定案を持っているみたいだ。

　だが、それを口にするのは、双方の交渉がなかなか纏まらない時だけらしい。

　できれば当事者同士で解決してくれた方が、王宮側から裁定案を押しつけた格好にならず、丸く収まるからだそうだ。

「では、昨日の続きから……」

　そう口にする、ブライヒレーダー辺境伯の表情は冴さえない。

　なぜならこの四日間、互いの条件に差がありすぎて、解決の糸口すら掴めないでいたからだ。

「身代金は別途交渉。紛争案件を戦前の状態に戻す和解金は、百万セントだ」

「何度同じことを言わせるのですか？　その和解金では、今回の紛争の食料代にすらなりませんよ」

「百一万セントだ」

「ふざけているのですか？　私としては、和解金なしでこちらが押さえている利権をすべて認めてもらうという条件でも構わないのですがね」

「ふざけるな！」

　想定の範囲内であるが、双方の主張は平行線を辿るばかりだ。

　ブロワ辺境伯家側は自らのプライドを保ちつつ、なるべく経済的な損失を負いたくない裁定を結びたいなどと、虫のいい考えを持っている。

　一方のブライヒレーダー辺境伯は、そこまで強欲でもないようだ。

　一方的な快勝とはいえあまり過分な金額を要求すると、向こうが意固地になると思っているらしい。

　味方の貴族たちの手前、あまり手心は加えられないが、早く解決してうちの開発の協力に回った方が利益になると判断しているのであろう。

「和解金は五億セントです。これ以上は引けません」

　今回の紛争で余計な負担をした貴族たちに、紛争前の状態に戻すことを納得させる。そのためには、ある程度の現金を渡す必要があり、それをブライヒレーダー辺境伯家が負担する義理もない。金が払えないなら、今の状況を容認せよ、である。

　立場のあるブライヒレーダー辺境伯としては、これでもギリギリの譲歩なのだ。

「そんな大金は払えん！」

　ブロワ辺境伯家側の責任者であるゴドウィンは、声を荒げてその提案を否定した。

　ブロワ辺境伯家がいくら地方の雄でも、その和解金を一括で支払えるかは微妙なところなのであろう。今回は戦費も相応にかかっているし、間違いなく捕虜になった貴族たちの身代金も負担しなければいけないはず。

　さらに、この金を払っても未開地開発の利権には加われず、経済的にはもっと困窮する未来が予想された。

「バウマイスター伯爵はどう思います？」

「はあ。お互いの主張に違いがありすぎるので、このままだと何日経っても解決しなさそうですね。まあ、その分身代金の額も上がりますけど」

　身代金は捕虜の管理費も上乗せするのが普通で、紛争が長引けば長引くほど負担が増えるのは当然であった。

「私は若輩者なので、和解金の相場などはよくわからないのです。そこで、中立に立つ特使殿に指標となる案を出していただくというのはいかがでしょうか？」

「私がですか？」

「はい。計算はされていると思いますが」

「そうですね。念のために、計算はしてあります」

　真面目な官僚タイプであるクナップシュタイン子爵は、自分なりの裁定案を作っていた。

　それを出してもらい、ブロワ辺境伯家側に現実を突きつけるしかない。

「ただ、こういう王宮側の裁定案はあまり採用されたことはありませんよ」

「構いません。採用されなくても、指標にはなるでしょうから」

「そうですね。私も、参考にはしますよ」

「……念のために聞いておこう」

　ブライヒレーダー辺境伯も、ゴドウィンも、俺の提案を受け入れたようだ。

　というか、間違いなくブライヒレーダー辺境伯はその裁定案を受け入れる。

　なぜなら、王宮はほぼエコヒイキせずに、今の状況を客観的に見て裁定案を作るからだ。こちらが不利になることなどあり得ず、多少の和解金の減額があってもそれを受け入れる方が利がある。

　ブライヒレーダー辺境伯としては、多少の和解金の減額など開発利権ですぐに補えると思っているだろうし、王宮側の裁定案に素直に従ったことで王国に貸しも作れる。

　紛争当事者の貴族たちに不満が出ても、それは少し利権を増やしてやれば解決可能だと思っているはずだ。

　さらに、もしブロワ辺境伯家側がその裁定案を受け入れない場合、彼らは王宮からも嫌われて孤立の度合いを深めることとなる。

　どちらに転んでも、ブライヒレーダー辺境伯に損などないのだ。

「わかりました。試算した裁定案を発表します」

　条件はブライヒレーダー辺境伯が最初に出したものとほとんど差はなかった。

　唯一、和解金の額が四億セントに減額されただけだ。

「和解金の額が高すぎる！」

「そうでしょうか？」

　ブロワ辺境伯家側の抗議に、クナップシュタイン子爵は表情一つ変えないで首を傾げた。

「その和解金の根拠は？」

「根拠ですか？」

　クナップシュタイン子爵は、冷静な表情のまま和解金の内訳を話し始める。

「今回の紛争は、条文のない慣習法とはいえ、ブロワ辺境伯家側貴族たちによる奇襲から始まったと聞いています。事前通告は法には記載されていませんが、長年の慣習となっております。よって、ブロワ辺境伯家側は慣習破りの責を負うべきです。あとは……」

　クナップシュタイン子爵は、俺の方にわざとらしく視線を送っていた。

　慣習破りの奇襲に、俺を出兵させないための後方攪かく乱らん工作。

　当然王宮にはバレていて、それも裁定案がブロワ辺境伯家側が不利になる理由となった。

「捕虜に対する身代金については、王宮は関与しません。そちらで決まりに従って交渉してください。あと、紛争案件を戦前の状態に戻すための和解金ですが、ここまで負けているのですから、諦めて支払わないとすべてを失うと思うのですが……」

　睨み合いだけなら『双方兵を退けよ』で済むが、既に実際に戦ってブロワ辺境伯家側はすべてを失っている状態だ。

　王宮側としては和解金を支払えとしか言えないと、クナップシュタイン子爵は説明した。

「とにかく、高すぎます！」

「いきなり攻められ、一度利権を失いかけた当事者たちが聞くと怒ると思いますよ？」

　そもそも、戦前の状態に戻すというだけで不満が出る可能性があるのだ。

　それなりの和解金を支払わないと、彼らが納得するはずがなかった。

「それと、私としては一つ疑問があるのですが」

　クナップシュタイン子爵は、ブロワ辺境伯家側に聞きたいことがあるという。

「なんでしょうか？」

「裁定案が纏まったとして、誰がサインをするのですか？」

「それは当然、フィリップ様の代理人である私だ」

　まったく表情と声質を変えないクナップシュタイン子爵からの質問に、ゴドウィンは何を当たり前のことをといった口調で答えた。

「ゴドウィン殿のサインでは、その裁定案は履行されない可能性がありますよね？」

「しかし、私はフィリップ様の代理人で……」

「そこがおかしいのです。今回の紛争ですが、責任者であるブロワ辺境伯殿は一体何をしているのですか？」

　クナップシュタイン子爵は、一向に顔を出さないブロワ辺境伯に疑念を抱いているようだ。

「ブロワ辺境伯殿ご自身がサインをしないと、いくら合意に至っても裁定案など無意味です。もう一つ、ゴドウィン殿はフィリップ殿の代理人だと仰おっしゃっているが、フィリップ殿はいまだブロワ辺境伯殿の後継者に指名されていないではないですか。そんな彼の代理人に、一体何の権限があるのです？」

　貴族籍の管理をしているクナップシュタイン子爵は、ブロワ辺境伯家の後継者争いを把握している。だから、フィリップがいまだ後継者に指名されていないのを知っているのだ。

「もし、ブロワ辺境伯殿が自らサインできる状態にないのだとしたら、フィリップ殿が代理人でも構わないと思います。ですが、後継者に指名されていないのなら、ブロワ辺境伯殿の委任状を持参するのが決まりです。そもそもゴドウィン殿では、代理人を務める資格すらありません」

　クナップシュタイン子爵は、理路整然とブロワ辺境伯家側の非を突いてくる。

　指摘された内容に間違いはなく、ゴドウィンの顔色は青くなっていく。

　彼もそれは理解していると思うが、フィリップからの命令なので代理人になるしかなかったのであろう。

「クナップシュタイン子爵殿、ひとついいですか？」

「バウマイスター伯爵殿、何か？」

「実は、我が家にブロワ辺境伯のご令嬢であるカルラ殿が来ているのですが、彼女に代理人の資格はありますか？」

　ここで、揺さぶりをかけてみることにする。カルラ嬢がうちに滞在している情報はゴドウィンも掴んでいるが、なんの目的で来ているのかはわかっていない。

　それは、彼女がブロワ辺境伯の命令で動いているからで、フィリップの命令で動いているゴドウィンからすれば不気味な存在というわけだ。

　俺の提案で、ゴドウィンの顔がさらに青くなった。

「委任状がない点では同じですが、ゴドウィン殿よりは資格があります。カルラ殿を代理人に交渉案を纏め、彼女からブロワ辺境伯殿にサインしていただくという方法も可能ですね。少し変則的ですが……」

「待ってください！　そんな一方的なやり方は認められません！」

　クナップシュタイン子爵の提案に、ゴドウィンは即座に抗議した。

「一方的？　そんなことはありません。どのような裁定案でも、紛争当事者双方のサインがなされればこれは有効となります。カルラ殿ならば、ブロワ辺境伯殿に直接裁定案を持参できますよね？　ゴドウィン殿の場合、まずフィリップ殿を経由しないといけません。最善とは言えませんが、次善の方法ではあります」

　クナップシュタイン子爵の正論に、ゴドウィンは口くち籠ごもってしまった。反論しようにも、自分たちに百パーセント非があることがわかっているので、言い返せないのだ。

「そもそも、ブロワ辺境伯殿は何をしておられるのです？　この期ごに及んで顔すら出さないとは……。病床にあるとのお話ですが、それなら諸侯軍の総大将にご子息を命じ、交渉が速やかに行われるように委任状を渡しておくべきです。紛争初期の掟おきて破りの奇襲といい、今のブロワ辺境伯家に統制というものは存在しているのですか？」

　クナップシュタイン子爵はあくまでも中立の立場に立つ人間だが、ブロワ辺境伯家の対応がグダグダすぎて一方的にブロワ辺境伯家側に注意をする展開となってしまう。

　真面目な官僚タイプであるクナップシュタイン子爵からすると、決まりを守らないブロワ辺境伯家側の対応が許せないのだ。

「それとも、ブロワ辺境伯殿は既にお亡くなりに？」

「いえ、そんなことは……」

「重篤で口も利けない状態なのですか？　ならば、先に次期当主を決めるべきではありませんか？」

「いえ……お館様は今も健在です……」

　この日の交渉はゴドウィンが一方的に責められる展開となり、またも何も決まらず夕方になってしまうのであった。
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「お館やかた様、夜分に申し訳ありませんが……」

「何事だ？」

　今日も実りのない交渉を終えてから床についたが、突然夜中にモーリッツから叩たたき起こされた。

　目を擦こすりながら話を聞くと、ブロワ辺境伯本軍に動きがあり、全軍に緊急対応指令が出たとの報告であった。

　俺はモーリッツとトーマスに軍を整えるように命令してから、急ぎブライヒレーダー辺境伯の元に行く。そこでは、ブライヒレーダー辺境伯と貴族たちが険しい表情で家臣に指示を出していた。

「数十年前の悪夢再びですか……」

　ブライヒレーダー辺境伯が、ブロワ辺境伯軍側の陣地を見ながら呟つぶやく。

　俺も、魔法の袋から取り出した双眼鏡で様子を探る。素人目から見ても、ブロワ辺境伯軍は戦闘開始直前だとわかった。

「交渉が上手くいっていないから、一勝しようという腹ですか？」

「バウマイスター伯爵、ここで戦争に勝っても、王国がブロワ辺境伯家を許すと思いますか？」

　許さないだろうと俺も思う。今の王国の統治は万全で、貴族たちは戦争などしていないという前提を破ってしまうからだ。下手をすると、ブロワ辺境伯家が改易される危険性もあった。

「なら、なぜこんな無謀な行動を？」

「クナップシュタイン子爵の正論に追い込まれたのでしょうね……」

　クナップシュタイン子爵からの指摘は極めて正しいものであった。言われたゴドウィンは碌ろくに反論もできず、顔を真っ青にさせながら聞いていた。

「私が王宮にブロワ辺境伯の不手際を報告する前に、どさくさに紛れて始末したいのでしょうね」

　そこに、クナップシュタイン子爵本人が姿を見せる。これから戦争になるかもしれないのに、彼は冷静なままであった。

「ただブロワ辺境伯家側の不備を指摘しただけなのですが、ゴドウィン殿は私ごとブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍を壊滅させる……と、そこまでは夢見ていないですかね？　情勢を混こん沌とんとさせ、とりあえず今は誤魔化しておこうというつもりですかな？」

「そんなことをしても、長い目で見れば結果はもっと悪くなると思いますが……」

「バウマイスター伯爵殿、ゴドウィン殿にとっては、将来よりも今を取り繕うことが重要なのだと思いますよ」

　自分も標的かもしれないのに、クナップシュタイン子爵は恐ろしく冷静であった。

「でも、いきなり襲撃されなくてよかったですね」

「うちも向こうも、そこまでの練度はありませんから」

　真夜中に、音も立てず、火もほとんど焚たかずに軍の隊列を整え、相手に気づかれずに前進し、同士討ちをしないように夜襲をかける……そこまでの練度を持った軍は、ここ二百年でこの大陸から消えたそうだ。精鋭を訓練するにも維持するにも、とてつもないお金と手間がかかるからだ。

「どうやら、今まで見えていなかった予備がいたようですね」

　後方にまだ軍勢を隠していたようで、ブロワ辺境伯家本軍は合計で一万人ほどにまで増えていた。

　人数が倍近くになったので、先制すれば勝てると思っているのであろう。

「その代わりに、とんでもない犠牲が出ますけど」

「私が昔参加した紛争よりも、多くの人たちが死にますね」

　俺についてきたクラウスですら、表情を暗くするような無謀な戦争である。

　もしここでブロワ辺境伯家側が勝ったとしても、双方に大きな禍根を残すはずだ。

　本当に戦争になってしまえば、もう王宮も介入を躊躇ためらわないであろう。

「まったく……碌でもないことばかりしてくれますね……」

　ブライヒレーダー辺境伯は、愚痴りながら自軍に迎撃命令を出した。

「一時撤退はしないのですか？」

「こんな夜中に統制を保ったまま撤退なんてできませんよ。一方的に蹂じゅう躙りんされてしまってかえって犠牲が出ます。迎撃の方がマシです。それに……」

　ブライヒレーダー辺境伯が俺の顔を見た。ブランタークさん、カタリーナと共に魔法による迎撃を期待しているというわけか。

「それよりも……」

「ああ、駄目ですよ。カルラ殿は抑止力にはなりません」

　俺が全部言い終わる前に、ブライヒレーダー辺境伯から策を却下されてしまった。

　確かに、ゴドウィンはカルラ嬢がこちらにいる事実は知っているからなぁ……。

「カルラ嬢、あなたは退避をお願いします」

　こうなっては魔法で迎撃するしかない。だがその前に、カルラ嬢も含めた女性陣の退避を俺は命令する。さすがに、この状況で女性を残すのは危ないと思ったからだ。

　ところが、エリーゼたちに命令を拒否されてしまう。

「私はヴェンデリン様の傍そばにいます」

「でも、万が一のこともあるから」

「あくまでも万が一なのですよね？　私は、ヴェンデリン様の傍にいた方が安全だと信じておりますので」

　強い口調ではなかったが、エリーゼはこの場からの退避を断固として拒否した。

「私も残るわ。今から逃げても遅いし、ヴェルの傍にいる方が安全だもの」

「そうそう、冒険者としてのボクの勘もそう告げている」

「私の勘も、ヴェル様と一緒にいた方が安全だと告げている。ヴェル様を守るのが私の仕事」

　イーナ、ルイーゼ、ヴィルマも、この場からの退避命令を拒否した。

「ヴェンデリンさん、このような状況で私の魔法がなくて乗り切れるのですか？　私も残ります」

　カタリーナも残ると宣言した以上、俺は全力を出さないといけないな。

「ヴェル、最悪俺はお前を連れて逃げるからな」

　エルは、もしもの時は俺を連れて逃げると断言した。俺だけでも生き残れば、バウマイスター伯爵家へのダメージは少ないという判断だ。

「それは頼もしいが、今のエルはカルラ嬢の護衛だからな。彼女も必ず逃がしてくれ」

　もしカルラ嬢が死んでしまうと、余計に拗こじれる可能性があるからな。

「いえ、お気になさらずに。ゴドウィンは、私が死んでも何とも思いませんから」

「ですが、フィリップ殿はカルラ嬢を気にかけているのでは？」

　今までに彼女から聞いた話によると、突然認知されたカルラ嬢に優しいのはフィリップとクリストフの兄二人だけだそうだ。

「兄様たちはお優しいですが、私がゴドウィンに抹殺されても、彼を厳罰に処することはしない……その程度の優しさです。それに表向き、私はバウマイスター伯爵様との交渉に来ているのです。ここで退避するわけにはいきません」

　ここで自分だけ生き残ってもというわけか……彼女はブロワ辺境伯家に居場所のない可哀かわい想そうな人なのだな。

「エル、カルラ嬢の護衛を任せるぞ」

「わかった。だが、最悪の状況になったらヴェルを担いででも逃げるからな」

「そうならないように祈ってくれ」

　エルの奴、随分と責任感が強いじゃないか。見直したぜ。

「お二人は、よい主従であり友人同士でもあるのですね。羨うらやましいです」

「付き合いが長いですからね」

　だが、カルラ嬢に羨ましがられてすぐに顔をにやけさせてしまう。

　……見直して損をしたかもしれないな。

「こうなったら、魔法で迎撃するしかないですね」

　ブロワ辺境伯軍に犠牲が多く出るが、味方に出るよりはりマシ……いや待てよ。

「ブランタークさん！」

「どうした？」

「相談です」

　俺はブランタークさんに、不意に思いついた犠牲が少なくなる案が可能かどうかを訪ねた。

「随分と無謀な……いや、伯爵様の魔力量ならできなくもないか……わかった。お館様、俺も手伝いで最前線に出ます。他の魔法使い連中の指揮をお願いします」

「わかりました。バウマイスター伯爵のお手並み拝見ですね」

　ブランタークさんは俺の案を呑のみ、一緒に前線に出ることになった。

「ヴェンデリンさん、私は？」

「当然手伝ってもらうぞ」

　カタリーナも、俺たちについてくることになった。

「エリーゼ、負傷者が出た時に備えて後方で待っていてくれ」

「はい」

　エリーゼに何かあると、負傷者の治療も覚おぼ束つかない。後方に待機してもらうのが一番いいわけだ。

「エルも、カルラ嬢と一緒に後方で待機だ」

「俺は前に出たいんだが……」

「エリーゼの護衛も頼む」

「わかったよ……」

　エルも、カルラ嬢の護衛で後方に置く。エリーゼが一人になってしまうから、その護衛も兼ねさせる。

「イーナ、ルイーゼ、ヴィルマは俺たちの警護だ」

「わかったわ」

「任せて」

「ヴェル様を守る」

　役割分担も決まり、俺たちは急ぎ味方本陣の前に出た。ブロワ辺境伯軍は、いつ突撃を開始してもおかしくない状態だ。

「それで、伯爵様の提案だけどな」

　俺は、ブロワ辺境伯軍を『エリアスタン』で戦闘不能にする案をブランタークさんに提示した。

　広域攻撃魔法で殲せん滅めつする方が確実だけど、数千人もの人間を殺す覚悟が俺にはない。

「普通の魔法使いなら無理だけど、伯爵様なら可能かもしれないな」

「かもしれない、ですか？」

「広域に『エリアスタン』を展開するんだ。莫ばく大だいな魔力が必要になるぞ。他にも、消費魔力を増やす要因がある」

　本来『エリアスタン』とは、あまり動かない標的を目標として使用する魔法だ。動く目標だと、その動きを予測して網を張らないといけない。

「こちらに高速で突撃してくる大群を気絶させるほどの『エリアスタン』となると、ごく短い瞬間に強烈な『エリアスタン』を食らわせる必要がある。通常よりも消費魔力が増えるわけだ」

　次に、範囲の広さもある。

「夜襲のセオリーとしては、まずは騎馬隊が一番最初に突撃してくる。彼らが本陣の馬防柵を倒してから、歩兵隊が続くわけだ。後方には弓兵もいるな。このように、敵がいるエリアといないエリアがあるわけだが、いるエリアだけに『エリアスタン』をかけるなんて芸当はできない。広大な範囲に魔法をかけるわけだから、消費魔力はまた莫大なものとなる」

「なるほど。さすがはブランタークさん」

「だが、そこまで思いついても、肝心の『広域エリアスタン』をかける魔力が俺にはないからな。最後の一つは現場で説明するよ」

　俺たちが本陣前に設置された馬防柵の前に出ると、ブロワ辺境伯軍は整列を終え、今にも突撃しようとしていた。

「大雑把に計算して、俺とカタリーナの嬢ちゃん二人で五分の一の担当で精一杯だ」

「他の魔法使いの人たちは？」

「あいつらは、他に仕事があるから」

　ブランタークさんと話をしていると、遂にブロワ辺境伯軍が突撃を開始した。

　先頭は騎士が指揮する騎馬隊であり、続けて後方から大量の矢が降ってくる。

「他の魔法使いは、味方を矢の雨から守るので精一杯だ。俺たちも『魔法障壁』なんて張る魔力が惜しい。わかったか？　嬢ちゃんたち」

「わかりました」

「はいっ、ヴェルは魔法に集中して」

「ここからは、私たちのお仕事」

　一番前にいる俺たちにも平等に矢は降ってくるので、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマはそれを防ぐのが仕事というわけだ。

　俺、ブランタークさん、カタリーナはその場に腰を下ろし、魔法の袋から大量の魔晶石を取り出す。普段、余った魔力を貯めておいたものだ。

　これらを用いても、果たしてブランタークさんの計画どおりにいくかわからないというわけだ。

「夕立みたいね……」

「当たると、血まみれだけどね」

　俺たちの前に立った三人は、イーナが槍やりを大車輪のように振り回し、ルイーゼは拳と蹴けりで素早く矢を地面に落としていく。

　ヴィルマは斧おのを振り回して風を起こし、俺たちに当たりそうな矢の軌道をすべて逸そらした。












「ブロワ辺境伯軍、弓部隊の練度が低い」

　三人とも大雑把にやっているように見えて、ものすごく器用な技だ。

「こうなったら、伯爵様の魔力量に賭けるしかないな。伯爵様、五分の四を頼むぞ」

「せめて、三分の一くらいは頼めませんか？」

「残念だな。伯爵様の魔力量の伸びが凄すごくて、俺とはもうかなり差が開いてしまったんだよ」

　ブランタークさんとカタリーナで、推定二千人分を『エリアスタン』の網に捕らえる計画だ。

　俺は残り約八千人。ここ暫しばらく領地開発で魔法を使いまくり魔力量も順調に伸びているから、俺に大きな仕事が回ってきたというわけだ。

「わかりました」

　半数を麻ま痺ひし損ねるだけで、両軍は血みどろの戦いを始めなければいけない。

　一人で八割なのだから、もし二人が失敗しても、軍勢の数では上回れるので援軍が来るまで十分に持ちこたえられる。責任は重大というわけだ。

「カタリーナの嬢ちゃんは、担当する範囲だけを確実に頼む」

「わかりました。しかしこの魔法、魔力のコントロールが難しいですわね」

「教えたとおりにやればできるさ」

　夕立のような矢をイーナたちが防ぐなか、俺たち三人は同時に『広域エリアスタン』を発動させるための精神集中を始めた。

「体内の魔力を細く長く搾って使うのではなく、最大値を維持した状態で放出させろ。体から魔力がなくなる前に、持っている魔晶石から次々に吸い上げるんだ。同時にやるくらいのつもりでもいい。とにかく、途切れさせると魔法も止まるから注意しろよ」

　三人が持っている魔晶石の数は、合計で六十個ほど。

　ブランタークさんの計算によると、すべての魔力を気絶する前に使い切れば、なんとか大半を戦闘不能にできるという。

「駄目だったら、私がヴェル様とカタリーナを背負ってエリーゼ様のところまで行く」

「そうだな、エリーゼの嬢ちゃんに『奇跡の光』をかけてもらってから逃げろ」

　ヴィルマの提案を、ブランタークさんは了承した。俺に死なれることだけは避けたいというわけか。

「なら、私とルイーゼでブランタークさんを担いで逃げればいいわね」

「ひょっとすると少しオヤジ臭いかもしれないけど、ここは我慢かな」

「こら！　俺はまだオヤジ臭くなんてないぞ！」

　ルイーゼのあまりの言いように、ブランタークさんは声を荒げながら文句を言った。

「俺は、その辺のジジイよりも若々しいからな。所帯疲れをしていない」

　そんな話をしている間に、ブロワ辺境伯軍の先陣、騎馬部隊の姿が見えてきた。

　だが、ここで焦って魔法をかけるわけにはいかない。最適のタイミングで『広域エリアスタン』をかけることこそが、作戦成功の鍵なのだから。

「焦るなよ……もう少しだ……」

　『広域エリアスタン』をかける最良のタイミングを指示するのは、一番のベテランであるブランタークさんだ。俺だと、タイミングを外してしまう可能性がある。

　両軍が至近距離になると、矢が当たって落馬する者、盾が間に合わずに矢で射られる者と、本当の戦場と化していた。ブライヒレーダー辺境伯軍も、演習用の矢でなく本物の矢を使った。

　もはやお互い様というわけだ。

「今だ！」

　ブランタークさんの合図で、俺たちはそれぞれに分担したエリアに向けて『広域エリアスタン』魔法を発動させる。広大な範囲を指定しているので、自分でもわかるほどに魔力が消耗していく。

　急ぎ、持っている魔晶石から魔力を吸い上げていく。

　一つ、二つ、三つと魔晶石が瞬時に空となり、最後の一つが空になった瞬間、前方五十メートル前まで迫っていた敵軍が一斉に地面に将棋倒しとなった。

　騎士は硬直した馬ごとバタンとその場に倒れ、歩兵も受け身すらとれずに倒れてしまう。

「上手くいったか？」

　すぐに確認したかったが、今の俺にはそれができなかった。

　ブランタークさんとカタリーナは魔力が尽きており、その場で意識を失っているようだ。

「ヴェル、大丈夫？」

「俺も駄目だ……あとは……」

　イーナに『頼む』と言い切る前に、俺はそのまま完全に意識を失ってしまうのであった。
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「……」

「大丈夫？　ヴェル？」

　俺、ブランタークさん、カタリーナの三人で、一万人にも及ぶブロワ辺境伯軍に『エリアスタン』を掛け、魔力が尽きて気絶した。そこまでは覚えているのだが、その先の記憶がない。

　敵は夜に襲撃してきたのに、今は日の光が眩まぶしい。

　どうやら俺はかなりの時間寝ていたようだ。そして簡易ベッドの上ということは、ここは自軍のテントの中か。

「ブロワ辺境伯軍は？」

「全滅したわ」

　目が覚めた俺を心配そうに見つめるイーナが、俺たちが気絶したあとの出来事を説明してくれた。

「広範囲の『エリアスタン』は成功したのよ」

　三人で分担を決め、ありったけの魔晶石を用いたのが功を奏したようだ。

　実際、イーナが見せてくれた俺の魔晶石はすべて魔力が空っぽになっていた。

「ブランタークさんとカタリーナも、魔力切れで寝ているわ」

「そうか……でも、なんでエリーゼは『奇跡の光』を俺に使わなかったんだ？」

　魔力を回復してくれたら、俺も戦後処理を手伝えたのにと思ってしまう。

「エリーゼは、治療で大忙しなのよ。敵も味方も、とにかく怪け我が人が多くて。ブロワ辺境伯軍はほぼ全員が戦闘不能になったから、怪我人の治療を優先してほしいとブライヒレーダー辺境伯様が」

　戦後処理なら俺たちでなくてもできるというわけか。『エリアスタン』の成果に関係なく、負傷者が出ることは織り込み済みで、エリーゼは治癒魔法要員として予あらかじめ必要だったわけだ。

「そんなに被害が出たのか？」

「死者だけでも二百人近いのよ……」

　俺は、昨日の夜のことを思い出していく。

　ブロワ辺境伯軍すべてを『エリアスタン』で絡め取るために相手を引き寄せたが、その際、両軍共に多くの矢を放っていた。

「当たり所が悪い人がいて、こっちは十三名の死者が出たそうよ」

　ブライヒレーダー辺境伯軍は、守備を整え、迎え撃つ態勢だったため、被害はブロワ辺境伯軍の比ではない。だが、被害は被害だ。死人が出たことに変わりはない。

「あとは、騎兵に死傷者が集中したか」

「ええ」

　かなりの速度で走る馬に乗っている時に、馬ごと麻痺させて落馬させたのだ。

　死傷者が集中して当然であった。

　日本の戦国時代や江戸時代には、落馬して死んだ武士や殿様も多かったそうで、この世界のサラブレッドに近い大きさの馬から勢いよく落馬をすれば、死者が激増するのも当然だ。

　それでも、両軍による本気の戦いよりはマシだと思うしかない。

　取りこぼしといえば取りこぼしなのだが、後方で『エリアスタン』を逃れたブロワ辺境伯軍兵士が数百名ほどいたらしい。もっとも、いきなり目の前の味方が倒れだしたので、特に抵抗もせず武器を捨ててしまったそうだが。

　あとは、ブロワ辺境伯軍がいた本陣の接収も行われたが、物資などの警備のために百名ほどしか兵が残っておらず、本軍が全滅したと聞くやすぐさま降伏したそうだ。

「エルが軍を率いて本陣の接収に成功したわ」

「あいつ、結構働いているんだな」

　カルラ嬢の護衛ばかりというわけでもないのか。

「『俺、臨時だけど指揮官に命じられたんです』って、カルラさんに得意気に言ってたけど」

「気持ちはわかるが……。責任のある仕事を任された男って、女性にモテることが多いからな」

「エル、カルラさんがいると張り切るのよね」

　今のところは、カルラ嬢の存在はエルにとってプラスというわけだな。

　人参を目の前にぶら下げられた馬のような気もしないでもないけど……。

「……で、エルが兵を率いて出ているから、それでなくても人が少ないうちの本陣が寂しくなっているのか」

　周囲を見渡すが、兵士の姿がほとんどない。

　新しく雇った連中まで連れて、敵本陣の接収に向かったってわけか。

「ブライヒレーダー辺境伯軍から援軍も来て、本陣の他にも食料補給所の占領や、敗残兵の捕縛などを行っているわ」

　勝ちが決まり、俺たちがいなくても問題なく味方は動いているようだな。

「碌に守備兵なんていないと思うけど、無事に占領できたのかな？」

「本陣と一緒よ。犠牲もなく、守っていた兵もみんな降伏したって」

　騎士や貴族だから、最後の一兵まで戦うということもなかったのか。それはよかった。

「大勝利だな」

　一万の敵軍に、半数の戦力で犠牲も少なく勝利できたのだから、上出来だと俺は思う。

　犠牲者に関しては、これは割り切るしかない。

「敵の主だった貴族と家臣たちは？」

「みんな、捕まって捕虜になったわ」

　偉い連中に死者はなしか……でも、新たな身代金追加で、またブロワ辺境伯家の負担が大幅に増えたわけだ。

「その件で、ブライヒレーダー辺境伯様がお話があるって」

「わかった」

　長時間眠っていたので魔力は回復していたし、また少し魔力量が増えた感覚さえあった。

　その代わりに恐ろしいほどの空腹感があり、少し眩暈めまいもするようだ。

　魔法の袋からチョコレートを取り出して口に入れてから、イーナの助けを借りて簡易ベッドから起き上がる。

「大丈夫？」

「ドラゴンゴーレム戦の時と同じさ。すぐに回復する」

　暫くすると、脳に糖分が届いたようで頭がスッキリとしてくる。

　これでようやく、ブライヒレーダー辺境伯の元に行けるはずだ。

「支えはいる？」

「まだ少し立ち眩くらみがするな。暫く支えていてくれ」

「わかったわ」

　支えてもらうと、イーナから少しいい匂いがした。男ばかりの戦場において役得であったが、貢献した分、少しくらいは構わないであろう。

「カタリーナは？」

「あそこよ。まだ寝ていると思うわ」

　少し離れた簡易ベッドに移動すると、カタリーナはもう目を醒さましていた。

「お腹が空すいて……ですが、ここは我慢ですわ」

「ダイエットか？」

「ヴェンデリンさん!?　あ、あくまでも念のためです」

「念のためねぇ……」

　別に太ったようには見えないけどな。むしろ、魔力を大量に消費して少し痩せたんじゃないか？

「……それよりも、ブライヒレーダー辺境伯が呼んでいるぞ。名誉準男爵殿」

「そうでしたわ」

　彼女も貴族なので呼ばれていたが、魔力をすべて使い果たしてから半日近くも寝ていたせいで、思うように立ち上がれないようだ。簡易ベッドの上で座ったままぼーっとしている。

「ほら、甘い物を口に入れろ。楽になるから」

「甘い物は……」

「ブランタークさんに教わっただろう。ええいっ！　ダイエットなんて必要ないだろうが！」

　こうなれば、強引に口に押し込むだけだ。

　だが、手で押し込むと口を塞ふさぐ可能性があるので、ここは冷静な判断力を奪ってしまうに限る。

　俺はチョコの欠片かけらを口に含むと、そのままカタリーナとキスをしながら舌でそれを押し込んでしまう。

　強引に口移しで食べさせたのだ。

「っ───！」

　俺のまさかの行動に、この手の免疫が皆無なカタリーナは頭が沸騰してしまったようだ。

　顔を真っ赤にさせながら呆ぼう然ぜんとしていたが、口の中に押し込んだチョコはちゃんと食べている。

「もう少し食べさせるか」

　続けて三回ほど、口移しでチョコを食べさせる。












　頭が沸騰したままのカタリーナは、なんの抵抗もなくチョコを食べて飲み込んでいく。

「上手くいったな」

「ヴェル。最初のはともかく、あとの二回は口移しにする必要あったの？」

「あるに決まっているじゃないか」

　早くブライヒレーダー辺境伯の元に行かないといけないのだから。

　ただ、こういうことで不公平感が出るとよくないので、俺はもう一度チョコの欠片を口に含むと、今度はイーナとキスをしてそれを舌で押し込む。

「ちょっと！　うぐっ……」

　恥ずかしさからかイーナは少し抵抗していたが、すぐにそれも弱まっていく。

　俺が舌で押し込んだチョコを受け入れ、暫く舐なめてから飲み込んだ。

「私は、チョコを食べる必要はないじゃないの！」

　イーナは、顔を真っ赤にさせながら俺に文句を言い始める。

「ここは、平等にと」

「今はいいのよ！　早くブライヒレーダー辺境伯様の元に行かないと」

「そうだったな。お───い、カタリーナ」

「ヴェルがおかしなことをするから……」

　カタリーナに視線を向けると、彼女はまだ顔を真っ赤にして放心したままであった。

　どうやら、刺激が強すぎてまだ現世に戻ってきていないらしい。

「お───い、カタリーナ」

「カタリーナに、いきなりそういうことをしちゃ駄目でしょうが！」

　婚約者の中で一番真面目なイーナでさえ少し顔を赤くさせるくらいですぐに復帰したのに、カタリーナはちょっとキスをしただけでこの有様。

　なるほど、見た目と中身のギャップが大きい人間というのは、見ていて面白いものだと感心してしまう。

「感心している場合じゃないでしょう。早く、カタリーナも連れていかないと」

「それを忘れるところだった」

「忘れないでよ！」

「そうだぞ。お館様から呼んでこいと言われて来てみれば、伯爵様が、見ているこっちが恥ずかしくなるようなことをしているし……」

　いつの間にか俺たちの前にブランタークさんが立っていて、しかも今までの痴態をすべて見られていたようだ。

「若いって素晴らしいと思うけどな。今はお話があるからよ」

「ヴェルぅ───！」

　恥ずかしさからか？

　再び顔を真っ赤に染めるイーナが、俺に非難の声をあげた。

「ところで、カタリーナの嬢ちゃんはいつ戻ってくるんだ？」

「さあ？　何しろ初めて試したことなので」

　三人で騒いでいる間も、カタリーナは簡易ベッドの上で顔を真っ赤にしたまま放心し続けていた。




「バウマイスター伯爵、魔力の方は回復しましたか？」

「はい」

　どうにかカタリーナを起動させた俺たちは、急ぎブライヒレーダー辺境伯軍本陣へと向かう。

　……すぐ隣だけど。

　そこでは、ブライヒレーダー辺境伯と数名の家臣、諸侯軍を編成している十名ほどの貴族やその家臣も集まっていて、俺たちが一番最後に到着したようだ。

　俺はイーナを護衛として伴い、カタリーナは諸侯軍は出していないが自身が名誉準男爵なので、貴族の一人としての参加だ。

　席に座ると、若い従兵がお茶を出してくれる。

　……やはり、エリーゼが淹いれるものより味が落ちるな。

　いや、彼女は昨日の戦闘で出た大量の負傷者たちを治癒している最中なのだ。そんなことを言ってもしょうがない。

「さて。昨日は、思わぬ『戦争』に巻き込まれて大変でした」

　ブライヒレーダー辺境伯が、ことさら『戦争』という単語を強調するわけ。

　それは、今までに貴族間で起こっていた紛争と一線を画すからだ。

　死者が二百名以上も出ているし、数十年前の偶発的な衝突とは違って、ブロワ辺境伯軍は明らかに戦争を仕掛けてきた。

　後方に伏せていた援軍も呼び、武器も訓練用のものから通常のものに戻し、馬に乗った騎士たちを先頭に、ブライヒレーダー辺境伯軍を蹂躙して粉砕しようとしたのだ。

　もし成功していたら、ブライヒレーダー辺境伯軍の犠牲は軽く四桁に達していたはずだ。

「とにかく、困った事態です……が、せめてもの幸運は、ここに王国からの特使であるクナップシュタイン子爵殿がいることですかね？」

　この『戦争』が、ブロワ辺境伯家側から仕掛けられたことの証人になるからだ。

　少なくとも、こちら側が一方的に責められることはないはず。

　もしかすると、土壇場でブロワ辺境伯家側に寝返って恩を売る可能性も否定はできないけど。

　そういうことをするのも貴族というわけだ。

「私が王宮側の人間ということで、懸念を抱いていらっしゃる方もいるでしょうが、この『戦争』がブロワ辺境伯家側によって引き起こされたのは事実です」

　慣習に則のっとって相場どおりの裁定案を出したのに、それが不服で今の不利な状況を打破すべく、後先考えないで『戦争』を仕掛けるなど論外だと、クナップシュタイン子爵は述べた。

　表情はいつもどおりであるが、彼も個人的に怒りを感じているように見える。

　昨晩はこちらに宿泊していたので、最悪自分が殺されていた可能性もあったからであろう。

「ただ、大きな問題が一つ」

　今の余計にグジャグジャになった状況を、どう解決するかという問題が出てきたのだ。

　現在、各所の味方貴族たちに管理を任せている捕虜と、ブライヒレーダー辺境伯家側で管理している捕虜の数は、合わせて二万人近くいる。

　あとで費用を請求するにしても、大きな手間になることは明白だ。

　加えて、仕方ないとはいえ既にブロワ辺境伯領内に軍を進めている。

　敵本陣の十箇所を超える食料備蓄所へ、早朝に食料を運んできた荷駄隊までもすべて捕らえたそうだ。

「人数が多いから、食料の頻繁な輸送は必須だったんでしょうね」

　ただ、荷駄隊が戻ってこなければ、ブロワ辺境伯家側は不審に思うはずだ。

　その前に大敗北の噂うわさは勝手に広まるだろうし、一人も逃走者を出していないなんてこともないだろうから、ブロワ辺境伯家側に情報が伝わるのも時間の問題だ。

「当面は接収した食料で賄いますし、もはや『戦争』状態なので、諸侯軍の追加徴集も行っています」

「何が問題なのです？」

「これから先、私たちは誰と交渉すればいいのか、でしょうかね？」

「クナップシュタイン子爵が、裁定の協定書にサインする人間を聞いたら攻めてきましたからね」

　現在、ブロワ辺境伯家を動かしている人間が不明なので困っているのだ。

　おそらく、ブロワ辺境伯本人が生きていたとしても、人に指示など出せる状態ではないだろう。

　普通なら跡取りを領主代行にして領地の運営を行うはずだが、あの家では相続争いが発生している。だからこそ、長男フィリップを跡取りにしようと諸侯軍の幹部たちが兵を出し、挙句に敗北してしまった。功績を挙げるどころか、大失態というわけだ。

「あの軍勢を率いていた幹部連中は、全員捕縛しました。偉い者たちは前線に出るはずがありませんので、死者や負傷者はいません」

　『エリアスタン』による落馬などで、死んだ人はいないそうだ。

　せめて一人くらい前線に出て犠牲が出ていれば同情もできたが、怪我もなく捕虜になったと聞いて、その無責任さに反へ吐どが出る思いだ。

「あのお姫様から情報は聞けませんかね？」

「有用な情報は、もうないと思いますよ」

　カルラ嬢は単身、秘密特使扱いでこちらに来ており、それ以降はブロワ辺境伯家と連絡を取っていない。

　彼女がバウマイスター伯爵領に来る前、ブロワ辺境伯は寝たきりであったが、話くらいは普通にできたそうだ。だが今の状況を見ると、彼は既に死んでいるか、意識がない状態だと思う。

　フィリップとクリストフが、ブロワ辺境伯のベッドの近くで各々勝手に指示を出すなどして、現場を混乱させているのであろう。

「カルラ嬢を代理人に交渉を……無駄ですね……」

　ブロワ辺境伯が裁定案にサインできないとなると、じゃあフィリツプとクリストフ、どっちがサインをするのだという話になってしまう。

「新当主が決まっても、条件を呑まずサインしない可能性が高いですね」

　新当主は、基本的に立場が弱い。

　家臣たちの手前、大金を支払う裁定案にいきなりサインなどできない。そんなことをしたら、弱腰だと非難され、家臣たちに引きずり降ろされる可能性があるからだ。

　戦乱の時代でもあるまいし、大貴族の当主が独裁権を握るというのは難しいようだ。

「印いん綬じゅ官は、当主か当主が認めた後継者以外に印綬を渡しません。当主不予で後継者が定まっていないとしたら、梃て子こでも印綬を使わせませんよ」

「それもあるな。向こうの様子がさっぱりわからないので困る」

　年配の子爵が、ブライヒレーダー辺境伯に愚痴る。

　貴族家の当主は、書類にサインをしてその効力を発揮させる。

　なので、日本のような判子は存在しないが、当主の証あかしとして紋章を彫った純金製の判子が王家から下賜されていた。

　手紙に蝋ろうで封をする時に、それを押してその手紙が本物である証明にするわけだ。

　これを所持する者こそが当主というわけだが、大物貴族にはこれを管理する印綬官という役職の家臣が存在する。

「非常に地味な役職なんですけど、大物貴族は印綬官を優遇します」

　能力以前に、誠実で主君に忠実な者が選ばれる。

　印綬官だけが、密かに主君から後継者の名前を聞いているケースも多い。

　主君が後継者を伝えていれば、その死後には命を賭してその人物に印綬を渡す。

　過去には、他の後継者候補に殺される者もいたという。

「ブロワ辺境伯がまだ死んでいないとすれば、印綬官は意地でもどちらにも印綬を渡さないでしょう。ただ……」

　ブロワ辺境伯が後継者を定めないまま死んでしまっていたらどうなるのか？

　それは、誰にもわからないわけだ。

「印綬官も文官の類たぐいですからね。もしもフィリップ殿が出陣していてブロワ辺境伯が亡くなった場合、クリストフ殿が印綬官に印綬の授与を強く迫るということもあり得るわけで。フィリップ殿が腹心を残していたとしても、なんの役にも立ちませんから」

　だから二人共、意地でもブロワ辺境伯の病床から離れないのであろうと、ブライヒレーダー辺境伯は説明する。

「解決の糸口すら見えませんわね……そういえば、私も印綬を返していただきましたわ」

　ヴァイゲル家の復興とともに、カタリーナも印綬を王国から返還されている。

　当然、俺も下賜されており、そっと魔法の袋から取り出してみる。

「バウマイスター伯爵は新興貴族ですから、もう何十年かしないと印綬官なんて決められないでしょうね」

　そうそう信用できる誠実な家臣など見つからないだろうし、ただ印綬を預かっているだけで給料が貰もらえる存在の専任の印綬官など、大物貴族にしか雇えない。

　中堅以下の貴族は印綬を自分で持つか、他の家臣に職務を兼任させているのが普通であった。

「えらく豪勢に改良をしていますね」

「ローデリヒが、派手な方がいいって言ったからですね」

　下賜される印綬は、見た目は文具屋などで売っている三文判と大差がない。

　純金製なので、それだけは豪華だと俺は思う。

　そして判子の部分は駄目だが、持ち手の部分は自由に改造が可能であった。

　大物貴族は、持ち手の部分を改造してその豪華さを競うのだ。

　誰に見せるでもないのに、やはり貴族とは見栄を張る生き物であった。

「竜が二匹絡み合う姿ですか」

「一応、ドラゴン退治で立身出世をした家だからという理由です」

　竜は金細工で、目の部分にはエメラルドが入っていた。

　細工は、ローデリヒが知っていた王都でも評判の細工職人によるものだ。

『職人にも知己がいるんだ』

『冒険者の仕事で、少し特殊な素材を採取して持っていった縁からです』

　ローデリヒの顔の広さは、相変わらずであった。

　すぐに細工職人への依頼が行われ、バウマイスター伯爵家の派手な印綬は完成している。

「でも、持ちにくそうですね」

「それに気がついたのは、細工が完成してからでしたね」

　俺もローデリヒもそこまでは予想していなかったのだ。

　二人の間に妙な空気が広がったので、話を変えることにする。

「しかし、面倒な事態になりましたね」

「苦労した分、せいぜいふんだくってあげますけど」

「ふんだくるというのは少々下品な物言いかと思いますが。余計な夜襲などかけるから和解金と身代金の額は大幅に増えますね」

　クナップシュタイン子爵は、表情も変えずに懸命に参考となる新たな裁定案の改定を始めていた。

「裁定案で有利になるように、どこかの街でも占領しますか？」

「いえ、街を占領すると面倒なので」

　他の貴族の領地なので、略奪などをするバカが出る可能性があるからだ。

　これ以上騒ぎを大きくしたくないのに、また揉もめるもとを増やしても仕方がない。

　ブライヒレーダー辺境伯は、若い貴族からの提案を却下した。

　だが、その代わりにエチャゴ草原の大部分を占領している。

　敵軍本陣や食料備蓄所の占領のついでに押さえてしまったのだ。

「ここまで揉めた以上は、占領地があった方が裁定で有利でしょう」

　結局その日の会合は、ブロワ辺境伯家側が使者を出してくるまで占領地の確保と捕虜の管理を続けることだけを決めて閉会した。

　ブライヒレーダー辺境伯たちとの話を終えて本陣に戻ると、兵を率いて活動していたエルが戻ってきていた。

「要するに、何も決まっていないんだな」

「もう片方の交渉当事者が来ないからな。どうにもならん」

　現状を説明すると、エルは渋い顔をする。

「俺たちって、本当に勝っているのか？」

　それを言われると厳しい。なぜなら、向こうがルールや慣習を無視しているからだ。

「さすがに、もうそろそろ兄様たちも顔を出すと思います。ただ、ゴドウィンと同じく虫のいい提案をすると思いますが」

「カルラさんは、気にすることないさ」

「すいません、わざわざお気遣いいただいて」

　エルがカルラさんを慰めていたが、一度駄目になった裁定交渉が再び行われる予定は今のところ不明であった。





第七話　早く責任者は出てこいよ！







「今日はデザートに、イチジクのコンポートを作ってみました」

「カルラさん、上手だね」

「ケーキを作れるような環境になかったので、これはご馳走だったのですよ。イチジクも、採集で得られますから」

「カルラさん、ボクたちと境遇がよく似ているよね」

「はい、貧乏騎士爵家の居候でしたから」

　相変わらず裁定交渉が始まる気配はなかったが、カルラ嬢はうちにすっかり打ち解け、女性陣は仲良く料理や洗濯などをこなしていた。

　ルイーゼも、庶民的な彼女に馴な染じんだようだ。

「エルさん、解ほつれた部分を直しておきました」

「ありがとうございます。俺は裁縫は苦手で……」

「エルさんにはお立場があります。私たちに任せてください」

　エルとカルラ嬢は……とても仲がよさそうに見える。これが友情からきているのか、それとも相思相愛なのか？　俺には判断が難しい。

「ヴェル、カルラさんなら俺の奥さんになっても、エリーゼたちと上手くやっていけるな！」

　エルは、一人で喜んでいた。

　服の解れを直してくれる女性は、もう俺の彼女という感覚なのであろう。

　でも、服の解れ直しは、他の兵士たちにも漏れなくやっているんだけどな。それをエルに指摘しても、無駄なんだろうけど。

「武功を重ねられているそうで」

「いやあ、ただの保障占領ですよ。戦いなんてないですから」

　こちらがエチャゴ草原を占領しても、ブロワ辺境伯家の反応は薄かった。

　ブライヒレーダー辺境伯は困ってしまい、仕方なしにブロワ辺境伯領やその寄より子この領地にある町を占領している。

　ただ、本当に軍勢を入れて占領をすると面倒なので、統治などは現地の責任者に任せ、軍政官たちが居候しているだけだ。

　状況が状況なので占領したことにしたが、軍を入れてそこの住民たちとトラブルになると王国政府から難癖をつけられる可能性がある。

　そんな事情もあり、ブライヒレーダー辺境伯は魔導携帯通信機で閣僚たちと相談しながら、自分の軍勢をコントロールしていた。

『通常の領内統治に関する仕事に、バウマイスター伯爵領開発関連の仕事に、諸侯軍と占領地関連の仕事に。バウマイスター伯爵、私を分身させる魔法とかありませんか？』

　ブライヒレーダー辺境伯が、目の下に隈くまを作りながら俺に真剣にこう聞いてきた時には、どう答えていいものかわからなかった。

　人手不足を補うため、俺は元はブロワ辺境伯家の家臣であったトーマスたちを出向させた。

　彼らは占領地の地理に詳しいので、手伝いをさせることにしたのだ。

「というか、どうするんだ？　これ」

　捕虜になっているブロワ辺境伯家側の貴族たちも困っていた。捕虜になる期間が長いと身代金は増額されるし、大人数で領地を空けると農作業すら侭ままならないからだ。

　仕方なしに、ブライヒレーダー辺境伯はあとで必ず身代金を支払うようにと誓約書を取って彼らを解放することにした。

　彼らの管理がなくなるだけで、自分の負担が大幅に減るからだ。

　ブライヒレーダー辺境伯家側の貴族たちにしても、このまま戦争が続いて隣の領地の統治体制が麻ま痺ひしたり崩壊すると、通商の停滞や難民対策などで一緒に自爆してしまう危険性がある。

　ブロワ辺境伯家側の貴族たちは、この非常時に一向に顔を出さない寄より親おやに失望していた。

「ブライヒレーダー辺境伯殿、私は貴殿の寄子になります！」

「私もだ！　ブロワ辺境伯の無責任ぶりにはもう我慢ならん！」

　彼らは一斉に、ブライヒレーダー辺境伯側に寝返った。寄子の面倒を見ない寄親に失望したのと、南部に所属すれば開発利権に加われるという算段もあるのであろう。

　これにより、ブロワ辺境伯家はさらに力を落としてしまう。

　だが、自業自得なので誰も同情する者はいなかった。

　そしてそんな最さ中なかに、ようやくブロワ辺境伯家の代表が姿を見せる。

「さすがに、軍勢は連れてきませんでしたか」

「集めるにも、お金がかかりますしね」

　彼らは使節団を編成し、ブライヒレーダー辺境伯軍が駐留している最前線の草原にある大型テントに姿を見せた。

　だが、またも交渉は大きく躓つまずくことになる。

　躓くというか、その入り口にも入れなかった。

「フィリップ・フォン・ブロワである！」

「クリストフ・フォン・ブロワです」

　ある程度予想はしていたのだが、ブロワ辺境伯家側のトップが二人とも来てしまったのだ。

　そして、ブライヒレーダー辺境伯がどちらと交渉すればいいのか聞いたところ、双方が言い争いを始めてしまう。

「長男である俺が交渉する！」

「何を言っているのですか！　あなたの失態が、この状況を招いたのでしょう。私が交渉します！」

　やがて、言い争いはますます加熱していき、双方が連れてきた家臣たちも加わっていく。

「バカな戦争など企てたお前らに、交渉に出る資格などないわ！　その前に、みんな捕虜になってしまって随伴が小物ばかり。そんな面子では、ブライヒレーダー辺境伯様に失礼だろうが！」

「お前たちこそ、最初は碌ろくに反対もせずに予算や物資の準備をしたではないか！　それが、戦況が不利になった途端に掌てのひらを返しやがって！　文弱の徒は黙っていろ！」

「剣を振るうしか脳のないアホに交渉？　寝言は寝てから言え！」

「インテリぶるだけの低脳が！　お前らの頭のよさは、見せかけだけだろうが！」

　ブロワ辺境伯が健在ならば、こんな醜態は見せなかったのかもしれない。

　さらに、交渉に参加できるのは二十名までであるのに、フィリップもクリストフも両方が二十名の随伴を連れてきていた。そして、互いに譲らずにまたもや争いになってしまったのだ。

「半々にしたらいかがです？」

　さすがに見かねたブライヒレーダー辺境伯が助け船を出したが、それすら新たな争いの原因にしかならなかった。

「諸侯軍幹部の多くが捕虜になっているフィリップ様には、十名も使節団はいらないでしょう」

「事は軍事行動に関する裁定なんだぞ！　諸侯軍を纏まとめるフィリップ様の随伴を減らしてどうする！　お前たちこそ、書類にサインするしか能がないんだ！　十名も随伴はいらないだろうが！」

　このまま放置していると、いつまで経っても交渉が始まらないので、見かねたクナップシュタイン子爵が半分ずつの随伴を連れてテントに入るようにと勧告した。

　彼はどちらの人数にもカウントされない、王国から送られた中立の立場にいる人物である。

　彼を怒らせると交渉が不利になると感じた二人は、素直に十名ずつの随伴を連れてテントに入った。

「交渉の前に、調停書のサインですが……」

「父は、五日前に亡くなりました。両者で連署すれば有効かと」

「そうですね」

　クリストフの返答に、クナップシュタイン子爵は納得したような表情を浮かべた。

　しかし、ようやくここに顔を出した理由が父親であるブロワ辺境伯が死んだからとか。

　顔も知らない人物であったが、ブロワ辺境伯がどこか可哀かわい想そうな人に思えてくる。

「それで、交渉の続きですが……」

　当然、前に出した裁定案などすべて無効である。

　何しろ、前提条件がまるで変わってしまったのだから。

「実は、今回ブロワ辺境伯家側で参軍した貴族たちですが……」

　彼らは、ブロワ辺境伯家のあまりの無責任ぶりに、寄親をブライヒレーダー辺境伯に変える旨を宣言していた。

　そして、紛争案件の和解金や身代金の交渉は終わっていないが、このまま紛争が長引くと領内の経済が破綻するので、先に解放され領地に戻っている。

　それと、紛争案件の状態も戦前に戻しているし、占領扱いなのでブロワ辺境伯家側から商隊を入れるわけにもいかず、商人も南部から受け入れている。

「もはや、条件が変わっているのです。その辺をご理解ください」

　戦前にはブロワ辺境伯家の寄子であった貴族たちは、今ではブライヒレーダー辺境伯の寄子になっている。

　つまり、東部の統括領域が大分北上し狭まってしまったことを意味していた。

　そして、ブロワ辺境伯家にさらに残酷な現実が突きつけられる。

「とはいえ、侵略されたうちの寄子たちは、和解金の権利を放棄したわけではありません。うちが、請求を一括して行う形にしたのです」

「一括してですか？」

「だってそうでしょう。この書類があるのですから」

　ブライヒレーダー辺境伯の手には、元ブロワ辺境伯家側の貴族たちが署名した、紛争で発生した損害はすべてブロワ辺境伯家で負担するという契約書が四十枚以上も握られていた。

「彼らは紛争相手に、利権を戦前の状態に戻すために和解金を支払わないといけない。ですが、それはこの契約書によるとブロワ辺境伯家が負担してくれると書いてあります。交渉の効率上、私が纏めて請求する方がよろしいでしょう」

　その前に、既にブライヒレーダー辺境伯が和解金を貴族たちに前払いしているので、取り立てないと赤字になってしまうのだ。

「うちの寄子たちが……」

　ブロワ辺境伯家側が救われない部分は、この和解金を支払っても四十家を超える貴族家が二度と寄子として機能しない点だ。

　金を損したうえに、自らの支配領域も減らしてしまう。

　ブロワ辺境伯家は、間違いなく戦争に負けたということになる。

「あとは、主にバウマイスター伯爵が得た捕虜に対する身代金もです」

　捕虜たちも既に解放してるし、彼らを預かっていた味方の貴族たちには管理費用を先払いしている。

　当然この分も合わせて、俺はブロワ辺境伯家に請求することになっていた。

「加えて、ブロワ辺境伯軍の捕虜が一万とんで五百六十七名。かなりの東部領域と村や町なども占領状態です。これの返還にも和解金が必要ですね」

　最初の裁定交渉時には、クナップシュタイン子爵が四億セントと算定していた。

　だが、今の状態で同じ金額のはずがない。

　大幅な金額増となっているはずであった。

「いくらなのだ？」

　ようやく口を開いたフィリップが、ブライヒレーダー辺境伯に尋ねる。

「計算によりますと、十億セントですね」

「バカな！」

　あまりの金額に、二人の後継者候補たちは絶句してしまう。

　だが、あの無謀な夜襲の前でも五億セントだったのだ。

　この程度の増額は仕方がないであろう。

「いくら何でも高すぎる！」

「ですが、これだけの大失態です。増額はやむを得ないでしょう」

「特使殿は、ブライヒレーダー辺境伯殿の肩を持つのか！」

　クナップシュタイン子爵の発言にフィリップが噛かみついてくるが、彼は顔色一つ変えずに静かに反論した。

「肩を持つ、ですか？　あなたの仰おっしゃっていることの意味がわかりません。王国が黙認している『紛争』を無意味に長引かせ、最初の裁定が不利になると、実戦用の武器を装備して夜襲を目もく論ろむ。ハッキリと言わせてもらえば、王国はブロワ辺境伯家に対し不信感を募らせています。後継者争いも結構ですが、せめて他の貴族の迷惑にならないようにしてください。それと、もしここで和解金なしで戦前の状態に戻せというつもりなら、それはブロワ辺境伯家側への一方的な肩入れになるので承知しかねます」

　淡々とした口調であったが、クナップシュタイン子爵の容赦ない反論に二人の後継者候補たちは口を閉ざしてしまう。

　彼は、俺たちが夜襲を防げなければ戦死していた可能性もあったので、余計に頭にきていたのであろう。

「多少の値引きは可能かと思いますが、他の案件では交渉しても無駄かと思います。寄子たちの離脱も同じです。ブロワ辺境伯家はあの契約書に従って彼らの損失を支払う義務がありますが、彼らがブロワ辺境伯家の寄子に戻ることはありません」

　彼らが断れないのを利用して強硬占拠を行わせ、自分たちは後継者争いに夢中で前線に顔すら出さなかったのだ。

　まさに、自業自得としか言いようがない。

「今日は顔見せと条件の提示が目的でしたので、これで終わりにしましょうか？」

　和解金の減額交渉にしても、ブロワ辺境伯家側での話し合いも必要であろう。

　ブライヒレーダー辺境伯が今日の交渉の打ち切りを宣言し、そのまま両者は解散するのであった。




　初日の裁定交渉は一時間ほどで終了して俺たちも自分の陣地へと戻ったが、その帰りにブライヒレーダー辺境伯から一つ忠告のようなものを貰もらっていた。




『バウマイスター伯爵は、気をつけた方がいいですよ』

『若造なので、搦からめ手でいけると？』

『そんなところです』

　交渉でブロワ辺境伯家側が俺に支払う金のかなりの部分は、俺が捕らえた貴族や兵士たちの身代金である。そのため、微々たる和解金や諸経費も身代金と一緒くたとした。和解金の額が大きいのはブライヒレーダー辺境伯くらいだしな。

　あの無謀な夜襲によって、ブロワ辺境伯本軍の精鋭と多くの幹部が捕らえられている。

　これも合わせるとその金額は莫ばく大だいであり、二人の後継者候補たちは、まだ若い俺を単独で狙って身代金の額を減らそうとするであろうと。

『うちに支払う和解金の減額はかなり難しい。あなたなら、上手く誑たぶらかせば可能だと思っているかもしれません』

『成人直後の若造ですからね。ですが、あの後方攪かく乱らんの件を忘れていませんか？』

『だからですよ。それを非公式ながら謝罪して、代わりにある条件を出すのです』

『カルラ嬢か……』

　年齢も近い、ブロワ辺境伯家の娘を俺の妻に差し出す。

　ブロワ辺境伯家内には『例の工作への謝罪を込めて』と言えば済むし、もしカルラ嬢が俺の妻になると都合のいい点も浮かんでくる。

『未開地開発利権に加われます。妻の実家に融通しないのは変でしょう？』

『俺は、彼女を妻にするつもりなんてありませんよ』

　悪い娘ではないのだが、その親族が悪すぎた。

　そうでなくとも成立したばかりの領地なので、そういう輩やからの介入は防ぎたいのが本音であった。

『彼女も、困惑するでしょう』

　エリーゼたちとは仲良くなったが、それとこれとじゃ話は別だ。

　第一、カルラ嬢はエルが惚ほれている女性だ。友情を壊してでも欲しいということもない。

『引っかからないでくださいね』

『勿もち論ろんです』




　ブライヒレーダー辺境伯と別れ、俺は自軍の陣地へと戻る。

　合計で百五十名ほどのブロワ辺境伯家使節団は、ブライヒレーダー辺境伯軍本陣横に陣地を張った。これから毎日交渉なので近場が便利なのと、ここまで状況が悪化すると逆に自分たちを襲撃や暗殺などしないと踏んでいるのだろう。

　いい度胸だとは思うが、その判断力をもっと早く発揮してほしかったものだ。

　そんなことを考えていると、モーリッツが姿を見せ、ブロワ辺境伯家から晩ばん餐さんに招待されている旨の報告を持ってきた。

　暫しばらくすると正式に使者が訪れて、招待状を俺に手渡す。

「わかりました。お伺います」

「ありがとうございます」

　使者である初老の男性は、ホっとした表情を浮かべながらブロワ辺境伯家の陣地へと戻っていく。

「危険ではありませんか？」

「まさかな」

　ここで俺を殺せば、確実にブロワ辺境伯家は改易されるであろう。

　まさか、そこまで頭が回らないとは思いたくなかった。

「護衛は連れていくさ」

「エルヴィン、わかっているな？」

「はい」

　モーリッツは、エルに確実に護衛を行うよう念を押した。

　今のエルはカルラ嬢のおかげで、バリバリ働く優秀な家臣になっているので余計に安心だ。

「ところで、この招待状なのですが……」

　俺から受け取った招待状を眺めていたモーリッツは、ある重要な点に気がついた。

「差出人が、フィリップ殿のみになっています」

「え───と。つまり……」

「明日には、クリストフ殿から招待状が来るのでは？」

「だよなぁ……二日連続はキツいわ……」

　せめて一緒に招待してくれよと、俺は心の中で二人の後継者候補たちを呪うのであった。




　その日の夕方、俺はブロワ辺境伯家主催の晩餐会に出席すべく出かけた。

　ブライヒレーダー辺境伯にその旨を伝え、敵陣へと乗り込む。

　俺とエルの他に、モーリッツが指名した四名の護衛たち。あとは、女性もいた方がいいであろうと、同じく護衛役も兼ねてルイーゼも参加している。

　彼女なら、もし何かあっても多少の敵なら余裕で打ち倒すであろうからだ。

『それにさ。エリーゼは、危険だと思う』

　俺への毒殺はないはずだが、エリーゼには一服盛る可能性があるからだ。

　毒殺が目的ではなく、未来の正妻であるエリーゼが子供を産めないように毒を密かに盛る。

　滅多なことでは手に入らないが、そういう毒薬は実際に存在するらしい。

　そんな万が一のためにも、ルイーゼを同行させるのだが。

『ボクなら、ある程度の毒薬は感知できるし』

『何その能力』

　まるで、某世紀末救世主のようだ。

『武芸をある程度極めると、感覚が鋭くなるんだよ』

　すべてではないが、かなりの確率で食事などに含まれる毒は感知可能らしい。

『報告の魔法みたいなものか』

『気をつければ、毒を食べさせられることもないでしょう。ねえ、カルラ』

『フィリップ兄様がそこまでしないことを祈ります』

　若干顔を引き攣つらせているカルラ嬢を置いて、俺たちはフィリップ主催の晩餐の席に参加する。

　ブロワ辺境伯家が設営した小規模な陣地は、対立する二人のために別々に大型テントが張られていた。俺たちが入らなかった大型テントには、次男クリストフがいるのであろう。




「ようこそおいでくださいました」

「遠慮なくご馳走になりましょう」

「陣地なので、大したものは出せませんが……」

　状況が状況なので、フィリップは二十近くも年下の俺に丁寧な口調で対応した。

「普段は冒険者もしておりますので、お気になさらずに」

「貴殿の実力は、よく理解しているつもりです」

　ブロワ辺境伯家の長男フィリップは身長が百八十五センチほど、よく鍛えられ引き締まった体の持ち主であった。

　軍事的才能に長たけるらしいが、俺たちはブロワ辺境伯軍の失態を目の前で見ているので、その話を鵜う呑のみにするわけにはいかない。

　見た感じは、サッパリとした人であった。

　今回の失態がなければ、普通に付き合えたかもしれない。

　エドガー軍務卿や、導師を含むアームストロング一族と比べると『濃い』人ではないからだ。




『フィリップか？　あいつは、優れた将軍候補だぞ』

　晩餐の前にエドガー軍務卿から魔導携帯通信機経由で情報を仕入れたのだが、彼の口からフィリップの悪口はあまり出てこなかった。

『ただ、領主となるとなぁ……』

　軍系の法衣貴族としてなら彼はとても上手くやれるかもしれないが、領地を統治するのは難しいだろうと。

　本人もそれは重々承知しているのだが、自分を次期領主にと望む外戚や家臣たちの前でそれを言うわけにはいかないので、表面上は異母弟と争っている風に見せるしかない。

　それが真相なのではないかと、エドガー軍務卿は推察していた。

『それで、あの大事件ですか？』

『アレは、ゴドウィンが焦ってバカやらかしたんだろうな』

　部下の暴走だとしても、責任者はフィリップだ。その責任からは逃れられないであろう。

『外戚として、ブロワ辺境伯家で権勢を振るう、ですか？』

『大貴族家の重臣にはありがちな夢だよな。それなのに、今の職を失いかねない大失敗を犯してしまって、それをなんとか誤魔化そうとしたんだろうな』

　それで二百名以上の死者を出してるんじゃ意味がない。

　いくら外戚でも、あの大失態では彼のキャリアもここまでだろうし、とどめとばかりに今は捕虜である。

　ブロワ辺境伯家に戻れば処分されるであろうが、こちらがそれをどうこう言うつもりはない。

『王都にいると、俺が積極的に仲介に入れとか無理を言うバカがいて困るよな。ここで、俺がフィリップを手助けなんてしたら総スカンだっての』

　領主になれなくて領地を出たとかなら力を貸せるが、この状況で下手に介入などしたら、自分にまで火の粉が降りかかってしまうからだ。

『デカい和解金になると思うが、払うしかないだろう。最悪、資産整理命令もあり得るだろうな。どうせ潰つぶせないんだから、素直に受け入れるしかない』

　『資産整理命令』とは、簡単に言えば一度破産してしまうことである。

　負債が著しいが、王国としても潰すわけにはいかない貴族家に第三者の管財人、この場合は王国から派遣される財務系の法衣貴族を入れ、ある程度借金が消えるまでは予算の執行などに大きな制限がかかるのだ。

　この制度がある理由は、いきなり大物貴族が消えると現地が混乱するからである。

　甘いような気もするが、『資産整理命令』を受けた貴族など、ただの王国の飼い犬でしかなくなる。

　それに、これが適用されるということは、『お前は、領主として無能だ』と言われたに等しいのだから。

『次期領主の座は、クリストフに譲るしかないだろう。勝手に自爆したんだから。義父である家臣の暴走にしても、それを抑えられなかった時点で同罪だ。俺が引き受けて、面倒見るのが一番いい手なんだがなぁ……』

　ただ、その手だとフィリップはいいのだが、彼を支持してきた家臣たちは最悪失業の危機に見舞われるわけで、それを口にしようものなら明日にはフィリップの息子を『摘孫なので』と後継者に立てて騒ぎかねないと、エドガー軍務卿は思っているようだ。

『みんな、頭を抱えているんだよ』

　ブロワ辺境伯家を潰して、そこを直轄地にするにしても、他の貴族を転封するにしても暫くは混乱が避けられない。

　利益どころか持ち出しの方が多いはずなので、中央の大物法衣貴族ほど実は取り潰しが嫌だったりする。

　これが小物なら、躊ちゅう躇ちょなく取り潰しなのであろうが。

　大手企業は簡単に潰せないのと同じ理屈であろう。

『エドガー軍務卿は、領地貴族になりたいとか？』

『ないよ。統治できないからな』

　侯爵と辺境伯。

　呼び方は違うが、同じ階位を持つはずなのに法衣貴族しかいない侯爵の方が、財力も抱えている家臣の数でも負けている。なので転封を命じられても、統治できるはずがないのだ。

　土着化した元家臣や兵士たちに反抗されでもしたら、余計に混乱が広がる可能性があった。

　物語みたいに、主人公がいきなり大きな領地とか下賜されても無理だよな。

　うちだって広大な未開地の開発なので、常に人材不足で困っているのだから。

『和解金と身代金が高くて嫌とかいうのなら、鉱山とか、税収とか差し押さえてしまえ』

『強硬な意見ですね』

『向こうが完全に悪いからな。俺たちはある程度の規模のブロワ辺境伯家が残って、東部を統括してくれればいいわけだ。多少の縮小と負債には文句は言わないよ』




　こんな話をしたのだが、実はエドガー軍務卿からフィリップ本人には言わないでほしいと言われていた。彼一人だけの問題ならとっとと継承権を放棄して終了だが、家臣たちが絡んでいるので、下手な外部からの誘導は命取りになってしまうからだ。

「さあ。こちらの席にどうぞ」

　フィリップに勧められるまま、俺は準備されていたテーブル席の上座に座り、その隣に妻役としてルイーゼが座る。

　エルは俺の斜め後ろに立って刺客などに警戒し、他の護衛たちもそれぞれ持ち場につく。

　このくらいの警戒は、まだ裁定案すら結んでいない敵同士なので当然とも言えた。

「まずは、乾杯といきましょう」

　軍系な人なので、ノリが体育会系なのかもしれない。

　早速ワインで乾杯してから、コース料理のオードブルからスタートする。

　料理の質などは、野営をしている割には素晴らしいものが出てきた。

　さすがは、東方を統括する『地方の雄』といった感じであろうか。

「東部でも噂うわさは聞いていましたよ。竜を二匹も倒した素晴らしい魔法使いであると」

　交友目的の晩餐会なので今回の戦争の話をするわけにもいかず、会話は俺の竜退治の話から始まった。

　それと、貴族なら一度は出ないといけないあの武芸大会などの話もだ。

「私は、予選五回戦で負けました。貴族の息子にしてはマシというべきですか」

　ワインを飲み、次々と出てくるコース料理を食べながら適当に話を続けていく。

　だが、やはり今回の戦争の話はしてはいけないので、俺はなんのためにこの場にいるのかと疑問に思ってしまう。

　ルイーゼは、その小柄な体に似合わずよく食べているが警戒は怠っていないし、エルたちも周囲の警戒を続けたままだ。












　ほぼ百パーセント毒殺や暗殺の可能性はなかったが、仕事なのでこれは仕方がない。

　晩餐はデザートまで終了し、食後にお茶などを飲みながら話をしていると、やはりあの話題が出てくる。

「バウマイスター伯爵殿は、うちのカルラを妻にするつもりはないのかな？」

　やはり、カルラ嬢を俺の妻に押し込もうとしているようだ。

「この状況ではブライヒレーダー辺境伯側からの反発が強いでしょうし、まず不可能だと……」

　そんなことをしたら、未開地開発の利権の分け前などで、また戦争になりかねないし、下手をすると、ブライヒレーダー辺境伯からの妨害もあり得る。

「考えてみてくれないかな？」

　強引に押し込もうとすれば問題になるが、ちょうどカルラ嬢は俺たちの元にいる。

　フィリップは、カルラ嬢が俺に見初められたとか考えているのかもしれない。

　まさか、それが目的で交渉を伸ばしていないよな？

　晩餐は終わり、俺たちは自分の陣地へと戻る。

　そして翌日、やはり今度はクリストフ主催の晩餐に招待された。




「本当に仲が悪いんだな。普通は一回で済ますだろうに……」

　昨日に続き俺の護衛を担当するエルが、他の護衛たちと一緒に溜ため息いきをついた。

「今日は、誰が行く？」

「勿論、ボクはパスね」

　また婚約者を同伴しないといけないのだが、ルイーゼは昨日出席したので一番先に断った。

「じゃあ、イーナか？」

「いいけど。あまり料理の味がわからないでしょうね……」

　ルイーゼはある意味天才なので、大物貴族家の晩餐に呼ばれても、警戒を続けながらデザートのおかわりをするような図太さがある。

　ところがイーナは真面目なので、こういう席では極端に緊張してしまうのだ。

「なんか、嫌そうだな」

「正直ね……」

「俺も面倒なんだよなぁ……礼儀的に出ないといけないから、仕方なく出ているけど」

　美お味いしい食事ならいつでも食べられるし、どうせまたカルラ嬢を妻にしてほしいと頼まれるだけなので、俺だって食傷気味なのだ。

「ヴィルマは？」

「うちのご飯の方が美味しいと思うからいい」

「さいですか……」

　ブロワ辺境伯家も大貴族なのでいい食事は出るのだが、俺たちと交流がないので醤しょう油ゆ、味み噌そ、マヨネーズ、チョコレートなどの新食材や、新しい調理法などに無縁だったりする。

　なので、食事の内容が王都での貴族主催のパーティーメニューと大差なくて、物もの凄すごく食べたいとか思わないのだ。

「エリーゼは……駄目か……」

　子供が産めなくなる毒を盛られる危険性が消えたわけじゃないからな。

「エリーゼを連れていくと、エリーゼが説得されるしね」

　ルイーゼの意見は正しい。カルラ嬢を俺と結婚させるため、エリーゼの方に説得や工作が及ぶ可能性が高いのだ。将来は、彼女がバウマイスター伯爵家の奥を管理するのだから。

「私が行くと、余計に面倒なことになる可能性が……」

「さて、どうしたものか……」

　勿論もう一人候補はいて、しかも彼女の様子を窺うかがうと物凄く出席したそうな表情を向けてくる。

　何が楽しくてあんな晩餐に出たいのかは知らないが、きっと彼女なりの楽しみがあるのであろう。

「あとは……」

「仕方がありませんわね。ここは、私が……」

「ルイーゼ、二日連続で悪いけど」

「どうして私を見て、またルイーゼさんなのですか？」

　理由は簡単で、カタリーナがあまりに行きたそうなので、ついからかってしまったのだ。

「冗談だよ。でも、そんなに出たいのか？」

「私、そういうパーティーや晩餐とは無縁で……」

　知らないがゆえに、物凄く憧れているらしい。でも、知らぬが華ともいう。

「じゃあ、カタリーナに頼もうかな」

「任せてくださいな。私の優雅さで、晩餐会を成功させましょう」

　なんか物凄く勘違いをしているようだが、ただ飯を食ってくるだけなので俺はあまり気にしないことにした。




　そして、その日の夕方。

　そろそろ時間なので、ブロワ辺境伯家の陣地へと出かけることにする。

「ヴェンデリンさん、お待たせしました」

「おい……」

　何となく嫌な予感はしたのだが、カタリーナは恐ろしく気合を入れてめかし込んでいた。

　シルクを惜しげもなく使用したフリフリの真っ赤なドレスに、普段の魔晶石ではなく本物の宝石が沢山ついたカチューシャや指輪、ヒールも踵かかとの高いものに変えていた。

「完璧な正装……」

　今は戦時で、しかも野外なので略装でも十分なのに、王家主催のパーティーにも行けそうな格好をしていたのだ。

「私、止めたのよ。ルイーゼも、昨日は略装だったからって……」

　カタリーナの着付けを手伝ったイーナが、一人溜息をついた。

　ルイーゼ、カタリーナ、ヴィルマと、三人三様でフリーダムなので、真面目な彼女に被害が及ぶことがたまにあるのだ。

「別に、間違っているわけじゃないからいいか……」

「では、参りましょう」

　嫌々行くのではなく、楽しみにしているのが唯一の救いであろうか？

　あと、案の定、踵の高いヒールなので草原を歩くのは難しいらしく、『飛ひ翔しょう』で地面からわずかに浮いて優雅に歩いているフリをしている。

　俺から言わせれば魔力の無駄遣いだが、カタリーナにとっては大切なことのようだ。




「ようこそおいでくださいました」

「お招きにあずかりありがとうございます」

　今日はクリストフ主催の晩餐なので出迎えの執事も別人で、どうやら二人は陣地すら二つに割って寝泊まりしているようだ。

　非効率だが、仲が拗こじれているのだから仕方がないともいえる。

「婚約者です」

「カタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲル名誉準男爵と申します。本日は、お招きにあずかりありがとうございます」

　野外なので全員略装なのに、一人だけヒラヒラの高価なドレスに身を包んだカタリーナ。

　それだけで完全に浮いていたが、本人はまったく気にしていないようだ。

「彼女が……」

　出迎えた家臣たちからは、ざわめきの声があがる。

　カタリーナが、ブロワ辺境伯家のお抱え魔法使いたちを捕らえた凄腕だと気がついたからだ。

　一部にガッカリしたような表情を浮かべている者もいたが、彼からすると『苦労して揃そろえた魔法使いたちが、こんな派手な女に……』という気持ちがあるのかもしれない。

「初めまして。クリストフ・フォン・ブロワです」

　初めて見る次男クリストフは、少し線の細い文系肌に見える人物であった。

　あとは、特にないというか……。

　普通の中年一歩前の人にしか見えない。

「今日はご招待にあずかり、感謝したします」

　早く裁定案に合意してほしいと思うし、どうせカルラ嬢を妻にしてほしいと言うに決まっているので、正直対応が面倒である。

　口に出して言うわけにはいかなかったが。

「さあ、席にどうぞ」

　クリストフが、丁重に俺たちを席に案内する。

　座るとすぐに料理が運ばれてくるが、そのメニューはほぼ昨日と同じであった。

『ボクは同じようなものが出てくると思うな。だって、大貴族家って、大体上客をもてなす食事のメニューは決まっているし』

　季節に合わせてなど、普段はいくつかのパターンも準備できるのだろうが、ここは生あい憎にく野外の陣地である。

　そこでフルコースのメニューを出せるブロワ辺境伯家は、さすがは大物貴族という感想であったが、二日連続で同じ飯を食わされる身としては堪たまらないものがある。

　せめて、何を出したのか兄貴に聞きに行けよ！

　……まぁそれができれば、ここまで兄弟で揉もめてはいないのだろうが。

「さすがは、ブロワ辺境伯家のディナーですわね」

「お褒めにあずかり、光栄です。奥様」

「まだ婚約者ですのよ……」

　俺は二日連続でも、カタリーナにとっては初めて食べる料理。さらに彼女はこういう席も初めてなのだ。

　初めて観光地に行ったお上りさんのように、料理に会話にと楽しんでいた。

　奥様と呼ばれて恥ずかしそうにするカタリーナは可愛かわいかったが、少々浮かれすぎな彼女にクリストフは若干引いている。

　だがそれは、今日の席では俺にとって都合がよかった。

　カタリーナ。大いに楽しんでくれ。クリストフが、アレを言いださないように。

　俺の願いは珍しく天に通じ、クリストフは結局カルラ嬢の件を口にできなかった。

　彼が高名な魔法使いであるカタリーナに話題を振ったために、彼女の大独演会が始まってしまったからだ。

「私が初めて狩りに出た時に、巨大な熊の魔物が襲ってきまして。慌てて『竜巻』で上空に巻き上げてから倒しましたの。続けて、周囲の他の魔物たちも吹き飛ばしまして。そうしたら、みなさんがさすがは『暴風』だと……あっ私が『暴風』と呼ばれるようになった理由もお話ししませんと……」

「ははは……。そうですか」

　結局、晩餐会終了まで彼女の独演会は続き、クリストフは肝心の用件を告げられなくて顔を引き攣らせていた。

　間違いなく、俺がこれを予想してカタリーナを連れてきたと思っているのであろう。

　さすがにそれは、俺を過大評価しすぎというものだ。

「楽しかったですわね」

「そうだな。今日は、カタリーナに感謝だな」

「え？」

　なぜ感謝なのかと首を傾かしげるカタリーナは、やはり少し可愛かった。

　そして、なんの意味があったのか理解できない二日連続の晩餐も無事に終了するのであった。





第八話　俺は先に抜けさせてもらうから！







「完全に手詰まりですね。……こればっかり言っていますね、私は」

　交渉が始まってから一週間。なんの成果もあがらない状況にブライヒレーダー辺境伯は溜ため息いきをついた。こちらは王国からの使者であるクナップシュタイン子爵が試算した案を受け入れると言っているのに、ブロワ辺境伯家側は『高すぎる！』と拒否しているからだ。

　そして今日も、なんの実りもなく交渉が終わった。

　フィリップとクリストフは夢みたいな条件ばかり口にし、俺にカルラ嬢を娶めとってくれとしか言わない。そして、それを聞いたブライヒレーダー辺境伯は苦言を呈し、二人に貴族家同士の婚姻話に口を出すなと文句を言う。

　まあ、どう考えても交渉が纏まとまるわけがないんだ。

　今まで散々迷惑をかけてきたのに、何食わぬ顔で開発利権に加わろうとするブロワ辺境伯家。ブライヒレーダー辺境伯が怒って当然だ。

「カルラ殿とバウマイスター伯爵が結婚すれば、ブロワ辺境伯家は大逆転ですからね。ですが、前の夜襲でこちらにカルラ殿が一緒にいたのに攻撃をしかけてきた。意味がわかりません」

　ブライヒレーダー辺境伯は、ブロワ辺境伯家側の行動に首を傾かしげてもいた。

「カルラ殿はどう思いますか？」

「ゴドウィンは、私に消えてもらいたいと思っているのです。父の決定だから文句は言いませんでしたが、元々私の認知に反対でしたから」

　先日の夜襲で一緒に始末されかけたカルラ嬢は、ブロワ辺境伯家に興味がなく、既にこちら側の人間と言っても過言ではないであろう。元からそうだが、聞けば正直に情報を提供してくれた。

　そして、その情報は正確で有用だ。

　俺は、この人がとても頭がいいのだという事実に気がつきつつあった。

「私がバウマイスター伯爵様に嫁いでも、ゴドウィンの意のままにならない。それよりも、フィリップ兄様の娘と、自分の娘とを側付き兼妾めかけ扱いとして出そうとしていたのでしょう」

　フィリップの娘はまだ幼いので、大きくなるまでゴドウィンの娘を妾として俺に相手させる。もし子供でも生まれれば、ゴドウィンの家がブロワ辺境伯家内で大きな力を持つようになるわけだ。

「分家を創設して、バウマイスター伯爵家の家臣にもできます。あの男は、野心も高いので」

　ブロワ辺境伯家の重臣として君臨しつつ、バウマイスター伯爵家にも手を伸ばすか。

　大物陪臣だけあって、思考が貴族に似ているな。

「その穴だらけの策が失敗して、今は捕虜ですけどね」

　夜襲が失敗した時に捕まり、今は捕虜になっている。とんでもないことをしでかしてくれたので、厳重に監視されていた。

「あの家は、やっていることが支離滅裂ですね。頭がいくつもある蛇みたいです」

　フィリップとクリストフが争い、フィリップの支持者であるゴドウィンにも独自の思惑か。そりゃあ、纏まるものも纏まらないか。

「バウマイスター伯爵は若く、貴族としての経験も少ない。交渉で弱点を狙うのは定石でしょう？」

　俺とカタリーナは、ある程度の身代金さえ取れれば大幅な黒字となるので、一番減額を狙いやすいというわけだ。

　紛争案件の利権には一切絡んでいないので、交渉がシンプルなのも都合がよいのだろう。

「俺たちの身代金の交渉額ってどのくらいだっけ？」

「四億五千万セントですわ」

　うちとカタリーナのヴァイゲル家、合わせての金額である。

「十分の一でも大幅な黒字だけどな」

　うちの軍勢は、新規仕官者を入れても合計で五百名にも満たない。

　捕虜の管理費を考えても、利益率がとんでもないことになっていた。

　今の戦争のルールにおいて、高位の魔法使いは稼げるという事実の証明でもあった。

「ですが、ここで十分の一では舐なめられてしまいますわよ」

「ですよねぇ……」

　できる限り多く身代金を取らなければ、それは貴族としては低い評価を受ける。

　だが、今の状態でなるべく多く支払わせようとしても難しい。

　時間がかかり、その分、未開地開発の遅延で損をする状況になるからだ。

「物納はどうなのです？」

「それも難しいだろう」

　この場合、領地、鉱山の採掘権、ブロワ辺境伯家で所持している宝物などになる。

　どれも、そう易やす々やすとは渡してくれないはずだ。

「価値がありながらも物納を納得させられるもの」

「しかも、ブロワ辺境伯家は大した価値はないと思っているもの…………ありましたわ！」

　カタリーナは暫しばらく考え込んでいたが、何かを思いついたらしい。

「こうなったら、『ヘルタニア渓谷』を貰もらってしまえばよろしいのでは？」

「ヘルタニア渓谷？　…………そうだ！　その手があったな！」

　知らない人も多いが、冒険者としての経験が俺よりも少し長いカタリーナは知っていた。

「良質の鉱山や鉱床が多数あると伝えられている場所です」

「へー、そんな場所があるんだ。なぜカタリーナがブロワ辺境伯家が簡単に差し出すと思うのかは知らないけど……」

　それだけの大鉱山地帯を和解金の減額程度で渡すわけがないと、ルイーゼは言う。

「それは、ここが魔物の領域だからですわ」

　古文書によると、ヘルタニア渓谷は古代魔法文明時代には有名な鉱山地帯であったらしい。

　鉄・銅・金・銀・ミスリル・オリハルコン・各種宝石。

　大量の埋蔵量を誇る鉱山と鉱床が豊富に存在し、未発掘の鉱床も多い。それが開発できれば莫ばく大だいな利益になるはずだと。

「でも、今までは攻略されていなかったのよね？」

「はい。何度か高名な魔法使いの方々が挑んだそうですが……」

　失敗しているからこそ、ヘルタニア渓谷は魔物の巣のままなわけだ。

　イーナの問いに、カタリーナはそう答えた。

「あそこの魔物は独特ですし」

　通常、魔物の領域に住まう魔物は、特殊ではあるが一応は生物に近い形状をしている。

　一部例外でアンデット系もいるが、これは発生条件が冒険者の死などであるからそれほど数がいるわけではないし、『聖』の魔法で比較的簡単に退治可能だ。

「ところが、ヘルタニア渓谷の魔物は……」

　どういうわけか、すべて岩でできているらしい。

　狼おおかみ・猪いのしし・熊・大鷹たか・ワイバーンなど、見た目はどこの領域にも生息している生物だが、体が岩で構成されていて、たまに岩を食べるだけで飢えることもなく、岩でできた子供を出産する。

　この場合は、分裂したとも言えるのであろうか？

　中央の学者も匙さじを投げる、おかしな魔物たちであるようだ。

　聞いた限りでは、自立行動性に優れたゴーレムのように思うのだが。

「駆除を頼んでも、冒険者たちはほとんど引き受けません」

　岩でできているが、普通の魔物と同じく頭を切り落とせば死ぬし、心臓部分を突いても同じく死ぬそうだ。

　もっとも生きているのかも不明で、血も流れないので活動停止という状態らしい。

　そうして倒した魔物からは、魔石と鉱石が取れる。

「大半は鉄か銅の鉱石ですし、雑ざ魚こだと拳大がせいぜい。そのくせ全身が岩なので武器の損耗が激しく、誰も中に入りたがらないそうですわ」

　普通に考えれば、他の領域の方がよっぽど効率がいいわけだ。

「それって、ゴーレムなんじゃないの？」

「という学者も多いそうですわ」

　ルイーゼの疑問に、カタリーナが答える。

　別にどちらでも構わないが、その岩製の魔物たちに阻まれてヘルタニア渓谷の開発は進んでいなかった。

「カタリーナは、よく知っているな」

「私、ここを攻略して貴族になろうと計画したこともありますから」

「チャレンジャーだな」

　確かにここを攻略できれば、女性でも何の問題もなく貴族になれたはず。

　もっとも、完全に計画だけで頓挫している。

　高名な魔法使いでも一人や二人では、とても成功の目がないからだ。

「先々代のブロワ辺境伯も、兵を入れたことがあると聞いておりますわ」

　一万人ほどの兵をヘルタニア渓谷に入れた途端、数万体の岩製の狼、猪、熊などの大群に襲われ、さらに上空からは万を超える大鷲わしやワイバーンにも来襲を受け、領域のボスの影すら見ずに全滅したらしい。

「その負債の回収のために、ブロワ辺境伯家は南部にちょっかいかけているとか？」

「かもしれませんわね」

「どっかで聞いたような話だな……」

　主に、うちの実家のことである。

「過去に、上級一名と中級二名および上級二名と中級二名で突入した例があるものの、魔物の数に圧倒されて撤退。多少の鉱石を持ち帰ったのみと、冒険者ギルドの記録にありますわ」

　地下遺跡と同じで、ボスを倒せばこれらの魔物は統率を失い、数も増えなくなる可能性が高い。

　いや、もしかすると完全に活動を停止してしまうかもしれない。

　ここの魔物が形態を生物に似せた岩製のゴーレムで、鉱山を守っているのだと考えると、ボスを倒せばその仕掛けが消えると考えられるからだ。

「古代魔法文明時代の遺産か」

「ヴェンデリンさんは、知っているのですか？」

「パラパラと本で見た程度。だから、今思い出した」

　本を見たのは、あの地下遺跡にあったイシュルバーク伯爵の書斎だったはずだ。

　魔力切れから回復したばかりの半分ボケた状態で、暇潰つぶしで適当に読んでいたのであまりよく覚えていなかったが、確か彼の作った作品のリストのような本だったと思う。

「ヴェル、自分のものじゃないから興味がなかったんだね」

　ルイーゼの言うとおり、その時は興味がなく、もし解放を依頼されてもかなりの大金でも貰わない限り割に合わないと思っていた。

「他の人たちが鉱山を採掘しないように、高度な罠わなを作ったのか。昔の魔道具職人って凄すごいのね」

　イーナは、素直に昔の魔道具の凄さに感心していた。

「戦力はあるし、上手く解放する作戦を立てないと」

「ヴェンデリン様、ブランターク様、カタリーナさん、伯父様、ルイーゼさん。この五人が主力になればボスの討伐も可能かもしれません」

　エリーゼの推論に、無謀だと感じている人はいないようだ。

「確かにいけるかも」

　今の時点では、ブロワ辺境伯家のお荷物であるヘルタニア渓谷である。

　身代金の額を少し減らして、ここを物納させる。

　その後に俺たちで解放してしまえば、一気に優秀な利権に早変わりというわけだ。

「解放が駄目そうでも、管理にそう手間がかかるわけでもなさそうだからな」

　南部と東部の境界近くにあるし、魔物の領域のままなら誰も侵入もしない。

　一億セントほど身代金の額を減らしても莫大な黒字になるし、面倒な裁定から一抜けが可能になる。

　そう考えると、悪い条件ではなかった。

「早速、提案してみよう」




　そして翌日、相変わらず何も決まらない裁定の席でこの案件を出すと、予想以上にブロワ辺境伯家側の食いつきはよかった。

「あのヘルタニア渓谷をですか？　もしかすると、バウマイスター伯爵殿が解放なさるおつもりで？」

「試す価値はありますよ」

「それは結構ですが、お命を大切に……」

　三人がかりで一万人の軍勢に『エリアスタン』をかけたら魔力切れになった俺たちに、数万体の岩製のゴーレムたちが集うヘルタニア渓谷の攻略は不可能だと思っているのであろう。

　珍しく二人は対立もせず、すんなりとこちらの条件を呑のんた。

「クナップシュタイン子爵。この裁定案を公式の記録に残してください」

「よろしいのですか？」

「構いません」

　公式の記録に残すと、王国の基準ではヘルタニア渓谷はバウマイスター伯爵家のものとなり、ここに他家が手を出すと世間的には侵略とみなされる。

　利権があやふやなままがいい物件だと、公式の記録に残すとかえって不利になることも多いが、ここを永遠にうちのものと記録させるのは、解放に成功したあとでブロワ辺境伯家側に因縁をつけられるのを防ぐためであった。

「では、身代金は三億五千万セントで十年払いとします」

　いきなり全額払うのは不可能なので、分割払いは仕方がない面もあった。




「これまでの経費を計算した結果、身代金一年分だけでも黒字。これで、ヘルタニア渓谷が解放できたら大黒字だな」

　ブロワ辺境伯家に一泡吹かせられるし、裁定交渉で一抜けして無駄な時間からも解放される。

「私もここにいたいと思いませんし……」

「ブロワ辺境伯家の連中！　カルラさんを何だと思っているんだ！」

　カルラ嬢に惚ほれているエルからすると、ここは彼女にとってよくない環境だと思っているんだろうな。早く交渉を纏めて陣払いをしようと提案してきた。

「ブライヒレーダー辺境伯。少しお願いが」

「いいですけど、ヘルタニア渓谷を解放したら少し噛かませてくださいね」

「それは勿もち論ろん」

　採掘を実際に行う時の人員の手配や、ヘルタニア渓谷と隣接する貴族たちからの妨害や盗掘に対応するための警備人員の強化なども必要となる。

　ブライヒレーダー辺境伯に少し利権を分けても協力を得るのは、安全な採掘のためには必要なことであった。

「では、暫くあの二人の相手をしていますか。もしバウマイスター伯爵がヘルタニア渓谷を解放したらどんな顔をするでしょうね？」

「当然、百パーセント成功させるつもりでやりますよ。そのために、魔法使い以外にも大勢動員しますから」

　こんな実りのない交渉からは、早く抜け出すに限る。

　俺は、退屈な裁定交渉の席から離脱して、再び冒険者として困難な仕事に挑戦するのであった。





第九話　ヘルタニア渓谷解放作戦







「広いけど、本当に不毛な荒野だなぁ……」

　バウマイスター伯爵家が、身代金の減額と引き換えに貰もらった『ヘルタニア渓谷』はとにかく広かった。形はほぼ長方形で、碌ろくに草木も生えない岩山や荒野が大半を占め、農業にも適さない。

　中央部に東西百キロの長さで幅百メートル、深さ百メートルほどの断裂が走り、移動にも困難が多かった。

　東部と南部の境界近くにあり、ブロワ辺境伯領の飛び地となっていたが、ブロワ辺境伯家は警備をする人員すら出していなかった。必要性を感じなかったのであろう。

　ここは、古代魔法文明時代に記された書籍によると、多くの鉱物資源が眠る鉱床の密集地帯だそうだ。

　その古文書には採れる鉱物の種類や場所なども記載されていたし、中央部の断裂はほぼ間違いなく何かしらの鉱物の鉱床のようだ。

　元々その断裂自体が、採掘によって広げられたと記載されている。

　古代の人たちはなぜかこのヘルタニア渓谷を放棄したわけだが、後にここを押さえた権力者たちは、このお宝の山の有効活用にことごとく失敗している。

　ブロワ辺境伯家は言うまでもなく、他にいくつもの貴族家に、王家さえも昔ここの解放を目指して失敗したそうだ。

　失敗の度に犠牲が多く出て、『果たして本当に解放できるのか？』という意見の多さから、現在では冒険者ギルドでも『無謀なので、進入はしない方が好ましい』という評価に落ち着いている。

　そのためか、冒険者予備校では既に情報の開示すらされていなかった。

　下手に教えて、冒険心溢あふれる若い冒険者たちが無謀な進入をしないための処置なのであろう。

　俺も成人前は、ヘルタニア渓谷の存在などまったく知らなかったのだから。

　カタリーナが知っていたのは、爵位を得られるほどの功績をあげられる場所を探していたからだ。

「ブランタークさんは知っていましたか？」

「名前だけはな。過去には、ここの解放で一いっ攫かく千せん金きんを夢見た冒険者は多かったそうだ」

　裁定交渉において一抜けをした俺たちは、ヘンリックの小型魔導飛行船でヘルタニア渓谷を臨む岩山の尾根に降り立った。

「生物の気配がないですね」

「ここに立っているとな。あそこに、石碑が立っているだろう？」

「ええ」

　ブランタークさんが指差した先には、銘も刻まれていない石碑が立っていた。

「エルの坊主。あのラインをほんの少しだけ越えてみろ」

「はい」

　ブランタークさんに言われたとおりにエルが石碑を越えて一歩奥に入ると、俺も途端に魔物らしき反応を探知する。

「エル！」

「わかっている！」

　突然、岩陰から狼おおかみが飛び出してエルに飛びかかる。

　よく見ると、その狼は岩でできているようだ。

「ロックゴーレム？」

　続けて二匹の狼が飛び出し、エルに襲いかかってくる岩狼は合計で三匹。

　俺の剣の腕ならばアウトであったが、エルは時間差をつけてまるで舞を舞うように次々と狼を斬きり捨てた。

　岩狼は、普通の生き物と同じく頭部や心臓の部分を切られると活動を停止してしまうようだ。

　バラバラの石くれの山が三つ出来上がり、エルはそこからビー玉大の魔石と鉱石らしき石を拾って戻ってくる。

「あ───あ。いい剣だったのになぁ……あとで研ぎ直さないと駄目だな」

　エルは、刃が欠けてしまった自分の剣を見て溜ため息いきをついた。

「とまあ、こういうわけだ」

　過去の犠牲から、ああして石碑が建てられて領域との境目が示されているそうだ。その周囲も岩山や荒野なので近寄る人もいない。

　境界線内に一歩でも入ると岩でできた獣たちが襲ってきて、それを倒せばと魔石と鉱石が手に入る。

「ヴェル、この鉱石って何だ？」

「ええと……低品質の鉄鉱石」

「だあぁ───！　割に合わねぇ！」

　『分析』でエルが持ってきた鉱石の成分を探ると、含有率の低い鉄鉱石であった。

　魔石も品質が物もの凄すごく低い。

　なのに、たった三匹を斬っただけで、エルが普段愛用しているかなりお高い剣が研ぎ直しになってしまった。

「つまり、こいつらを倒しても実入りはゼロどころか赤字なわけだ」

　冒険者の狩り場としても不向きで、もしエルが領域にもっと長く留とどまっていたら数十、数百、数千と、襲撃してくる岩の魔物は激増していくそうだ。

「鉱床の採掘を目指して軍を入れると、いつの間にか岩の魔物たちに包囲されるわけだな。そして、多勢に無勢で屍しかばねを曝さらすと」

　ブランタークさんが言うには、少し奥に入ると朽ち果てた軍勢の残骸があるそうだ。

　回収は危険なので、そのまま放置されているらしい。

「古文書によると、大規模なミスリルの鉱床があるらしい」

　ミスリルは、高品質の武具や魔道具作りには欠かせない金属であり、常に供給不足でその値段は高止まりを続けていた。

　俺も含めて一部高位の魔法使いが、銀に魔力を添加して製造するのは可能であるが、その生産量は非常に少ない。含有率が低い鉱石まで強引に採掘している状態なのだ。

　当然、その手間分コストは増してしまう。

　うちの領地で新規に見つかったミスリル鉱山は、『とにかく早く採掘を始めろ！』と王国から言われて、操業を前倒ししたくらいなのだから。

「大規模なミスリル鉱床を得るか、全滅するか。ハードな選択だなぁ……」

　とは言いつつ、失敗の可能性については考えていなかった。それよりも、散々に迷惑をかけてくれたブロワ辺境伯家に一泡吹かせられるのがいい。

　エルとカルラ嬢の件についても、ある可能性が浮かんできた。難しく考えるからいけないんだ。徹底的に追い込んで、エルの嫁に差し出させるでもういいや。向こうが文句を言ってきたら、『カルラ殿は騎士の娘でしかない』と言い張ってしまおう。

「素晴らしい剣の腕前ですね、エルヴィンさん」

「いやあ、カルラさんの弓に比べたら全然大したことはないですよ」

　こっちがどうしようかと悩んでいるなか、エルはカルラ嬢に剣の腕を褒められて鼻の下を伸ばしていた。美人に褒められて嬉うれしくない男はいないよな。

「確かに美人だな」

　ブランタークさんは、素直にカルラ嬢の美しさを褒めた。

「ただ、もう何年かしないと俺の好みじゃないな。俺は、大人の女が好きなんだ」

　ブランタークさんが『嬢ちゃん』と呼ぶ女性は、まだ自分の守備範囲じゃないってことか。

「伯爵様はどう思っているんだ？」

「美人だとは思いますよ……」

　美人なのは間違いないし、学生時代の彼女にも雰囲気が似ている。

　だから危ないと思ったけど、いざ接するとそうでもないな。

「エルに悪いですしね」

　そう思える時点で、カルラ嬢に恋愛感情がないのがわかってしまった。それに、俺にはエリーゼたちがいるものな。

「あいつ。自分の立場がわかっているのか？」

「わかっているからこそ、頑張っておられると私は推察します」

「クラウス……」

　俺とブランタークさんの話しに割り込んできたのは、クラウスであった。

　彼は、たまにエルにアドバイスをしているみたいだな。

　クラウスが恋愛相談？

　似合わないけど、エルは真しん摯しに聞き入っている。真面目に仕事もこないているし、俺がとやかく言うことはない。相談しても無駄だと思われていることなんて俺は気にしないさ。

「もうこうなれば、ブロワ辺境伯家がヴェンデリン様に両手をあげるまで攻めるしかありません。もしヘルタニア渓谷がバウマイスター伯爵家によって解放されれば、元の持ち主であったブロワ辺境伯家の威厳は地に落ちますから」

　千二百年の歴史を誇る大貴族家が、成立一年未満の新興伯爵家に出し抜かれたら、赤っ恥もいいところだ。

「追い込んでから、カルラ様とエルヴィン殿の婚姻を条件に出すのが、一番の近道かもしれません」

　クラウスには、俺の考えなどお見通しというわけか。

「幸いにして、ヴェンデリン様は新興貴族です。最初のうちは、そのような無茶も許されます」

　古い歴史のある貴族家が無茶をすると貴族社会で白眼視されるけど、少数の新興貴族が無茶をして成り上がるのは、ある程度仕方がないと思われるわけか。

「どうせ、どういう風に行動してもヴェンデリン様は妬ねたみとやっかみの対象になります。ならば、今のうちはご自由になされてください」

　クラウスの奴、俺とエルを気遣っているのか。

「エルヴィンのことはともかく、ヘルタニア渓谷解放の勝算はおありなのですか？」

　クラウスの隣にいるモーリッツから、解放が成功する確率について聞かれる。

　諸侯軍の指揮官としては、無謀な戦いで犠牲を出したくないのであろう。

「かなりある。多少の準備は必要だけど。あとは、参加戦力の徴集に何日かかかるかだな？」

「暫しばらくは、ここで待機ですね」

　総勢五百名にも満たないバウマイスター伯爵軍は、ヘルタニア渓谷の境界ギリギリの場所に陣地を張って応援を待つことにした。

　急きゅう遽きょ人を増やしたので、モーリッツ、トーマスは編成と訓練に、クラウスは補給や細々とした書類仕事で忙しいようだ。魔物が襲ってこない荒地に陣を敷き、次の作戦に備えている。

　ヘルタニア渓谷は魔物が出ない場所も不毛の地で、陣を敷いて訓練を行っても苦情など出なかった。その代わりに、行商人一人来なかったが……。

「鉱山以外の開発は難しそうだな」

「こんな荒野では、山や羊ぎすら育たないだろうよ。農業は論外だし」

　この荒野にはただの岩山しかなく、ヘルタニア渓谷のオマケとしてうちに譲渡された。

「なら、ここが解放された時のために、侵入者対策をしないといけませんね」

「伯爵様は、えらく自信があるんだな」

「でなければ、身代金を減らしてまでここを獲得しませんよ」

　俺は、ブランタークさんとカタリーナを連れて、他の貴族領との境界線に岩の塀を魔法で建て始める。

　『ここからはバウマイスター伯爵家のものなので、余よ所そ者は入るな！』という意思表示なわけだが、三人で豊富にある岩を材料に黙々と作業をしていると、他の貴族領の住民たちが怪け訝げんな目でそんな俺たちを見ていた。

「『そんなに強く領有権を主張しなくても、そんな場所はいらないよ』というわけだな」

　いくら沢山の鉱床があっても、そこに入って採掘ができなければ絵に描いた餅でしかない。

　ブロワ辺境伯家側があっさりと領有権を譲渡したのは、身代金の減額の方が魅力的に見えるほど、ここが不良物件と思われていることの証明でもあった。

「それにしても、いくら塀を作ってもなかなか終わりませんわね……」

　魔物がいない外縁部分も合わせて、約二万三千平方キロのヘルタニア渓谷を囲う塀なので、すべて囲うのには時間がかかる。

　大雑把に囲って領有権を主張するためだけのものだが、ヘルタニア渓谷解放後には、鉱石泥棒を防ぐため、本格的な工事や警戒態勢の強化が必要であろう。

「本当に解放が可能なのですか？」

「カタリーナは、以前に解放を計画したのでは？」

「しましたけど、どう計算しても勝算が薄いので諦めましたわ。多勢に無勢なのはわかり切っていましたし」

　一人や二人の優秀な魔法使いで広域上級魔法を放ち数百の魔物を屠ほふっても、次から次へと湧いてくる。完全駆逐は難しいことに気がついたというわけか。

「そもそも、あのゴーレムらしき岩の魔物たちの発生原理が不明ですもの」

「それを知っている助っ人がいるけど」

「本当ですか？」

「説明は、強力な助っ人が来てからだな」

「誰が来るのかは、すぐに想像できましたわ……」




　数日後、塀を作る作業がほぼ終了したので本陣に戻ると、そこには『強力な助っ人』が、エリーゼが淹いれたお茶を飲みながらヘルタニア渓谷を眺めていた。

「噂うわさには聞いていたが、これが不可思議な岩でできた魔物が跳ちょう梁りょう跋ばっ扈こするヘルタニア渓谷であるか。しかも、某それがしがこれの解放に加われるとは……」

　強力な助っ人とは、勿もち論ろん導師であった。

　ヘルムート王国における『人型最終決戦兵器』の呼び名に相応ふさわしい彼に、解放作戦に参加してもらうのだ。

「お久しぶりです。導師」

「本当に、お久しぶりなのである！　バウマイスター伯爵は、ブロワ辺境伯家との紛争で暴れられてよかったであろうが、某は退屈であったゆえに！」

「（退屈って……）紛争ですから、暇な時間も多かったですよ。それよりも、頼んでいたものは持ってきてもらえましたか？」

「陛下から許可を貰って持ってきたのである。元々バウマイスター伯爵が見つけたものなので、問題ないのである！」

「既に目を通していたものですか？」

　カタリーナが首を傾かしげていたが、一度に説明した方が効率がいいと、俺はすぐに会議を招集した。

　参加メンバーは、カタリーナ、導師、ブランタークさん、エル、エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、モーリッツ、トーマス、クラウスである。

「まずは、俺が身代金の減額を条件にヘルタニア渓谷を得たのにはわけがある」

　それは、あの『逆さ縛り殺し』を攻略したあとのことであった。

　イシュルバーク伯爵の書斎で暇潰つぶしに本を読んでいると、このヘルタニア渓谷のことも書いてあったのだ。

「当時はブロワ辺境伯家のものだから、あまり興味はなかったんだけど」

　もし解放を依頼されてもよほどの報酬でなければ受けなかったであろうし、ブロワ辺境伯家側も依頼してこなかった。まず不可能だと思ったのであろうし、ブライヒレーダー辺境伯が妨害する可能性を考慮したのかもしれない。

「そのあとに、実家への嫌がらせと、不毛な紛争へのご招待だからな。何か意趣返しはと思ったところにコレだ」

「ブロワ辺境伯家では不良物件扱いのヘルタニア渓谷を、ヴェンデリン様に格安で譲渡させたのですね」

「そういうこと」

「エリーゼは、このヘルタニア渓谷の岩の魔物たちが『逆さ縛り殺し』のゴーレムに似ていると思わないか？」

「繁殖する以外は同じだと思います」

「ところが、その繁殖も、『逆さ縛り殺し』にあったゴーレムの無人修理工房と似たようなシステムで運営されているわけだ」

「つまりは、このヘルタニア渓谷から盗掘を防ぐための防衛システムなのである！」

　導師が持ってきたのは、一冊の古書であった。

　あの書斎にあった、イシュルバーク伯爵の『自分の作品目録』というやつである。

「遺跡とは違い、ヘルタニア渓谷は広い。しかも自然環境下にあるので、金属製のゴーレムでは経年劣化によって腐食する可能性があるのである！」

　無人修理工房でメンテしようにも、数が多いので時間がかかる。

　劣化が激しい部品は交換しないといけないし、年数が経てば次第に防衛システムの稼動率が落ちる危険性があった。

「そこで、岩の魔物型ゴーレムというわけだ」

　稼動用の魔石に、体はヘルタニア渓谷内ならどこにでもある岩でできている。

　鉱石が混じっているのは、立地上の偶然であるようだ。

「これなら数を揃そろえられるので、広域の防衛も可能になるのである！」

「はいはいっ！　導師」

「何かな？　ルイーゼ嬢よ」

「魔石はどこからきたのかな？　ゴーレムなら、人工人格の結晶があるはずだと思う。エルが倒した時に、そんなものはなかったような……」

「確かに、魔石と鉱石しか回収しなかったな」

　エルは、あの岩の魔物を倒した時に残骸を調べていたが、人工人格の結晶は欠片かけらすら見つかっていなかった。

「その理由は簡単である。このヘルタニア渓谷には主がいて、それがすべての岩のゴーレムたちを操作しているのである！」

　イシュルバーク伯爵の『自分の作品目録』によると、ヘルタニア渓谷の中心部にある割れ目の中に、岩と鉱石でできた巨大な岩竜『ロックギガントゴーレム』が鎮座しているそうだ。

「逆に考えると、ヘルタニア渓谷のゴーレムは、ロックギガントゴーレム一体しかいないとも言えるのである」

　岩でできた、全長が軽く百メートルを超えるロックギガントゴーレムの内部に、岩の魔物を多数同時に操る、巨大な人工人格の結晶が内蔵されている。

　外部からの侵入者を探知するとその規模に応じて迎撃を行い、数が減るとコントロールが可能な数までに回復を行う。

　その様子が繁殖に見えるのは、イシュルバーク伯爵の天才ゆえの奇妙な拘こだわりなのかもしれない。

「魔石はどうなのです？」

「ロックギガントゴーレムが鎮座しているポイントに、ヒントがあるのである！」

　巨大なミスリル鉱脈の上に、あえて鎮座させているのだと古書には記載されていた。

「ミスリルが生成されるのは、銀に大量の魔力が添加されるからだとヴェルから聞いたわ」

　イーナの言うとおりで、ミスリルの鉱脈は魔力が濃い、元魔物の領域が多い。

　そこにある銀が、時間をかけて徐々に魔力を吸収しながらミスリルに変化するのだ。

「ロックギガントゴーレムは魔力が多いポイントに居座って、そこから人工的に魔石を精製している？」

「そういうことのようである！」

　岩のゴーレムだからさほど強くもなく、これは数が戦力みたいなものだ。

　飛行可能な大鷹たかやワイバーンなども、飛べてそれなりに動きが似ているだけ。本物ほどは強くないのだ。

「でも、数は驚異的ですね」

「左様、イーナ嬢の言うとおり、数が脅威なのである！」

　多少魔法に自信がある冒険者が一日に数千体を破壊しても、次の日には既にその損害は回復している。

「一般兵士には、一体でも十分に脅威なのである！」

　万の軍勢で攻め込んで数千体を破壊しても、人間の軍勢の方は無傷というわけにもいかない。

　戦死、戦傷で数が減ったところに、また昨日と同じ数の軍勢に襲われる。

　これでは、解放に成功するはずがなかった。

「例の古書に、『ヘルタニア渓谷防衛ゴーレム装置』の性能が記載されているのである！」

　導師が開いた古書のとあるページには、こう記載されていた。

　ロックギガントゴーレムは魔力が溜たまっている渓谷の奥に鎮座しており、自力で動くことはできない。その巨体には、最大で十万体の岩のゴーレムを制御できる巨大な人工人格の結晶が内蔵されている。

　他にも、魔力を溜めて岩のゴーレムの核となる低品位の魔石を製造する装置も内蔵している。

　魔石の製造能力は、一日に五千個ほど。

　ゴーレムの数が減ると、人工人格の結晶が減った分を補ほ填てんしようとする。

　魔石をロックギガントゴーレムが体外に輩出し、それを外のゴーレムたちが一いっ旦たん飲み込んでから、自身を構成している岩を材料に、小さなゴーレムを分裂させる。

　見た目には産んだようにも見えるが実際には分裂で、親と同じ形状に生まれた子は、周囲の岩を使って体を大きくする。同じく、見た目には岩を食べているように見えるかもしれない。

「完全に自己完結している防衛システムなのか」

　だからこそ、今の今まで稼動していたのであろう。

「無限の回復力を誇る、数の暴力頼みのシステムゆえ、いくら王国でも、ちょっと手を出しにくいのである」

　ヘルタニア渓谷を解放する方法は、実はとても簡単ではある。

　ロックギガントゴーレムの体内に内臓されている巨大な人工人格の結晶を砕けばいい。

　この人工人格の結晶こそが、ロックギガントゴーレムと岩のゴーレムたちを動かしているもとなので、壊せばゴーレムはただの岩塊になってしまうからだ。

「方法は簡単だな。手段は物凄く困難だけど……」

　エルの言うとおりで、最大十万体にも及ぶゴーレムたちを突破し、ロックギガントゴーレムの元まで辿たどり着かなければいけないのだから。

「手段も困難ですけど、ヘルタニア渓谷は元はブロワ辺境伯家のものでしたわよ」

　いくら臣下が領有している物件とはいえ、王国政府が勝手に手を出すわけにはいかない。

　だが王国は、ヘルタニア渓谷の情報をイシュルバーク伯爵の『自分の作品目録』から入手していたはずだ。

　王国が行動する前に気がつけてよかった。

　もしブロワ辺境伯家がヘルタニア渓谷の価値に気がつかないままであったら、裁定交渉の後半で王国が和解金の一部を負担すると言ってここを取り上げ、後で俺たちに解放を依頼する可能性もあったのだから。

「陛下が苦笑いを浮かべていたのである。バウマイスター伯爵にまんまと攫さらわれたと」

「今から思えば、あの地下迷宮で死にかけたのが役に立ったというわけですね。同じ解放するにも、自分のものになるのならやる気も出ますし」

　なので、今回は同じパーティメンバーでも立場を変えている。

　ロックギガントゴーレムに突入する主要メンバーには、俺バウマイスター伯爵が凄腕の冒険者たちに依頼を出したという形にしてあるのだ。

　鉱山の利権を分けるのは面倒なので、成功報酬は現金一括で一億セントと予あらかじめ決めた。

「難易度は高いが、破格の報酬だな」

　日本円にして百億円なので、まず滅多なことでは出ない。

「ブランタークさんは、引き受けてくれますよね？」

「お館やかた様から、受けるように言われているからな」

　解放後のことを考えると、ブライヒレーダー辺境伯家のお抱え魔法使いであるブランタークさんは引き受けるしかない。

　この広大なヘルタニア渓谷の鉱山地帯を、バウマイスター伯爵家のみで運営できるわけがないので、かなりの業務を委託する必要があるからだ。

「某も、陛下ならびに商・工務卿から密かに後押しを受けているのである」

　王国としては、先に俺から奪われたヘルタニア渓谷の利権を少しでも得たいわけだ。

　所有権は俺にあるとしても、採掘・警備・精製・輸送などの利権はある程度は欲しいのだろう。

　バウマイスター伯爵家としても、利権に王家を噛かませておけば、解放後ブロワ辺境伯家に難癖をつけられてもいい用心棒になってくれる。

　完全に独占すればやっかみもあるので、みんなで幸せになる方法を考えたというわけだ。

「魔法を使って飛べない組は、ここで陽動作戦か」

「そういうこと」

　エル、イーナ、ヴィルマ、エリーゼは、あくまでもバウマイスター伯爵家の者として陽動作戦に参加してもらう。

　ロックギガントゴーレムを破壊する主要メンバーは、空を飛んで一直線に目標に突入する。

　その間、地上の陽動組には、境界線ギリギリを出たり入ったりして地上の岩ゴーレムたちを引きつける役割を与えた。

「ヴェル様」

「何かな？　ヴィルマ」

「陽動の数が少ない」

　資料によると、ゴーレムは地上のものが最大八万体で、空を飛ぶものが二万となっている。

　さすがに、五百名以下での陽動作戦は厳しいとヴィルマは指摘した。

「勿論応援も呼んでいるさ。その前に少し戦闘訓練だな」

　なるべく魔力を温存して、効率よく進路上のゴーレムを破壊しなければならない。

　そのためには、あのゴーレムたちがどの程度の魔法で壊れるのかを確認したかった。

　陽動組も、ゴーレムの強さを把握しておいた方がいい。

　そんな理由もあり、突入組は空から、陽動組は地上から境界線ギリギリでゴーレムを待ち、それらを倒す戦闘訓練を開始する。

「古書によれば、ロックギガントゴーレムの一日の魔石製造量は五千個！　よって、一日にそれ以上の数を倒せば、回復が追いつかないのである！」

「導師は、難しいことを言うなぁ……」

「エルさん、頑張ってくださいね」

「はい！　物凄く頑張ります！」

　エルは最初、一度にそんなに倒せないと愚痴っていたが、カルラ嬢に応援されていると知るや俄が然ぜん張り切りだした。

　導師は早速、最低限の『魔法障壁』を纏まとい、わざと挑発して呼び寄せた大鷹型やワイバーン型の岩ゴーレムの群れに突入する。

「確かに、見た目だけでさほど強くないのである！」

「相変わらず、すげえなぁ……」

　彼は突入と同時に、魔力を纏わせた拳と蹴けりで次々とゴーレムたちを粉砕し、息つく暇もなく少し離れたゴーレムの群れに向かって蛇型竜巻魔法を投げつける。

　『風蛇』ともいうべきそれが次々とゴーレムを粉砕し、砕けた破片が散弾のように周囲のゴーレムたちも襲って破壊を広げた。

「今回、『魔導機動甲かっ冑ちゅう』は魔力の消費量の点で不採用であるが、竜ほど強くはないので、効率よく進路上のものだけを破壊するのである！」

「あまり強力な魔法を放たずに、複数を巻き込むようにして数を減らせ」

「わかりました」

「わかりましたわ」

　俺とカタリーナは、ブランタークさんの指導で順番にワイバーン型のゴーレムに小さな『竜巻』魔法をぶつけて破壊していく。

　命中するとゴーレムは砕けてしまい、破片が周囲のゴーレムに当たって被害を増やす。

「この魔法の連発でいいですかね？」

「他の系統の魔物もいないからな。それだけで十分だ。むしろ、魔力は極力温存しろ。ロックギガントゴーレムに辿り着いた時に魔力が空だと死ぬぞ。悪いが、その前に作戦中止命令を出すがな」

　飛べなくなれば地上のゴーレムたちの犠牲になってしまうし、ロックギガントゴーレムを破壊する魔力も残しておかなければいけないからだ。

「ロックギガントゴーレムへのとどめは、ルイーゼの嬢ちゃんに任せる。ただ失敗する可能性もあるから、他の突入メンバーも魔力は極力温存だ」

　今回の作戦は、五人で突入を行う。

　ルイーゼを囲って万全の状態でロックギガントゴーレムまで運び、彼女の渾こん身しんの一撃でロックギガントゴーレムの胴体に内臓されてる、巨大な人工人格の結晶を破壊するのだ。

　成功すれば、他のゴーレムたちはその活動を停止させる。だから今、無理に全滅させる必要はないというわけだ。

「ルイーゼさん。絶好調ですわね」

　カタリーナの視線の先には、ルイーゼがまるで八艘そう飛びのように飛行するゴーレムの頭部を砕きながら、空中を移動する姿があった。

　生き物と同じく、ゴーレムは頭部を失うと地面に向かって落ちてしまう。

　無駄に魔力を使わない攻撃という点では、ルイーゼが一番優れていた。

「あとは……」

「今気がついた！　剣が、オリハルコンソードなら傷一つ付かない！」

「無茶を言うなよ！　そんな業わざ物もの、よほどの一流冒険者か金持ちでもないと持てるか！」

「俺は持っていますけど」

「マジでか！」

「いいなぁ……」

　エルが実際にオリハルコン製の剣で戦い始めると、モーリッツは驚き、トーマスは羨うらやましそうな表情を浮かべた。

　カルラ嬢がいるのでハイテンションなエルは、地下迷宮攻略で得た金で買ったオリハルコン製の剣で、次々と狼型のゴーレムたちを斬り裂いた。

　確かに、オリハルコン製の剣ならば、岩など豆腐のように簡単に斬れるはず。

「エルヴィン、カルラ様が応援しているから前に出ろ」

「本当ですか？」

「もうエルヴィンしか見えないような声援を送っているぞ」

「前に出ます！」

「カルラ様の注目は、エルヴィンが独占だな」

「あはははっ！　死ねい！　雑ざ魚こゴーレムどもが！」

「（モーリッツ。えげつねぇ……）」

　モーリッツやトーマスからカルラ嬢の件を出だ汁しにされ、エルは常に前に出されたが、エル自身の腕前とオリハルコン製の剣の性能によって一人前線で無双を続けていた。

「カルラさん。見ていてくれるかな？」












「大丈夫。今のエルヴィンは物凄く注目されているから」

「頑張ります！」

　ただ、モーリッツもエルが嫌いなわけではないので、ある程度戦わせたら定期的に休憩はさせている。

「エルヴィン、後ろで少し休んでこい。カルラさんが待っているから」

「はいっ！」

　エルは急ぎ後方に戻り、エリーゼと一緒に負傷者の手当てをしているカルラ嬢の元にまるで犬のように戻っていく。

「エルさん。大丈夫ですか？」

「はい！　全然余裕です！」

　彼女からタオルと水の入ったコップを受け取りながら、エルは少しでも長く話そうと涙ぐましい努力を開始する。

　そういえば、裁定案が成立してもカルラ嬢はフィリップたちに顔を見せに行かなかったな。殺されそうになったから縁切りなのか？

「モーリッツは、エルの使い方が上手いなぁ……」

　次にイーナの行方を探すと、彼女はあの懐かしい大技を披露していた。

「槍そう術じゅつ大車輪！」

　あの空回りしていた頃のローデリヒが見せていた、強いのかよくわからない槍術である。

　イーナが会得していたのには驚いたが、これが思った以上に役に立っているようだ。

「この技って、対多数用の技なのね。なんとなく想像はつくけど……」

　イーナの周囲には、多数のゴーレムの残骸が散乱していた。

「ヴィルマは、どこにいるのかな？」

　ヴィルマを探すと、彼女は前に話していた鉄製の強弓を引いていた。

　矢もすべて鉄でできているようで、放った矢は何体ものゴーレムを貫通して破壊していく。

「よくあんな弓を引けるよな……」

　俺では、あの鉄弓を引いてもビクともしないはずだ。




『三年くらい前に、行きつけの武器屋に飾りとして置いてあった』

　飾りで作ったので、主人も看板の代わりにしていて販売は考えていなかったらしい。

『引けるから売ってと言ったら、引けるわけがないと言われた』

　もし引けたら無料でやると言われたので、店主の目の前で引いて手に入れたのだそうだ。




「人相手だと躊ちゅう躇ちょするけど、ゴーレム相手だから都合がいい」

　ただし、欠点もある。

　矢が通常のものよりも高価なので数が少なく、すぐに使い切ってしまったのだ。

「戦争って、お金がかかる」

　ヴィルマはこの世の不条理を嘆きながら武器を戦せん斧ぷに交換し、それを振り回して弓矢よりも多くのゴーレムを粉砕する。

「ヴェンデリンさん。そろそろ」

「ああ」

　体力的にも時間的にも、そろそろ限界であろう。

　カタリーナからそう告げられた俺は、地上の陽動組を少しだけ前線から下げてからルイーゼを除く四人で大量の魔力を使って巨大な竜巻魔法を完成させる。

「合体魔法ってか？」

「スピントルネード！」

「みなさん適当ですわね。ここは華麗に」

「テトラゴントルネード？」

「それですわ！　ヴェンデリンさん、疑問形はやめてください！」

　四人による合同竜巻魔法によって、視界に見えていたゴーレムたちはすべて砕かれ、互いに衝突し、ただの岩の塊となって地面に落下していく。

　その地面には、大量の岩塊や、鉱石、魔石などが残されていた。

「拾えぇ───！」

　上空にいる俺からの命令で少し下がっていた我が軍の兵士たちは、一斉にゴーレムの残骸を捜索し始める。

「魔石が優先だ！　鉱石はできたらでいい！」

　とにかく時間がない。すぐに他からの援軍が、今以上の数で押し寄せるのは確実だからだ。

「ヴェル！　今の倍以上の数のゴーレム軍団を発見！　こちらに向かってくるよ！」

「全軍、境界線の外まで撤退！」

　目がいいルイーゼが次々と押し寄せる新手のゴーレムたちを見つけたので、俺は急ぎ全軍に撤退命令を出す。

　こうして、実戦経験を積むために行われた戦闘の第一日目は無事に死者もなくで終了するのであった。

「魔石の数は？」

「二千五十六個」

「こんなものかぁ……」

　討伐自体が目的ではなかったが、今日の成果を聞くとやはり軍勢による正攻法での攻略は難しいという事実が判明する。我が軍が少ないという理由もあるが、一日に二千体討伐してもそれ以上の回復能力があるのだから意味がないと言われると厳しい。

　それに、この二千体の半数以上は魔法で仕留めたという現実もある。

「魔石はどうするんだ？」

「この前の広域エリアスタンで消費した魔晶石の補充に使う」

「なるほど」

　俺の答えに、エルが納得する。

　持っていた魔晶石がすべて空になり、いまだに魔力の補充が終了していなかったし、どうせ低品位の魔石なので他に使い道もそれほどなかったからだ。

「しかし、魔石の製造装置ねぇ……イシュルバーク伯爵って天才なんだな」

「その天才のせいで、俺たちは常に全力戦闘だけどな」

　低品位とはいえ、今では生成過程解明の糸口すら掴つかめていない魔石の製造装置を作ってしまったのだ。できれば、無傷で鹵ろ獲かくしたいところである。

「あくまでも、できたらだね」

「だよなぁ」

　ルイーゼの言うように、余計な欲をかいて失敗したら目も当てられない。

　まずは、ロックギガントゴーレムの破壊を優先すべきであろう。

「それで、いつまで戦闘訓練を続けるの？」

「お友達が到着するまで」

「はあ？」

　そう、相手は大軍なので、それに対抗できる数が必要というわけだ。

「俺たちは飛んでいくから、空のゴーレムたちだけ相手すればいい。だけど、ロックギガントゴーレムの傍そばに地上組がワラワラといたら破壊の邪魔になるからな。陽動要員が必要になるわけだ」

「バウマイスター伯爵家諸侯軍だけで？」

　ルイーゼ、そんな動員能力はうちにはないぞ。

「全然足りないから、他にも援軍を頼んでいるよ。だから、導師にも冒険者として討伐依頼を受けてもらったわけだし」

「それって、もしかして……」

　数日後、ヘルタニア渓谷の上空に大型魔導飛行船によって編成された、合計四隻からなる空中艦隊が浮かんでいた。

　ルイーゼは、その光景に絶句しているようだ。

「これって、ルート運行されている大型魔導飛行船の予備だよね？」

「そうだよ。これじゃないと、数が運べないし」

「経費かけてるねぇ……」

　どうせヘルタニア渓谷を解放すれば、色々と利権を求めてくるのだ。

　ならば、せいぜい王国には力を貸してもらえばいい。

「金を出すのは俺なんだし、失敗してもそんなにダメージでもないから」

「ブロワ辺境伯家が、後方攪かく乱らんをした理由がよくわかるよ……」

　ローデリヒがいい顔をしないかもしれないけど、王国軍は経費こちら持ちで訓練と実戦の経験が積めるし、参加する指揮官や兵士たちはゴーレム相手とはいえ武功を積める。

　この話をエドガー軍務卿に持ちかけたら、すぐに魔導飛行船に王国軍を積んで送ってくれた。

「エドガー軍務卿の命で参りました。司令官のアロイス・フォン・ヴィリ・アヒレスです」

　合計三千人の兵を率いてきたアヒレス氏は、四十歳くらいに見える真面目そうな人だ。

　法衣子爵家の当主で、アームストロング伯爵家とは遠い縁戚関係にあるそうだ。

「なかなかに派手な作戦ですな。ところで……」

「あっ、はい。準備していますよ」

「さすがですな」

　アヒレス子爵が急いで軍を率いてこれたのは、食料や水などの準備をあまりしていないからである。ここには港もないので大型魔導飛行船をちゃんと降ろせず、兵士たちは縄梯子ばしごで一人ずつ降りていた。

「本当に急いで来たのですね」

「我々の仕事は陽動だと聞いていますし、物資はこちらで準備されている。ならば、急ぎ解放してしまいましょう」

「なぜです？」

「このヘルタニア渓谷は、裁定案でバウマイスター伯爵に正式に譲渡されたとはいえ、もし我らの動きが知られれば、余計なこと考える輩やからが増えますからな」

　自身も貴族であるアヒレス子爵は、ブロワ辺境伯家の誠意など微み塵じんも信じていないらしい。

　なるべく早く終わらせて、既成事実化することが重要だと述べた。

「それもそうですね。あっそうだ」

　俺は、準備していた大量の物資をアヒレス子爵に渡す。

　昨日のうちに、臨時の物資集積所を作ってそこに置いておいたのだ。

「物資がないと軍は動けませんからな。その準備がしてあれば、意外と融通は利くのですよ」

　大型魔導飛行船から縄梯子で降りてきた三千人の兵士たちは、すぐに隊ごとに纏まってから物資を取りに行った。急ぎ、陣地の設営や食事の準備を始めるためである。

「この境界線内に人が入るとゴーレムたちが作動し、出ると襲ってこなくなる。事前に報告は受けていましたが、不思議な構造ですな。数日間、訓練がてら効率のいい陽動方法を模索します」

　アヒレス子爵率いる王国軍三千人は、境界線を出たり入ったりしながら、地上にいる岩ゴーレムたちをおびき寄せたり、狩ったりを繰り返した。

「深追いはしないように。数が増える前に、外に出るのを忘れるな」

　アームストロング伯爵やエドガー軍務卿とは違い、アヒレス子爵は冷静に軍の指揮を執る。

　既に死傷者も出ていたが、このくらいは想定の範囲内だとアヒレス子爵は言う。

「死ぬのが嫌なら、軍人や冒険者にはならないことですな」

　アヒレス子爵は、淡々と本番に向けて陽動の訓練を行っていた。

　彼らの任務は、俺たちが突入する時に地上のゴーレムたちを引きつける陽動なのだ。

「それで、お味方の援軍は？」

「今日明日には揃いますよ」

　三千人の王国軍だけでは陽動には足りないわけで、他にも近場の貴族たちに援軍を要請した。

「バウマイスター伯爵殿、助かる……」

　ヘルタニア渓谷に領地を接している貴族の大半は、今回の紛争でブロワ辺境伯家に翻ほん弄ろうされて損害を出している。

　ブライヒレーダー辺境伯家側に寝返って損害の肩代わりをしてもらってはいるが、ブロワ辺境伯家が裁定案を結んで和解金を支払わなければ、借金は残ったまま。

　懐具合が厳しいので、諸侯軍を出して陽動任務に加わっていた。

　バウマイスター伯爵家が出す謝礼を目当てに、傭よう兵へいの仕事を請けたというわけだ。

「うちは、本当に人手がないからなぁ……」

「領地貴族で新興ですからな」

　ヘルタニア渓谷には、王国軍と五十家を超える諸侯軍が到着し、十個の軍団に分かれて陽動作戦の訓練を繰り返していた。

　境界線を越えてゴーレムたちをおびき出し、ひと当てしてから外に逃げる。

　ゴーレムが姿を消すと、また線を越えて挑発を行う。

　なるべく多くのゴーレムを引きつける方法を模索しながら、効率よく破壊する訓練も続ける。

　期間は一週間にも及び、彼らに食料や娯楽品などを販売する商人なども姿を見せ始める。

　ヘルタニア渓谷は、一種の解放作戦特需に沸いていた。

「さて、そろそろ突入を開始しますか」

　最後の会議の後に、いよいよ作戦はスタートする。

　ヘルタニア渓谷の周囲十箇所から軍勢が境界線を出たり入ったりしながら地上のゴーレムたちを挑発し、その注意を最大限に引いたところでロックギガントゴーレムに一番距離が近いポイントから五人で突入を開始する。

　最短距離で、最低限の空を飛ぶゴーレムだけ排除しながら、一気にロックギガントゴーレムを破壊するわけだ。

「ブランタークさん、ここが最短突入ポイントですよね？」

「伯爵様も『探知』しただろう？　ご本尊は、ヘルタニア渓谷のど真ん中にいる」

　正確には、中央を走る断裂の一番奥のど真ん中である。

　そこの魔力溜まりに、足もないロックギガントゴーレムが鎮座している。

　その大きさは百メートルを超え、前方の頭部と後方の尻尾は八本ずつある。

　十万体ものゴーレムを同時に操る巨大な人工人格の結晶と、低品位ながらも魔石を一日最大五千個も製造可能な装置を体内に納め、ヘルタニア渓谷に侵入した敵をすべて排除する。

　古代魔法文明時代の天才魔道具職人イシュルバーク伯爵による、まるで生きているかのような防衛装置なのだ。

「頭と尻尾が八本ですか」

　動けないが、口からブレスではなく岩弾を発射し、尻尾を振り回して敵にダメージを与える。

　基本が岩製なので、前に戦ったミスリルゴーレムほど堅くはないが、時間が経つと再生するらしいので、決して侮るわけにはいかなかった。

「昔に聞いた、『ヤマタの大竜』に似ているのである！」

　日本神話に出てくる『ヤマタノオロチ』のようだが、この世界にも頭が八つある竜の伝説は残っている。導師が知っているのは、冒険者予備校の座学で教わるからだ。

　この竜が実在しているかについては、これは不明であった。

「前から思ってたんだけど、頭が八つなら『ナナマタの大竜』なんじゃないの？」

「ルイーゼさん。そんな昔の伝承に文句をつけても仕方がないではないですか。それよりも、そろそろ時間なのでは？」

　ルイーゼの屁へ理屈に、カタリーナがツッコミを入れた。

「カタリーナの言うとおりなんだけどさぁ」

　境界線の外にある岩山の尾根で五人で待機していると、眼下では王国軍とバウマイスター伯爵家諸侯軍の混成部隊が、引き寄せたゴーレム軍との戦闘に入った。

「おりゃあ───！」

「エル、気合が入ってるなぁ。理由は邪よこしまだけど……」

　前線に立って秘蔵のオリハルコン製の剣を振るうエルに、ルイーゼは容赦なかった。

　エルだって、一番の目的は味方に被害を出さないために、剣の切れ味が落ちない自分が前に出ているはずなのだから。

「その理由と、カルラさんにいいところを見せようとしている気持ちが鬩せめぎ合っているのでは？」

「カタリーナも容赦ないな……」

「あの年の男なんてみんなそんなものだろう。ほら、そろそろ行くぞ」

　十箇所を超える敵の侵入に対し、推定八万体のゴーレムたちはほぼ外縁部に集まった。

　これをすべて相手すれば全滅だが、そこまでする必要はない。

　俺たちが高速で飛行してロックギガントゴーレムを目指すのに、既に外縁部に引き寄せられているゴーレムたちは、作戦の邪魔にはならないからだ。

　ただ、空中の二万体はあまり動いていなかった。

　彼らは、空から侵入した敵にだけ対応するようだ。

「二万体かぁ……」

「普段はヘルタニア渓谷中に散っているからな。集合する前に、急ぎロックギガントゴーレムを破壊するぞ。いいな？」

　すべてを破壊する必要はない。どうせロックギガントゴーレムが破壊されれば岩塊に戻るし、そんなに時間をかけていたら作戦は失敗する。

　ブランタークさんは、特に導師に念を押していた。

「その場に留まって、無双とかしないでくれよ、導師」

「一応、某もプロの冒険者なのであるが……」

　こういう場合、やはり経験豊富なブランタークさんの意見が尊重される。

　導師も、年長者である彼の意見には素直に従った。

「念のためってやつさ。他のみんなもな」

「了解！」

「任せて」

「腕が鳴りますわ」

「ではいくぞ！」

　ブランタークさんの合図で、五人は『高速飛ひ翔しょう』によりヘルタニア渓谷へと突入する。

　陣形は、俺とカタリーナがツートップで、その後ろをルイーゼとブランタークさんが。

　殿しんがりを、追いかけてくるゴーレムを排除するために導師が務めていた。

「ブランターク殿、後ろに敵がいないのであるが」

「今の時点で追いつかれたら、作戦は失敗だろうが……」

　まだ突入直後なので、空中にいるゴーレムたちはほとんど俺たちに対応できなかった。

　数体が前方を塞ふさいでいたので、まずは俺が『竜巻の槍やり』を作って投とう擲てきする。

　命中したワイバーン型のゴーレムと、その周囲にいた数体が砕け散って地面へと落ちていく。

「魔力は節約しないと。カタリーナもな」

　古書の資料をもとに作戦は完璧に立てたはずだが、何が起こるかわからないので、魔力はできる限り温存するのが作戦の基本となっていた。

「当然ですわ。私は、ヴェンデリンさんよりも魔力量が少ないのですから」

　続けてカタリーナが、前方に見え始めた十数体の大鷹型のゴーレムたちに魔法を使う。

「トルネードブレイク！」

　『暴風』の名に相応しく、前方にいるゴーレムたちの中心部に突然竜巻が発生し、彼らを上空へと巻き上げていく。

　竜巻の中でぶつかり合ったゴーレムが損傷、破壊されて地面へと落下していった。

「凄いねぇ。ボクも何か攻撃したいけど」

「ルイーゼは、魔力を温存だ」

「わかっているけど、少し退屈だなぁ」

　元々放出系の魔法は一切使えないので、ルイーゼの役割はロックギガントゴーレムに強烈な攻撃を直接加えることにある。

　到着まで魔力を極力温存して、ロックギガントゴーレムにとどめを刺すのがルイーゼの仕事だ。

『渾身の力で、秘奥義を出しちゃうよ』

『何か期待できそうだな（やっぱりあるのか。秘奥義とか）』

『ヴェル、大いに期待したまえ』

　出撃前のルイーゼはいつもどおり明るかった。プレッシャーというものは存在しないようだ。

「思ったよりも、ゴーレムが少ないな……」

　突入開始から十分ほど、ブランタークさんが首を傾げた。

　古書によれば、さすがにこれだけ時間が経てば空のゴーレムたちはもっと集まってくるはず。

　なのに、数体から数十体の集団を五回撃破しただけで、あまり前方に敵が見えなかったのだ。

「もしかすると……」

「もしかすると何です？」

「意外と人工人格さんが仕事をしているのかもな」

　さらに数十秒飛行を続けると、遂に目標のポイントに到着する。

　ヘルタニア渓谷を走る巨大な断裂。

　その奥にロックギガントゴーレムが鎮座しているのだが、その上空には万を超えるゴーレムたちが俺たちを待ち構えていた。

「ちっ！　俺たちの目的を察知したか」

「あんなに数が多いと、断裂に入れませんね」

　ロックギガントゴーレムは断裂の中にいるので、まずはあのゴーレムたちを排除しないといけない。二万体の大半が集まっていると推測される上空には、空の青さがわからない密度でゴーレムが集まっていた。

「伯爵様。まだ想定内だ。やれ！」

「了解！」

　ゴーレムたちに接近しながらも、俺は十個ほどの魔晶石を出して両手に握る。

　さらに意識を集中させながら、極大上級魔法の準備を始めていた。

「（基本的に、こういう魔法の方がスカっとするんだよな）」

　一分ほどの溜めを行ってから、両手を前に出して魔法を発動させる。

　前のグレートグランド戦では二分かかったので、俺もそれなりに成長しているようだ。

「バーストトルネード！」

　距離が離れたゴーレムたちの中心部で発生させた巨大な竜巻は、五千体ほどのゴーレムを巻き込んで激しい唸うなりをあげた。

　その中でゴーレム同士がぶつかって破壊され、暫くして竜巻が消えると、周囲の無事であったゴーレムを巻き込んで地面へと落下していく。

　『カッタートルネード』との違いは、巨大な竜巻を横に放出するのと、効果範囲が広いことだ。

　ロックゴーレムはグレートグランドよりも弱いので、威力を広範囲に拡散させている。

　ちなみに『バースト』の命名は、手で撃ち出しているイメージから……適当に命名した。

「ヴェンデリンさんは、こういう魔法の方が得意なのですね」

「そうだな。スカっとするし」

　相手がゴーレムなので、『広域エリアスタン』のように威力に気を使う必要がない。

「こちらを、排除する脅威と認識したようですわね」

　四分の一を一気に破壊されたので、ゴーレムたちは俺たちを排除しようと動き始める。

　約半分の七、八千体が、こちらに向かってくるのが確認できた。

「もう一発！」

　今度は、ドラゴンゴーレム戦で使った無属性の放出魔法を、再び両手を前に出してから発射する。

　威力は落ちるが、命中すると後ろに吹き飛ばされ、後方のゴーレムたちに衝突して互いに砕けていく。密集していたのが仇あだになったのと、やはり数が優先であまり強くはないようだ。

「初めて見ましたけど、デタラメな威力ですわね」

　カタリーナも竜巻の魔法を連発して数千体を破壊したが、彼女は予備の魔晶石をほぼ使い切ってしまったようだ。

「ですが、大分数も減って……増えていませんか？」

　確か、五千体くらいまでに減らしたはずなのに、なぜかまた倍くらいにまで戻っている。

「魔石をもとに、もう復活したのか？」

「一日五千個でしたっけ？」

　古書の説明によると、ロックギガントゴーレムは一日五千個の魔石を製造可能で、お尻の部分から魔石を出すと、それをゴーレムが飲み込んで、まるで生き物のように小さなゴーレムを生み出す。

　生まれた小さなゴーレムは、その辺の岩をくっつけて大きくなる。

　そんな説明だったような気がするが、損害が急激に増えるとある程度の過程は吹っ飛ばせるのかもしれない。

「材料もあるからな」

　今俺たちが派手にぶち壊して地面に落下させた、ゴーレムの残骸があるわけだ。

「ブランタークさん？」

「時間をかけると、まずいかもな」

　魔石の製造は一日五千個が限界かもしれないが、作った魔石を保存可能ならば暫くは増殖し続ける可能性がある。

　ここは、作戦を急ぐ必要があった。

「断裂の奥からは巨大な反応が一つと、数百個の小さな反応のみだ。突入してこっちを破壊した方が早い！」

「そうですね……突入しましょう。導師！」

「任せるのである！」

　俺はもう一度、無属性の放出魔法を放ってゴーレムの数を減らし、それと同時に導師がゴーレムの群れの中に突入していく。

　導師は『魔法障壁』を身に纏い、向かってくるワイバーン型ゴーレムの頭部に拳で一撃を加えた。

　頭部が砕けたゴーレムは、そのまま地面へと落下していく。

　続けて、後ろから襲いかかるゴーレムを回し蹴りで粉砕し、別のゴーレムの尻尾を掴んで振り回し、数体にぶつけて破壊する。

「物凄く強いよな。やっぱり」

「ですよねぇ……」

　魔法使いには見えないが、導師が圧倒的に強いのは誰の目から見ても明らかであった。

　ブランタークさんも俺も、その強さに改めて驚いてしまう。

「上空にいるゴーレムどもは、導師に任せて突入だ！」

「了解！」

　ゴーレムの数がまだ完全に回復していないうちに、ケリをつけるべきであろう。

　急ぎ四人で断裂の中に突入すると、いきなり眼前に岩弾が飛び込んでくる。

　事前に張っていた『魔法障壁』で弾はじくと、前方には岩弾を飛ばした岩竜が咆ほう哮こうをあげていた。

「ロックギガントゴーレム！」

　その巨大な頭は古書の記述どおりに八つもあり、次々と口から岩弾を吐いて俺たちを潰そうとした。

　他にも、この狭い断裂の中に数百体もの大鷹型のゴーレムもいて、こちらに攻撃を仕掛けてくる。

　運悪くロックギガントゴーレムが発射する岩弾に巻き込まれて壊れるゴーレムも多かったが、いくらでも作れるせいか味方の損害など気にもしていないようだ。

「目標は、胴体内の巨大な人工人格の結晶だ。頭部を破壊して前に進むぞ」

　ロックギガントゴーレムは巨大なので、胴体部分に行くには頭部を破壊して前進しないといけない。

　俺はすぐに竜巻を槍状にした魔法をぶつけて二つ潰し、カタリーナも小型の竜巻を操って二つを、ブランタークさんはドッヂボール大の竜巻のボールをぶつけて倒した。

　ブランタークさんに大鷹型のゴーレムが襲いかかるが、これはソフトボール大の風属性の弾を作り、それを頭部にぶつけて破壊する。

　彼の周囲には、常に十個ほどの風ボールがフワフワと浮き、それを飛ばして自分に脅威となるゴーレムを破壊。減った分の風ボールは、すぐに補充されてブランタークさんの傍を舞う。

　恐ろしいまでの魔法精度であった。

「俺は魔力が少ないからな。工夫するしかないだろう。あと二つ！」

　ロックギガントゴーレムの頭は、あと二つであった。

　断裂に横たわっているので、頭部を突破できれば胴体を攻撃されてしまう。

　それを危惧してか二つの頭部は、連射速度を上げて狂ったように岩弾を吐き続けた。

「ああっ！　もう邪魔ですわね！」

　カタリーナが『魔法障壁』で岩弾を弾きながら、中型の竜巻を飛ばして二つの頭部を吹き飛ばす。

　これで前進が可能になった。

「でもさ。この胴体のどこに弱点があるのかな？」

「知らん！　手当たり次第に拳で叩たたき割れ！」

　イシュルバーク伯爵の残した古書には、ロックギガントゴーレムの設計図までは残っていなかった。胴体に内臓されている以上は、そこを破壊していくしかないであろう。

「ブランタークさんも案外適当だなぁ……胴体っていうか、ただの岩の塊？」

　確かに胴体というよりも、断裂の幅五十メートル、長さ百メートルほどを埋め尽くすただの岩の塊にしか見えない。

　ルイーゼは、首を傾げながら壊した頭部に近いポイントに立ち、魔力を込めてから拳を振り下ろす。その威力はすさまじく、半径十メートル範囲の胴体部分に皹ひびが入り、バラバラに砕け始めた。

「当たりか？」

「残念。ハズレだ！」

　ルイーゼの替わりにブランタークさんが答えるが、その理由はすぐにわかる。

「ヴェンデリンさん！　早く結晶を破壊しないと！」

　どうやら、予想以上に頭部の修復が早かったようだ。

　カタリーナが、後方から岩弾を吐きながら攻撃してくる八本の頭部を『魔法障壁』で防いでいた。

「回復が予想上に早いな……おっと！」

　ブランタークさんが俺たちの上に移動し、『魔法障壁』を強化し始める。

「導師は健在だが……」

　彼が破壊したゴーレムの破片が降ってくるようになったのだ。かといって、やめろとも言えない。やめたら、上空のゴーレムたちも俺たちに襲いかかってくるはずだ。

　岩の雨くらいは、我慢するしかない。

「わかってはいたが、数が大すぎだな」

　ブランタークさんはそう言いながら、導師が討ち漏らした大鷹型のゴーレムに向けて風ボールをぶつけた。あの数だ、漏れがあっても仕方がない。

「ルイーゼ、どんどん破壊してくれ」

「わかった！　バンバンいくね！」

　四人で少しずつ前進をしながら、ルイーゼにロックギガントゴーレムの胴体を破壊させていく。

　お尻がある前方の守りは俺の担当であったが、当然八本の尻尾と大鷹型ゴーレム数十体が襲いかかってきた。

「お尻で、ゴーレムの核となる魔石を作っているんでしたっけ？」

「らしいなっ！」

　ブランタークさんが、『魔法障壁』で岩の雨を防ぎながら俺の問いに答える。

　ルイーゼは、持っている魔晶石で魔力を補充しながらロックギガントゴーレムの胴体に向けて拳を振るい続けていた。

　次々と胴体部分が破壊されていくが、その間にも太さ三メートルほどの尻尾が八本、鞭むちのようのうねりながらこちらを攻撃してくる。大鷹型ゴーレムの襲来も増えてきた。

「前は尻尾、後ろが頭で、上は岩の雨かよ！　ルイーゼ！」

「一気にケリをつける！　すべての魔力をこの拳に！」

「おおっ！　なんか凄そう！」

　ルイーゼが片手を天に伸ばしながら集中すると、自身の残りの魔力と、残っていた魔晶石内の魔力が拳に集まる。

「自分の魔力量を超えた魔力を拳に集めたのか？」

　これが、今のルイーゼの凄いところだ。普通の魔法使いは自分の魔力量を超えた魔力を体に留めておけない。だから俺たちは、『広域エリアスタン』をかけた時に、魔晶石から魔力を吸い上げるスピードで苦労をする羽目になったのだ。

　ところがルイーゼは、自分の魔力量の数倍の魔力を振り上げている拳に集めたのだから。

「ちょっと反動が厳しいけど、時間が延びるとジリ貧だからいくよ。魔闘流究極の極意！　『ビッグバンアタック』！」

　技名は意外とベタであったが、ルイーゼが魔力を込めた拳でロックギガントゴーレムの胴体を殴った瞬間、目も眩くらむような閃せん光こうが走り、今までとは比べ物にならない範囲でその胴体に亀裂が走り始める。

「成功だよ！　ヴェル」

　巨大な一つの岩塊であった胴体はすべて拳大ほどの岩塊に砕け、俺を攻撃していた尻尾、カタリーナを攻撃していた復活した頭部、断裂内に展開されていたゴーレムたちもすべてバラバラになって地面へと落下していく。

　どうやら本当に、ロックギガントゴーレムの完全破壊に成功したようだ。

「凄いな！　ルイーゼ！」

　今までに見たことがない大技だったので、俺は物凄く感動してしまった。

「でも、ちょっと体が動かない……」

　大技であった分、体への反動が大きかったようだ。

　岩塊の山の上でフラフラしているルイーゼを、俺はすぐに抱きかかえた。

「大丈夫か？」

「魔力が切れる寸前でちょっと眠い……でも、ちょっと役得」

「そうか。よく頑張ったな」

　ルイーゼの頭を撫なでながら褒めると、彼女は目をトローンとさせていた。

「ご褒美に、ちゃんとヴェルが抱っこして連れて帰ってね。お姫様抱っこのままで」

「要望には答えましょう」

　功労者からの願いは無下にはできない。

　俺はすぐに承諾した。

「ならボクだけは幸せだね。暫く意識がないし」

「はあ？」

　俺にはルイーゼの言っていることの意味が一瞬理解できなかったが、そぐにその答えは判明した。

　つまりだ。すべてのゴーレムを統括していたロックギガントゴーレムが破壊され、ゴーレムは岩塊へと戻った。

　空を飛んでいるゴーレムたちの大半は導師が上空で引きつけており、それらゴーレムたちもすべて岩塊に戻り、物理的法則に従って地面に落ちていくはず。

　どこに落ちるのかと言えば、ちょうど俺たちのいる場所にだ。

「退避ぃ───！」

　俺は大声をあげて、ブランタークさんとカタリーナに退避命令を出す。

「こんなのって！　勝利の余韻に浸る余裕もありませんわ！」

「そんなのはあとだ！」

　俺がルイーゼをお姫様抱っこしたまま、三人で『魔法障壁』を展開しながら上空へと退避する。

　途中、何百トンもの岩がゲリラ豪雨のように降り注ぎ、その威力はロックギガントゴーレムが撃ち出す岩弾よりも凄かったほどだ。

　一気に大量の岩が落ちてきたので、ヘルタニア渓谷は局地的な地震にも襲われ、断裂にも崩れたり亀裂が入った箇所が多かった。

「なんとか脱出したな……」

「ゴーレム軍団よりも、ロックギガントゴーレムよりも、岩の雨で死にかけたな」

　魔力がかなりギリギリだったブランタークさんは、安あん堵どの溜息をついた。

「もう散々ですわね。ルイーゼさんは幸せそうですけど……」

　魔力が尽きて眠っているルイーゼはご機嫌な表情をしていて、カタリーナが羨うらやましそうにそれを眺めていた。

「カタリーナも、お姫様抱っこを希望か？」

「ヴェンデリンさんは何を仰おっしゃって！……あとで少しだけ……」

　カタリーナは、顔を赤くさせながらモジモジとしていた。

「しかし、坊主も導師の下で体を鍛えていてよかったな。ルイーゼの嬢ちゃんをちゃんと抱っこしているし」

「ブランタークさんの中で、俺はどれほどのモヤシ君なんですか……」

　一般的に、魔法使いにモヤシ君が多いのは否定はしない。導師など滅多にいない例外なのだから。

「まあ、導師に比べるとな」

「それで、その導師なんですけど……」

　一人で数千体のゴーレムを足止めしたもう一人の殊勲者である導師は、俺たちが浮いている位置よりもさらに上空にいた。

「ふぬぅぉ───！　我らの勝利である！」

　誰も心配していなかったが、やはり導師は傷一つ負っていない。

　一人で奇妙な勝利の雄お叫たけびをあげていたが、俺たちの姿を見つけると嬉しそうに近づいてきた。

「ルイーゼ嬢から習った格闘技が役に立ったのである。『魔導機動甲冑』は燃費が悪いゆえに、大変に助かったのである。ところで、ルイーゼ嬢は魔力切れであるか？」

「秘奥義が炸さく裂れつしましたからね」

「あの眩まぶしい光であるな？」

　俺がルイーゼが使った技の説明をすると、導師は感心したような表情を浮かべた。

「なんと！　反動が強いながらも、己の魔力量の数倍の魔力を拳に込めて放つとは！　某にもピッタリな技であるな！　是非に、あとで教えてもらわなければ！」

「いや。やめとけよ。導師がそんなの放ったら、この大陸が崩壊するから」

「ブランターク殿、それは些いささか大げさであろう」

「（いえ。大げさとも思えない……）」

「（可能性は、なきにしもあらずですわ……）」

　ブランタークさんのボヤキに、俺とカタリーナも同意してしまう。

　こうして無事にヘルタニア渓谷の解放はなったが、導師の『ビッグバンアタック』習得は難易度のせいで成功しなかったことだけは明記しておこうと思う。

　世界の平和は、無事に守られたというわけだ。





第十話　結局、後始末をする羽目になる







「ルイーゼは、もう大丈夫なのか？」

「大丈夫だけど、秘奥義は体に負担がくるねぇ……」

「凄すごい技だったな」

「ソコソコ威力はあるけど、高位の魔法使いが使う上級魔法ほどじゃないよ。威力も範囲も負けちゃうし」

「俺は単純に凄いと思うけどね、あの巨体がバラバラだったし」




　防衛用岩製ゴーレムの巣であったヘルタニア渓谷は、俺たちの奮闘により無事に解放された。

　かなり苦戦させられたが、最後はルイーゼによる魔闘流秘奥義が炸さく裂れつしてすべてが終わる。

　ロックギガントゴーレムとそれに操られていたゴーレムたちは、自然のままの姿に戻って二度と復活することはないであろう。

　ヘルタニア渓谷は解放された。

「ヴェルは、この三日間何をしていたの？」

「お仕事」

　ルイーゼは功労者だったので、三日間寝ていてもらった。

　完全に動けないわけでもないのでトイレくらいには行っていたようだが、食事などもすべてエリーゼたちに世話されている。

「魔闘流って、奥が深いんだな」

「歴史が長い分、過去の偉人が生み出した技や秘奥義が沢山あるけど、使えるかどうかは別」

「何それ？」

「才能がない人は、使えないってだけのことだよ」

　『魔闘流を習って、格好いい技を使えるようになるぞ！』とは、簡単にいかないようだ。

「威力の問題もあるね。使えても、自分くらいの大きさの岩を割れるだけとか」

　なるほど、そこに絶望的な才能の差があるわけか。

「使えない人が大半だから、技の型が重視されるわけだね。魔力を込めて戦うという点では、導師やヴェルも強いでしょう？」

　導師は、今回の戦いで数千体のゴーレム相手に無双していた。

　すべてを倒したわけではないが、一人で数百体を破壊したそうで、彼の最強伝説にさらなる一節が加わったというわけだ。

　一方、俺であるが、ああいう戦い方は性格的に合わないので、どうしても魔法を放ってしまう。

　導師は逆に魔法を放出するのが苦手なので、導師を強化型、俺を放出型とでもいうのかもしれない。

　昔読んだ漫画で、そんなタイプ分けがあったと思う。

「バウマイスター伯爵殿。王都から調査隊が来ました」

「彼らは、ここで分析を始めるのですかね？」

「いや、持ち帰ると思いますよ」

「今回は、何か成果があるといいですね」

　ヘルタニア渓谷解放後、俺たちの本陣は中心部にあるミスリル鉱床の傍そばに移転した。

　俺の魔法で埋蔵量などを調べるためと、解放されたヘルタニア渓谷内に人が入り込んで鉱石泥棒などをするのを防ぐためである。

　今回の作戦に参加した貴族家の兵士たちは外縁部に陣を敷き、そういう連中の侵入を警戒している。

　実際に、既に何人かの侵入者を捕らえたと報告があった。

　近隣の住民たちが『今なら鉱石が簡単に採れて、いい収入になるかも』と侵入を試みたそうだ。

　今は個人レベルであるが、一番ありそうなのは、ブロワ辺境伯家が未練がましく何かを企たくらむことである。

「魔道具ギルドの連中が到着です。彼らはプライドが高いから、自分で作業しないと新しい技術を逃すと思っているのですよ」

　本陣の警戒に当たっているアヒレス子爵が、王都から魔道具職人たちが来たと俺に報告する。

　彼らは、俺たちが破壊したロックギガントゴーレムの残骸を引き取りに、大型魔導飛行船をチャーターして来たのだ。

「人工人格の結晶も、魔石生成装置も、他のわけわからん装置も、全部壊れて使えないですけどね」

　ルイーゼが、文字どおりバラバラにしてしまったからだ。

「何とか解析して、少しでも技術向上に当てたいのでしょうね」

　こっちもギリギリだったので、そう都合よく無傷で鹵ろ獲かくなど不可能だった。残骸があるだけマシだと思ってもらうしかない。

　それでも彼らは羽振りがいいので、ロックギガントゴーレムの破片すべてと、数十体分のゴーレムの破片、魔石のサンプルを高額で購入してくれた。

　商売は安定しているが、新しい成果もほしいのであろう。ヒントになるのなら、残骸でも高額で入手するというわけだ。魔導ギルドに対抗したのかもしれないが。

　冗談で吹っかけたのに、目の前にドンと白金貨の詰まった袋を出してきた時には驚いたものだ。

「あれ、どうやって持って帰るのですかね？」

「チャーターしてきた大型魔導飛行船に積み込むそうです。往復する必要があるそうですけど」

　ロックギガントゴーレム全部なので大半がただの岩だ。だが、俺らからすればその何の変哲もない岩に重要なヒントがあるかもしれないと、岩の欠片かけら一つ残さず持ち帰るのだそうだ。

　積み込みと運搬も自分たちで行うと宣言し、なるほど技術者とは凝り性な人たちが多いのだと、前世を含めて思い返した。

「それで、ここをどう開発なさるおつもりで？」

「普通に委託しますけど」

　自分の領地の人手すら足りていないのだから、よその人材で補うのは当然であった。

　それに、よそなら人は余っている。

　貴族は自分の領地に鉱山が見つかった場合、山師、鉱山技術者、精製に関連する技術者などはよそからの出稼ぎに頼る傾向にある。掘る人間は、余っている農家の次男以下を使う。農地を継ぐことができない領民へのいい就職先なわけだ。

　ところが、鉱山はものによっては数十年で鉱物が出なくなることが多い。

　同じ領内や、少なくとも近隣の貴族領に新しい鉱床が見つかればいいが、見つからなければ彼らは失業である。

　そんな事情で職にあぶれた人も多く、掘る人間はその気になればいくらでも集められるのだ。

「移住でもよし、出稼ぎでもよし。要は、ここが掘られて金属が出ればいいのですから」

　何も、すべて自前に拘こだわる必要もない。

　ほとんどの人材を王国直轄地と他領から集め、うちの人間は管理と不正のチェックだけ行えばいいのだ。

「随分と、大らかな体制ですね」

「時間がかからなくていいでしょう？」

　全部自分たちだけでやっていたら、多分鉱石を搬出できるまでに相当な時間がかかるはずだ。

　そうならないためには、外部の人間を活用するのが一番だ。

「（それに、周囲への嫉妬を抑えるためにも飴を与える方がいい）」

　ヘルタニア渓谷はバウマイスター伯爵家の持ち物であるが、ここで働く大半の人は外部の人間だ。

　これの意味するところは、直轄地や他領に籍がある人間の職と収入を保証しているという点にある。

　領民たちへの雇用対策にもなるし、収入のアップで経済の活性化にも繋つながる。

　普段は鉱山で働いている鉱夫たちが帰省で故郷に戻り、稼いだお金を地元で使う。

　それだけで、彼らの故郷の経済対策にもなるのだから。

「王国軍も役職が一つ増えますしね」

　実は、ヘルタニア渓谷の外縁部にある土地の一部を王国に売却する予定なのだ。

　その土地には鉱山はないが、王国はそこに『王国軍ヘルタニア渓谷守備隊』の本陣と、千名ほどの兵士を置くことになっている。

　彼らの仕事は、ヘルタニア渓谷にバウマイスター伯爵家以外の貴族が手を出してこないための防衛で、報酬は警備委託料と鉱石の安定した供給だ。

「ここのミスリル鉱床は予想以上に大きい。どうせ王国が介入してくるのなら、先に餌を与えて取り込めですか？」

　軍人とはいえ、貴族法衣として中央の政治に揉もまれているアヒレス子爵は現実的なものの見方をする人のようだ。

「裁定を結んだとはいえ、厄介なご近所さんがいますから」

「ヘルタニア渓谷解放の報を聞いたら、発狂しそうですな」

　それを防ぐために、ブロワ辺境伯家以上の用心棒を雇ったというわけだ。

「これだけ大規模な鉱山地帯だし、将来的には精製施設の稼動も必要です。大規模な町の運営も必要となると人手がいりますからね」

　バウマイスター伯爵領ですら絶賛移民募集中なのに、ここに移すわけにもいかない。

　結局、外から人を募るしかないのだ。

「お忙しそうですな」

「ええ、まあ……」

　ミスリルは絶対的に不足しているので、鉱石の状態でも買いたいと、王都にある多数の工房が言ってきた。急ぎ船を出すので、それまでに少しでも採掘を進め、大型魔導飛行船が離発着可能な船着場の整備をしておいてくれと言われていた。

　俺はまたも、土木工事冒険者として町を作るための整地と、鉱山と町を繋ぐ道の整備に追われるようになった。

「あの石畳の道は素晴らしいですね」

「材料は豊富ですから」

　岩などいくらでもあるので、魔法で岩を切り出し、整地した道に敷くだけで舗装した道路の完成だ。

「名実共に支配を進めますか。私としては、ヘルタニア渓谷守備隊隊長のポストが美お味いしいので、ブロワ辺境伯家の干渉には気をつけますとも」

　ブロワ辺境伯家の連中が何を言ってくるかわからない以上、アヒレス子爵はいい盾となってくれるはずだ。

「ブロワ辺境伯家の混乱ぶりは、王都でも話題になっていますからね。こんな時代だから……陛下の温情ですかね？　あの家が改易されないのは」

　もしこれが戦乱時であったら、とっくに改易されているとアヒレス子爵は言う。

　改易を不服として反乱を起こしたら、王国軍も貴族も喜んで討伐作戦に参加するだろうからな。手柄を立てるいい機会だろうし。

「まずは、ミスリル鉱石を運び出せる準備を優先します」

　幸いにして、ミスリル鉱床は露天掘りが可能なので、あまり時間をかけずに鉱石の運び出しは可能であろう。

　それから一週間ほど、俺は魔法で、インフラと積み出し用の魔導飛行船が離発着可能な港の土台を作る作業に没頭した。

『飛び地であり、土地柄、農業も牧畜も不可能。暫しばらくは鉱石の掘り出しのみ。数年後に、ある程度まで精製可能な大規模工房を作って効率化を図る。こんなところでありましょうか……』

　魔導携帯通信機から、俺はローデリヒの意見を聞く。

　彼はこのヘルタニア渓谷をバウマイスター伯爵家が完全に支配するため、追加で人員を送ってきたのだ。

　警備兵、鉱山技師、新しく作られる町を運営する政務・財務系の人材。

　勿もち論ろん、鉱夫は大量に雇い入れる計画だ。

『食料の自給は不可能ですか……』

　できなくはないが、そのためには植林などから始めて岩盤質の地盤の上に保水力のある土を定着させる作業から始めないといけない。

　ヘルタニア渓谷には川や沼は少なく、水は厚い岩盤を掘って井戸から汲くまないといけないので、数十年単位で時間が必要であろう。

　鉱床や鉱山から出る鉱毒の問題もある。

　俺ならば、魔法で使える金属を『抽出』して終わりだが、次世代以降にそれができる可能性は少ない。鉱毒への対策を考えつつ、農業もできる土地に改良をするとなると、これはどうしても後回しになる。

　まずは、未開地開発の方が優先だからだ。

「食料の自給は暫くはいい。周辺の貴族から買って彼らを味方にしろ」

　これも、ブロワ辺境伯家からの横よこ槍やりを防ぐためである。

　彼らはお得意さんを失わないために、喜んでブロワ辺境伯家を警戒してくれるであろう。

『価格を吊つり上げられませんか？』

「可能性はあるが、食料を売るすべての貴族が談合しないと難しいだろう」

　それに、あまりに高ければバウマイスター伯爵領やブライヒレーダー辺境伯領から輸入してしまえばいいのだ。

『貴族も一枚岩ではありませんからな』

「そういうことだ」

『代官の人選ですが、拙者の選んだ者でよかったのですか？』

「特に反対意見もないな」

　ローデリヒが人選したヘルタニア渓谷代官は、アームストロング伯爵の三男フェリクスであった。

「代官に任命されましたが不安です」

　内政や財務の経験はないが、それは他の人が補えばいいし、彼を任命した理由は、ヘルタニア渓谷守備隊隊長であるアヒレス子爵を上手くコントロールすることにある。

　もし彼がよからぬことを企もうとしても、ここの代官が王国軍の重鎮であるアームストロング伯爵の三男ならば実行は困難になるというわけだ。

　王都のアームストロング伯爵家も、三男がバウマイスター伯爵家の重臣になれるように援助を惜しまないであろう。

　その分コストはかかるが、新興伯爵家で全部自前でやろうとすれば俺もローデリヒも過労死する。

　ある程度の利権で味方を増やした方が、長い目で見れば得というわけだ。

　それに、楽だし。

「ここの初代代官が武官なのは、他からのちょっかいを防ぐためでもある。予算も十分にあるから、上手く人を雇って鉱石が順調に運び出されるようにしてほしい」

「畏かしこまりました」

　フェリクスが初代代官に任じられ、彼は実家の助けも借りてヘルタニア渓谷の統治を開始する。

　俺は土木工事を続けながら、空いた時間で優雅にお茶などを飲む時間を取り戻した。




「戦に勝ち、領地と利権が増え、知己となった貴族も多い。貴族的には、大いに得をしたと見るべきなんだが……」

　エルとカルラ嬢をくっつけるという目的には、まるで届いていない。

　後継者候補のフィリップとクリストフは、ブライヒレーダー辺境伯と泥沼の裁定交渉中で、カルラ嬢を俺に差し出すという考えから何も変わっていないからだ。

「大分追い込んだのになぁ……」

「追い込んだからこそ、カルラ嬢を意地でもヴェルの奥さんにしたいんじゃないの？」

　イーナからの指摘に、俺は『はっ！』となった。確かに、向こうはそんな風に考えそうだ。

「あれ？　じゃあ、カルラ嬢の参戦は無意味？」

「どちらにせよブロワ辺境伯家は、カルラさんをヴェルに押しつけようと奮闘するわよ。だから、紛争に勝てた分よかったとも言えるわね」

　しかし、本来の目的にはまったく届いていないわけか……。

「ええい！　こういう時には！」

　謀はかりごとならお任せ、エルの相談にも乗っていたクラウスの意見を聞くしかないな。

　俺は貴族なので、どんな人材でも上手く使いこなさないといけないのだから。決して、何も思いつかないわけではない。

「エルヴィン殿とカルラ様の件ですか？」

「そうだ」

「解決策は、カルラ様が一番ご存じだと思いますよ。何しろ、あの方はブロワ辺境伯のお傍におられたのですから」

　クラウス、お前は何を掴つかんでいるんだ？　俺にはさっぱりわからん。

「カルラ様は、ブロワ辺境伯様の使いで来たはずなのに、まったくブロワ辺境伯様のために動いておりません」

　俺を誘惑したりするわけでもなく、エリーゼたちと食事の支度、洗濯、裁縫などをしている。

　エルが、良妻賢母になると喜んでいるくらいなのだから。

「それは、機を見ているとか？」

「かもしれませんが、一度お話を聞いてみたらいかがですか？」

　他に案もないので、俺はカルラ嬢を呼び出して話を聞いてみることにする。

「私は父からここに使わされました。みんなが、私がバウマイスター伯爵様の妻になるための交渉だと思っております。兄様たちも同じでしょう。ですが、私にその気は一切ありません」

　いきなりフラれてしまったか……冗談だけど。

「では、なんのためにここに？」

「家督争いから逃れるためです。このままだと、父の死後に兄様たちによって利用されるでしょうから」

　ブロワ辺境伯が生きていれば、彼の世話役という名目で、二人の後継者候補もカルラ嬢に手が出せないが、彼が死んでしまえば、自分の継承を有利にするために政略結婚に利用しそうだからな。ブロワ辺境伯は自分の庇ひ護ごがなくなる前にカルラ嬢を特使名目で外に出し、彼女もそれに乗ったといわけか……。

「ただ、父は生粋の大貴族です。それだけの目的で私を送り出したとは思えません。表面上は、バウマイスター伯爵様のよき妻になれ、それが一番幸せだと言っておりますから……」

　大貴族ってのは、なかなか心の奥底がわからないな。

「心当たりはおありですか？」

「いいえ……」

　カルラ嬢も、ブロワ辺境伯の真の考えまではわからないようだ。

「クラウスはわかるか？」

「正解かどうかはわかりませんが、思うところは。ちなみに、カルラ様が望むことは？」

「私の希望ですか？　それなら簡単です。私をブロワ辺境伯家の籍から外してほしいですね」

　堅苦しく冷たいブロワ辺境伯家よりも、貧乏騎士の娘として自由に生きたいわけか。

「それが叶かなうといいですね」

「はい、私もそう思います。バウマイスター伯爵様」

　もし叶えば、エルとカルラ嬢の結婚を邪魔する障害が消えるからな。

　現状ではとても難しいけど。第一、フィリップとクリストフが許可するはずがない。彼女は、大切な政略結婚の駒なのだから。

「なるほど、そうですか」

「クラウス、何に気がついた？」

「ヴェンデリン様、簡単なお話でした」

「よくわからん、説明してくれ」

　俺は、クラウスほど頭の回転がよくないからな。というか、この手の話に向いていない。

「カルラ様を認知したのは、ブロワ辺境伯様です。逆に勘当や籍を抜く権限があるのも当主でございます。ですが、ブロワ辺境伯様の死後に、二人の後継者候補が異母妹を利用しようとすれば……」

　双方が勝手に認知して、自分のために利用しようとする。片方に与くみすればもう片方に嫌われ、最悪殺される可能性もあるわけか。使えない道具はいらないと。

「それを避けるため、自分の傍に置いて世話をさせていたのでしょう。ヴェンデリン様の元に送り出したのは、保険の意味合いもあります」

「保険？」

「カルラ様がヴェンデリン様の妻になってもよし。でなければ、逃がしてやったのだから自分で将来を切り開けと」

　どちらにしても、カルラ嬢はブロワ辺境伯家のゴタゴタからは抜け出せるという寸法か。

「父は、私を守っていたというのですか？」

「推論ですが……ちょっとわかりにくい父親の愛情ですね。ですが、カルラ様をヴェンデリン様の元に送り出す時に随伴すらつけておりません。これは、おかしいですね」

　カルラ嬢には命令を出していなくても、随伴の者が政略結婚の交渉を勝手に始める危険性があったからか。

「そんな……父が……」

　カルラ嬢は、父親であるブロワ辺境伯のことを内心で嫌っていた。だから、クラウスの推論にショックを受けたようだ。

「ですが、ブロワ辺境伯様も生粋の大貴族です。転んでもタダでは起きませんよ。後継者を指名していない理由は、どちらを指名しても自分の死後に家が割れると予想していたからでは？」

　確かに、あの交渉時のグダグダを見ていると、そうなってもおかしくない……。

「他の貴族家ならともかく、東部の筆頭貴族家が割れるのは王国から見てどうでしょうか？」

　認められるわけがないな。安定化させるためには手段を選ばない……。

「王族の男子を養子や婿に入れるとかして安定化させるかも」

　ブロワ辺境伯家が、王国に乗っ取られる危険性があるな。

「第一と第二の候補が揉めるのであれば、第三の候補がここで台頭してきます。ブロワ辺境伯様は第三の候補のために、あえて後継者を指名していないのかもしれません。いきなり第三の候補を指名すれば、最悪フィリップ殿とクリストフ殿によって消される可能性もありますから」

「第三の男か……」

　貴族が後継者を立てる場合、どんなに小さい家でも十番目くらいまでは決めるからな。

　継承の可能性が薄い者でも、その順位で家中での自分の立ち位置を確認できるからだ。

「ブロワ辺境伯家をその第三の男に継がせて、家を保つ。多少の衰退は仕方がないと？」

「歴史の長い貴族家ですからね。家運に波があるのは仕方がないと思っているのでは？」

　そんなところなんだろうな。

「カルラさんをブロワ辺境伯家から除籍可能なのはその第三の後継者で、その可能性を伝えるとともに行使してもらうために、ヴェルの元にカルラさんを送り込んだのか？　ブロワ辺境伯は」

　エルが自分なりの推論を述べたが、そんな感じだろうな。

「そう私は推論します」

　生粋の貴族って怖いな。俺にはとても真似できんわ。

「なら、フィリップとクリストフがシンパを連れて前線にいる間に動くしかないな。今がチャンスだ」

　おいおい、ブロワ辺境伯はそこまで読んで後継者争いをわざと放置していたのか？

「ヴェンデリン様、ここは動く時かと」

　第三の後継者の擁立に協力し、カルラ嬢をブロワ辺境伯家の籍から抜くのを条件とする。

　これで、エルとカルラ嬢が上手くいけばミッションコンプリートだな。

　エルとカルラ嬢は仲もいいし、きっと上手くいくはず。

「では、とっととその第三者にブロワ辺境伯になってもらって、紛争を完全解決させるか」

「賛成！　カルラさん、俺も協力しますよ」

「ありがとうございます」

　ようやく方針が決まり、俺たちはブロワ辺境伯領へと出かける準備を始めるのであった。





第十一話　第三の男







　ブロワ辺境伯家には、当然フィリップとクリストフ以外にも後継者候補がいる。

　その人物に会うため、俺たちはヘンリックの小型魔導飛行船でブロワ辺境伯領を北上する。

　あまり目立ちたくはないが、護衛はほしい。というわけで、俺、エル、ブランタークさん、導師、ヴィルマ、カルラ嬢の六名と、道案内役としてニコラウスという若者がついてきた。

　彼は元ブロワ辺境伯家臣だ。腕っ節は期待できないが、気転が利く若者だからとトーマスから推薦された。ブロワ辺境伯領の中心都市ブロートリッヒの地理にも詳しいそうだ。

「少人数ゆえに、ヘンリックも護衛に参加するのである！」

「父上、俺もですか？」

「甘ったれたことを言うなである！　お前がまがりなりにも商人として順調なのは、バウマイスター伯爵のおかげであろう！　万が一の時には、身を挺ていして守るくらい常識なのである！　そのための鍛錬はしたのである！」

「わかっていますけど……」

「厳しい父上だな」

「まあ、いつものことですけどね……」

　ヘンリックは、ブランタークさんに乾いた笑みを向ける。

　彼は、実の父親である導師が傍そばにいてやりにくそうだ。導師がいる時点で俺に危険が及ぶ可能性は少ないと思うが、彼は言いつけに従い自分の槍やりを取り出してきた。

「ヴェル様、ついた」

「へえ、大都市だな」

　さすがは、東部を統括しているブロワ辺境伯家の館がある中心都市。ブライヒブルクに負けない規模と賑にぎやかさだ。

　ヘンリックが自分の名義で小型魔導飛行船を港に降ろし、俺たちはブロートリッヒに降り立った。

「ヴェル様は私が守る」

　ヴィルマが俺の右隣についた。

「では、某それがしは左隣であるな」

　護衛してくれるのはいいのだけど、導師が隣だと若干暑苦しい。

「俺は、カルラさんの護衛な」

　間違ってはいないのだけど、カルラ嬢と楽しそうに話をしながら歩いているエルにちょっと腹が立った。

「お館やかた様、まずはどこに向かいますか？」

「その第三の男の居場所だ」

　直接目的地に向かう、と俺はニコラウスに答えた。

「いきなりですか？」

「どうせ、他に協力してくれる人なんていないだろうから、今はスピードが勝負だ。それが、俺たちの利点でもある」

　もしそんな人がいたら、カルラ嬢が何か言うはずだ。言わないということは、俺の方針に賛成ということになる。

「では、裏道を使って行きましょう。お館様のお顔を知っている者は少ないと思いますが、念のためです」

「ヘンリック！」

「わかっていますよ、父上」

　導師に急せかされて、ヘンリックがニコラウスと並んで先頭となり、その第三の男が住む屋敷へと向かう。

「カルラさん、その第三の男ってどんな人なんです？」

「父の弟で、私にとっては叔父にあたります」

　ブロートリッヒの中心部にある巨大な領主館の近くに、そのお屋敷は建っていた。

　規模は小さかったが綺き麗れいに維持されていて、持ち主にいいイメージが持てる。

「カルラ様ですか？」

「はい、カルラです。叔父様はいらっしゃいますか？」

　門を警備していた兵士は、カルラの顔を知っていた。

　慌てて屋敷の中に入ってから、執事らしき初老の男性を連れてくる。

「カルラ様、任務からお戻りですか。ご無事でようございました」

「色々とありまして……。叔父様はいらっしゃいますか」

「はい。ご主人様は、することもなく退屈しておられます。何しろ、領主館があの有様ですから」

「何もすることがない？　父は亡くなったと聞いておりますが、事実でしょうか？」

「はい、事実です。一週間ほど前にお亡くなりになられました」

「そうですか……」

　憎い父ではあるが、クラウスから色々と話を聞いたせいで、カルラ嬢は様々な心情が入り混じっている様子だ。

「父が亡くなられたのなら、葬儀はどうするのです？」

「それを決められる状態にはございませんから」

　フィリップとクリストフが不在で、双方に与くみした家臣たちが、葬儀日程不明のため冷蔵されているブロワ辺境伯の遺体を挟んで対たい峙じしているという。

「領主館内に入れない者も多く、政務も一部滞っておりまして……」

「大変でしたね。ベッケナー」

「私はご主人様の執事なのでさほどのことは。ご主人様も、今は大人しくしているしかありませんから。ところで、そちらの方々は……失礼しました。ご案内いたします」

　どうやら、ベッケナーという執事は俺たちの正体に気がついたらしい。

　以降は無言で、俺たちを屋敷の中に案内する。

　応接室で出された紅茶を飲んでいると、そこに四十歳くらいの上品な顔をした男性と、その息子らしき二十歳くらいの若者が姿を見せる。

　二人は、少しだけフィリップとクリストフに似ていた。

「ゲルト・オスカー・フォン・ブロワです。そして、こっちが息子の……」

「リーンハイトです。しかし、豪勢なメンバーですね」

　二人は、俺と導師の顔を知っているようだ。

「ゲルトさんは、亡くなられたブロワ辺境伯の弟なのですか？」

「年は三十近く離れていますけどね。バウマイスター伯爵様と同じですよ。晩年に、先代が若いメイドに手を出して産ませたのが私です」

　年齢は離れていたが一応認知はされて、甥おいたちを脅かさない程度のそれなりの地位と給金を貰もらって生きているそうだ。

　ゲルトさんの跡は息子のリーンハイトが継ぐので、その待遇に特に不満はないのだとゲルトさんは説明した。

「情報は流れてきましたが、メチャメチャですね」

「はい」

「あの二人は、何をしているのですか？」

「簡単にいうと、裁定交渉を長引かせて和解金の値引き交渉ですね。ブライヒレーダー辺境伯が、折れるのを待っているわけです。ここで退いた方が、未開地開発に邁まい進しんできて得だと、ブライヒレーダー辺境伯が思えるその時まで」

「王家は絶対にブロワ辺境伯家を潰つぶさないと、高を括くくっているのでしょう」

　今のところはそうかもしれないが、あまりやりすぎると王国側が強硬手段に出るかもしれない危険は理解していないようだ。

「葬儀を取り仕切って喪主を務めれば、事実上次代ブロワ辺境伯である証拠となるからな。あの二人が戻らない以上、両者の家臣たちは兄上の遺体を挟んで睨み合うしかできないのであろう」

　古代中国で、後継者争いのために葬儀も行われず、王の死体が腐ってしまった話があったな。

　ブロワ辺境伯も不幸な人なのかもしれない。

「叔父様が葬儀を行うべきです」

「カルラ、その意味がわかって言っているのかね？」

　カルラ嬢の意見を聞いたゲルトさんの顔から笑みが消えた。

「他にも候補がいる」

「叔父様にはわかっているはずです。一いっ旦たん降家して継承権を放棄した彼らを、再び継承者にするのは難しいと……」

　継承権で揉もめないように分家や陪臣家に降ろしてしまうのだから、それを簡単に戻してしまうと反発が大きくなってしまう。

「その点、叔父様には継承権があります」

　だから、第三の男というわけだ。亡くなった当主の弟だから、血筋的にも悪くはない。

「無茶を言うな。私には支持者がいないじゃないか」

　ゲルトさんは、フィリップとクリストフの後継者争いから一歩引いた立場のようだ。

　だから、家臣の誰も彼に注目していない。家臣からの支持がなければ、当主になれないのは貴族として当たり前なのだ。

「ですが、叔父様は……」

「私は、当主に興味なんてないな。ほどほどに仕事をこなして、ほどほどに給金を貰う。これが一番いい生活だと思うよ」

　カルラ嬢は、ゲルトさんを優秀な人物だと思っているようだ。だが、本人の資質と希望はえてして一致しないものだ。それに、下手な野心は最悪暗殺の危険性もあった。ゲルトさんは、極めて賢く生きているというわけだ。

「ですが、印いん綬じゅ官のハイモを匿かくまったのは叔父様ですよね？」

「なぜそうだと思うのかね？」

　えっ！　そんな話は聞いていなかったけど……クソっ！　カルラ嬢もなかなかの狸たぬきじゃないか。

「私の勘です。ここに到着するまでに、色々なお話を聞いてそういう考えに至ったわけでして。父は、フィリップ兄様もクリストフ兄様も後継者に指名しませんでした。そんな中での、ハイモの失踪です。兄様たちによる大々的な捜索でも見つからず、ブロートリッヒを出たという情報もなかった。ならば……」

「答えは案外、足元かもしれないか……カルラ、お前は怖い姪めいだな」

　ゲルトさんの意見に、俺も賛成だ。カルラ嬢が男だったら、こんな後継者争いは起こらなかったかもしれないな。

　カルラ嬢は、もしかしたらクラウス並みの策士かもしれない。

　その事実に、俺も導師もブランタークさんも渋い顔をした。

　カルラ嬢は、俺たちにすべてを話しているように見せて、実は最も重要度の高い情報を隠していたのだから。

「（さすがは、カルラさん）」

　エルは、そんな彼女の能力に喜んでいる。そんなに賢い女性なら、上手くアルニム家を取り仕切ってくれると思っているのであろう。ある意味大物だ。エルは、俺よりも貴族の当主に相応ふさわしいのかもしれないな。

「確かに、ハイモは匿っている。あのままだと、殺されて印綬を奪われていたかもしれないからな」

　ゲルトさんが執事のベッケナーに目配せをすると、彼は一旦部屋を出てから、一人の男性を連れてきた。

　ほぼブロワ辺境伯と同年齢の彼こそが、印綬官のハイモなのであろう。

「やはり、叔父様が匿っていたのですね」

「すいません。お二人は、嘘うそでもいいからお館様が自分を後継者に指名したと言えと迫ってきまして……印綬も、寄越さないなら印綬官を交代させると……」

　交代させるということは、辞職ではなく殺すという意味になる。

　印綬官は特殊な役職なので、領主本人でないと絶対に代えられないからだ。

「困っていたところに、ゲルト様が手を差し伸べてくれまして……」

　それからずっと、この屋敷の中で匿われていたそうだ。

「それは大変だったと思うけど、肝心のブロワ辺境伯の遺言はあるのか？　あれば、色々と捗はかどるんだが……」

　ブライヒレーダー辺境伯の意を受けてついてきているブランタークさんからすれば、誰が継いだとしても早く裁定交渉が終わってくれさえすればいいのだ。

「それが、お館様は……」

　『あの二人には、領主として大切なものが欠けている』とだけ漏らして、それ以上は何も言わなかったそうだ。

「領主が判断しなかったのか……」

　どちらかを指名すると、指名されなかった方の支持者たちが何をするかわからない。頭脳は冴さえたままであったが、病床のブロワ辺境伯にはそれを抑えることはできなかった。だから、カルラ嬢が婚姻の駒として利用されないよう秘密特使扱いでバウマイスター伯爵領に送り、ゲルトさんにも継承の芽がある事実をこちらに知らせた？

　偶然か？　でも、印綬官のハイモは上手く逃がしているんだよな。

「こんな時機にブロワ辺境伯家が兵を出したのは、ブロワ辺境伯自身が煽あおったとかあるのかな？」

「あるのかもな。貴族の新当主が力を見せるために出陣するなんてよくあるぜ。勿もち論ろん、ほとんどは戦闘に至らないけどな」

　諸侯軍を率いて自ら指揮を執り、自身に箔はくをつけるのだとブランタークさんは説明する。

「無理に活躍する必要もない。新当主が、家臣を率いて諸侯軍を指揮した。その事実が大切なのさ。引き分けでも何でもいいんだ。裁定交渉の席で家臣たちに強気の態度を見せつける。すると、『新しいお館様は頑張っていらっしゃる。支えるに値する』と思うだろう？」

　自分のテリトリーを誇示する狼おおかみの群れのようだな。相手をする敵方も、それを理解しているから少しだけ新当主側に配慮することもある。

　その代わりに、今度はこちらの当主が代わった時には配慮してもらう。普段は領地や利権で争っていても、そういう部分では水面下で協力し合うわけだ。まるで、プロレスのシナリオのようだ。

「フィリップの場合は、長男なのに正式に跡継ぎに任命されたわけじゃない。次期当主に相応しい功績に拘こだわって、義父のゴドウィンと一緒に自爆したのかもな。クリストフ側も、フィリツプが功績をあげたらその功を奪い取ってしまおうと考えた。だからその自爆に巻き込まれたともいえる」

　主だった重臣と大半の兵たちが捕まってしまった。結果、二人は交渉のために前線に出なければいけなくなった。

「あれ？　これはブロワ辺境伯の策？」

「そこまでは考えていなかったんじゃないか？　どうせ交渉で揉めて二人が前線に出る羽目になるくらい？」

　諸侯軍を率いている重臣連中も前線に出てしまっているから、ゲルトさんが立ち上がればチャンスというわけか。現在のブロワ辺境伯領には、それほど家臣が残っていないのだから。

「確かに、兄の遺体の傍にいる連中は見張りしか命令されていない小者ばかりだ。だが、私が継ごうとしても誰もついてこないぞ。私を支持する者などいないのだから」

「逆に考えると、今ゲルトさんについていくことを表明すればいい地位を得られると、残っている家臣たちは考えるかもしれませんね」

　紛争に勝っていればよかったのであろうが、実際には二人は負けて、王国からもブライヒレーダー辺境伯からも俺からも、後継者としての資質を疑われている。

　派閥抗争にのめり込みすぎた連中は手遅れだが、他の連中は今までの待遇を保証してやれば、ゲルト派に転ぶ可能性があった。

「そんなに簡単に転ぶような連中で大丈夫か？」

　ブランタークさんが、そんな連中を当てにすることを心配する。

「そういう連中の方が御しやすいともいえます」

　おかしな信念や、二人に狂信的な忠誠心を持っている家臣たちの方が危険だと俺は思う。

　陪臣とて自分の家を守らなければいけないので、ここまでの失態を犯した二人を見捨てても仕方がない。いや、そういう逃げ道を残してあげるのだ。

「伯爵様、かなりえげつない策を考えていないか？」

「ゲルトさん、覚悟を決めていただきますよ。なぜか都合よく印綬もここにありますしね。ハイモ殿はどうお考えで？」

「亡くなったお館様は、あの二人の争いを危険視していました。何も手が打てなかったことには非難の謗そしりもあるかと思いますが、お館様から任命された印綬官である以上は、お館様の判断に従います。個人的にも、私の命まで狙ってきたのですから、あの二人を後継者にはしたくありません」

　ハイモも、ゲルトさんの当主就任に賛成した。

「やれやれ、これでは動くしかないじゃないか」

　ゲルトさんは、渋々とではあるがこちらの作戦に賛同する。

「ならば、行きましょうか」

「もう動くのかね？　バウマイスター伯爵様」

「我々の強みはスピードと意外性ですよ」

　策が決まったとなれば、あとは動くのみだ。それも、フィリップとクリストフが介入できないように素早くだ。




「何者もこの館には入れません！」

「貴族の客人がおいでだ。追い返すと、無礼になるぞ」

　早速みんなで、ブロワ辺境伯の死で封鎖されている領主館へと突入する。

「とにかく困るのです！」

「別に俺たちは困らないな。用事もあるので通らせていただく。ヴィルマ、武器は使わないでね」

「任せて、ヴェル様」

　一部の警備兵が俺たちを阻止しようとするが、怪力のヴィルマが素手で押さえつけてしまった。

「バウマイスター伯爵と、王宮筆頭魔導師の某を追い返すのであるか？　無礼であるな」

　導師による脅しで、警備兵たちは全員大人しくなった。

「ええい！　何事だ！」

　館内での騒ぎに、館に残っていた家臣たちが姿を見せる。どの程度の地位かは知らないが残留組の中では高位の連中だと思う。どちらの派閥かは、もうどうでもいいことだ。

「ゲルト様、この騒ぎは？」

「はいはい、お話はあとでね。導師、留守番をお願いします」

「任せるのである！　事前に陛下の許可はいただいたのである！　すぐに襲爵の儀は行えよう」

「貴殿らは何を？」




　俺は彼らに答えず、ゲルトさんと家臣を五名ほど手繰り寄せてから『瞬間移動』を使った。

　飛んだ先は、王城の前である。

「バウマイスター伯爵様ですね。お話は聞いております。中へどうぞ」

　事前に俺が来ることは伝わっていたようで、王城の正門を警備する兵士たちはすぐに俺たちを通してくれた。

「バウマイスター伯爵様、これは一体？」

「ただの襲爵の儀だ」

　強引に連れてこられた家臣たちは、王城内の雰囲気に呑のまれて何も言えないようだ。

　彼らを連れて謁えっ見けんの間に入ると、そこには既に陛下が玉座に座って待っていた。

「バウマイスター伯爵。此こ度たびは大変じゃの」

「臨時で、運送業などをしております」

　俺の冗談に、陛下は軽く笑みを浮かべた。

「なるほどの……では、始めるとするか。ゲルト・オスカー・フォン・ブロワよ」

「はっ！」

「我、ヘルムート王国国王ヘルムート三十七世は、汝なんじ、ゲルト・オスカー・フォン・ブロワに第三位辺境伯位を授けることとする」

「我が剣は、陛下のため、王国のため、民のために振るわれる」

　ゲルトさんが宣誓を行うと、陛下は侍従に命じて一枚のマントを持ってこさせる。

「ブロワ辺境伯家には代々王家が渡したものが伝わっていると思うが、今回の件で新ブロワ辺境伯も苦労の連続であろう。そなたの継承にケチをつける輩やからがいるやもしれぬ。これを着けて東部の安寧に貢献するがよい」

「ははっ！」

　家臣たちは、今まで揉めに揉めていた次期当主争いが、自分たちの目の前で決着したことに呆然とする。しかも、まったく注目していなかった人物が継ぐことになったのだ。だが、陛下が任じている以上、たかが陪臣如ごときに文句など言えるはずがない。彼らは、顔色が真っ青なままだ。俺が有無を言わさず連れてきたせいで、動揺も大きいのだと思う。

「バウマイスター伯爵、この者たちは？」

「新ブロワ辺境伯殿を支える家臣たちにございます」

「そうか、これ以上の混乱を余は望まぬ。お主らが、新しいブロワ辺境伯を支えてくれることを期待しよう」

「それは勿論です」

「我ら一同、一致団結して新しいお館様にお仕えいたしますとも」

　彼らとしてはそう答えるしかなかった。まさか、フィリップやクリストフが相応しいとは言えないのだから。

「期待しておるぞ」

　これで彼らは、何が何でもゲルトさんを支えなくてはいけなくなった。

　どちらを支持していたかは知らないが、もうそんなことは関係ないのだ。

　ゲルトさんの襲爵の儀に参加してしまった彼らは、もはや裏切り者扱いなのだから。

「さて、戻りますか」

　結局、一時間もしないうちに襲爵の儀は終わった。




「お館様、まずは領内の把握です。一部反抗する者もいるでしょうが、これは力で抑えます」

「状況が理解できずに反抗する者もいるか。任せよう」

　腹を括ったゲルトさんは、家臣団の再編成と領内の把握を急いだ。

　襲爵の儀に付き合わされた家臣たちも、ここで動きを止めればフィリップ派とクリストフ派の双方から裏切り者として処罰されると理解している。

　急ぎ家臣の取り込みと、領内の把握を始めた。

「ねっ、健けな気げに働くでしょう？」

　彼らはもう、ゲルトさんを裏切れない。裏切った時点で、破滅が確定してしまう。

　だからこそ、ゲルトさんのために忠実に働くのだ。

「ヴェル様、悪党」

「あの連中に利益がないわけじゃないんだよ」

　ゲルトさんには頼りになる家臣がいない。だが、ここで彼らが頑張れば有力な腹心になれるというわけだ。

「彼らがどちらを支持していたかは知らないけど、留守番役だった時点で、さほどの地位でもないはず。ここで努力して重臣になれると思えば、頑張って働くしかないでしょう」

　両派の重鎮は既に没落が決定している。あれだけの失態を起こしたのだから当然だ。ブロワ辺境伯家臣団は再編を余儀なくされるわけで、留守番をしていた連中は逆にチャンスなのだ。

「お館様、すぐに先代の葬儀の準備を始めましょう」

　亡くなった先代の葬儀を仕切るということは、後継者であるということの証明にもなる。

　フィリップとクリストフがいないが、彼らは無視だ。家臣たちの掌握と同時に、急ぎ準備が行われた。

「ゲルト様が新しいお館様だと？」

「認められるか！」

　反抗する家臣やその家族もいたが、逆らおうにも兵は紛争で出兵しており、捕虜になっている者も多かった。すぐにゲルト派によって捕らえられ、あっという間に領内の把握に成功する。

「陛下より、新しいマントを下賜されたのか……」

「認めるしかあるまい」

　先代ブロワ辺境伯の葬儀において参列した家臣たちは、新しく王国から下賜されたマントを着け、印綬官であるハイモを従えた新当主を見て反抗を諦めた。留守番役であった幸運を噛かみしめながら、新しい当主に忠誠を誓っている。

「電光石火」

「こういう策は、相手に色々と考える時間を与える前に実行すればいいのさ」

「ヴェル様は、逃げ道に誘導するのが上手」

　葬儀には俺と導師も参加した。ヴィルマも、黒い喪服を借りて参加している。

　俺たちが参加しているのは、葬儀に箔をつけるためであった。

「このような仕打ち！　決して許しません！」

「なぜ夫が葬儀に参加できないのです！」

「反乱分子のくせに、亡くなられたお館様の葬儀なんて！」

　当然、騒ぐ人たちがいた。

　軟禁している先代ブロワ辺境伯の本妻に、フィリップとクリストフの妻たちである。

　だが、俺は彼女たちに同情できなかった。

　みんなそれぞれに、二人の後継者候補たちの争いを煽っていたからだ。

「こんな若造に、いいようにブロワ辺境伯家を掻かき乱されて！」

　その中でも特に、先代の本妻である老女が激高していた。

　高価な服と装飾品に身を包み、実家の家柄もいいので上品そうに見えるが、怒ると一変、鬼ババに見える。

「ヴェル様、鬼ババ」

「ヴィルマは、あんな風になってくれるなよ」

「ならないようにする」

　彼女が自分の息子可愛かわいさに次男クリストフを推して無茶をした結果、余計に争いが拗こじれたという経緯もあったという。御家騒動の戦犯なのだ。

「ブロワ辺境伯家は終わる！　成り上がりの、水吞み騎士の八男風情に家を乗っ取られて！」

　鬼ババの発言に、周囲が凍りつく。

　裏でならともかく、俺本人の前で暴言を吐いたからだ。

「ブロワ辺境伯殿、そちらのご夫人は精神的な疲労のせいで錯乱されているようですね」

「はい……これからは、療養に専念してもらいます……」

　鬼ババも、二人の妻たちも、まずは王都のブロワ辺境伯邸に送られ、そこから教会や軟禁先に送られることに決まった。

　ブロワ辺境伯領にいれば、ゲルトさんの足を引っ張ることが確実だからだ。反ゲルト派の旗頭にされても困る。だから、ご退場願うわけだ。

「この女め狐ぎつねめ！」

「お前の母親と同じよ！　水吞み騎士の息子を誑たぶらかして、ブロワ辺境伯家を地獄に叩たたき落とした淫いん売ばいめ！」

　彼女たちの矛先がカルラ嬢にも向くが、彼女は無視して先代ブロワ辺境伯の棺ひつぎに祈りを捧ささげている。嫌いだった父親が自分を守ろうとしてくれた事実を噛みしめながら、祈りを捧げているのであろう。エルはそんな彼女の傍に静かに立っていた。

「聞いているの？」

「おやめください。これ以上の暴言は葬儀の場に相応しくない」

「水吞み騎士の家臣風情が！」

　エルがいくら注意しても彼女たちの暴言は止まらず、結局家臣たちによって外に連れ出されていく。

「カルラさん……」

「こういう言い方はおかしいですけど、慣れていますから……」

　先代ブロワ辺境伯の葬儀も無事に終わり、新当主であるゲルトさんによってブロワ辺境伯家の混乱は徐々に治まっていくのであった。




「ヴェル様、そろそろ到着する」

「半月前と変化なしか……」

　ヴィルマと一緒に魔導飛行船から下の景色を見ると、裁定交渉を行っている大型テントも両軍の陣地も、俺たちがヘルタニア渓谷を目指す前とまったく変化がなかった。

「そうなんですか。俺はどちらかというと……」

「エル、到着だぞ」

「えっ！　もう？」

　ブロワ辺境伯領を出てからのエルは、カルラ嬢を慰めるという名目でよく話をしていた。ゲルトさんとの交渉でカルラ嬢がブロワ辺境伯家の籍から抜けることが決まり、エルはがぜん張り切っているのだ。モーリッツたちも、二人が楽しそうに話すので意外と脈があるのかもと思い始めている。少なくとも、身分の差は解消されるのだから。

　俺たちが魔導飛行船から降りると、すぐにブライヒレーダー辺境伯が出迎えてくれる。

「ようやく、交渉権限のある方が到着ですね」

「新ブロワ辺境伯ゲルト・オスカー・フォン・ブロワです。色々と面倒をかけて申し訳ない」

　下賜されたマントを着けたゲルトさんを見て、ブライヒレーダー辺境伯は心から安あん堵どの表情を浮かべた。

「それで、どうなっているのです？」

「毎日毎日、意地汚く値下げしてくれとうるさいですね」

　この件では二人が協調路線を取り始めており、ブライヒレーダー辺境伯もいい加減、嫌になっていたようだ。

「そうですか……」

「早速、交渉を始めましょうか」

　全員で交渉が行われている大型テントに入ると、ゲルトさんの顔を見たフィリップとクリストフが騒ぎ始めた。

　さすがにクーデターの件は伝わっており、まさかその首しゅ魁かいが姿を見せるとは思わなかったのであろう。

「叔父上！」

「私たちの留守中に反乱とは許しがたい！　縛り首も覚悟していただく！」

　今にも掴つかみかからんばかりの勢いであったが、それはゲルトさんが連れてきた家臣たちによって止められた。

「フィリップ、クリストフ。私は既に、王家から襲爵を認められた身なのだが」

「そんなわけがないでしょうが！」

「計算が合わない！　そのマントは偽物ではないのですか？」

「クリストフ。お前は、陛下が下賜なされたマントを偽物と言うのか？」

「時間が合わないじゃないですか！」

　クリストフの言うとおり、通常の手段ではそんなに早く襲爵できるはずがない。

　だが、通常の手段でなければ別だ。

「私は、『瞬間移動』が使える冒険者に依頼して王都に向かったのだが」

「まさか……」

「どうも、伯爵兼魔法が使える冒険者です」

「バウマイスター伯爵……」

　俺は、新ブロワ辺境伯が早く襲爵できるように、依頼を受けて彼を王都に運んだ。

　公式には、そういうことになっている。

「私も、新ブロワ辺境伯殿の襲爵の儀には同席していましたしね」

　俺は、自分の魔導携帯通信機を魔法の袋から取り出して彼に見せる。

「まだお疑いなら陛下に直接お尋ねしてみますか？　『私の叔父は、本当にブロワ辺境伯を襲爵したのでしょうか？』と。お尋ねしてもいいですけど、最悪、首が飛ぶことも覚悟してくださいね」

「……」

　クリストフは、俺の言葉を聞くとその場にうなだれてしまう。

　もしそんなことを訪ねれば、陛下の権威を否定したことになる。

　たかが辺境伯の次男程度なら、簡単に首が飛ぶであろう。

「貴様！　貴族として、恥ずかしくないのか！」

　フィリップが俺を怒鳴りつけてくるが、これにも俺は冷静に返した。

「先に人の実家にちょっかいをかけておいて、自分が仕返しされないなんて幸運、本当にあると思っているのですか？　心ならずも貴族になってしまった以上は、貴族として動くしかないでしょうに」

「うちの家臣たちを沢山殺しやがって！」

「掟おきて破りはそちらが最初でしょう。なるべく殺さないようにどれだけ苦労したと思っているのです？」

「……」

「バウマイスター伯爵の言うとおりですね。その気になれば、ド派手な上級広域魔法で、そちらは全滅でしたよ」

　ブライヒレーダー辺境伯の指摘に、フィリップは気まずそうな表情を浮かべる。

　彼に従っていた家臣たちは、次第に彼との距離を取り始めていた。

　どうにか、新しいブロワ辺境伯に助けてもらいたい心境なのであろう。

　クリストフの方も同じで、船が沈みそうになると乗客は避難を始めるというわけだ。

「我が家の資産であったヘルタニア渓谷を奪いやがって！」

「それも、バウマイスター伯爵が大金と労力を使って解放しなければ不良債権でしょう？　報告は聞きましたが、五名の優れた魔法使いに牽けん制せいのための大軍と。そういうものを上手く揃そろえて作戦を行うのが貴族だと私は思いますよ。軍人として優れているはずのフィリップさんが、なぜそのようなおかしな因縁をつけるのですか？」

「……」

　ブライヒレーダー辺境伯からの指摘に、フィリップは再び口を噤つぐんでしまう。

「もうこの辺でいいでしょう。このお二方は、交渉に参加する権利すらないのですから」

「そうですね。彼らの処分はブロワ辺境伯殿の管轄でしょうし」

　今まで静かにしていたクナップシュタイン子爵の最終宣告により、二人はゲルトさんが連れてきた兵士たちによって身柄を拘束された。

「あとは、ゴドウィン以下の諸侯軍幹部も、解放後に身柄を拘束」

　そして、ようやくまともな交渉が行われた。

　双方共に、もういい加減に疲れていたのであろう。

　ブライヒレーダー辺境伯は、新ブロワ辺境伯のために和解金を少し下げた。

　新当主となった彼に手柄を与えて、早く東部を安定化させてほしいとの考えだろう。

　そうなれば、交易なども活発になって減額分などすぐに戻ってくるのだから。

「とにかく疲れました……」

「書類でも見ながら居眠りをしていれば、ある程度のお金がいただける、夢のような立場だったのに……」

　紛争のせいで大損をしたブライヒレーダー辺境伯に、バカな甥たちの自爆で継ぎたくもない爵位を継がされたゲルトさん。

　確かに、誰も得などしていないのだ。

「バウマイスター伯爵は、ヘルタニア渓谷という有望な資産を得ましたか」

「それなりに苦労しているんですよ」

「それはわかっていますから、少し噛かませてくださいね」

　鉱山技師、坑夫、精製を行う技術者と、足りない尽くしなので、融通してもらう必要があった。

「鉱山が閉山して行き先のない人とか、結構いますからね。ヘルタニア渓谷は何百年も大丈夫でしょうし」

　失業者対策になると、ブライヒレーダー辺境伯は嬉うれしそうだ。

「さて、捕虜を返還して戻りますか」

　交渉が纏まとまり、捕虜が解放されて新ブロワ辺境伯家諸侯軍へと再編成される。

　大量に重臣が消えたので混乱しているようだが、新当主にいいところを見せようと中堅が頑張っているようだ。上が消えて組織が再生していくとは、何という皮肉であろう。

「フィリップ様！　私は、娘をあなたに嫁がせたではないですか！」

　従士長のゴドウィン以下の重臣たちは、いまだに拘束が解かれていない。軍紀違反で、これから裁かれることになっていたからだ。

　彼らだけでなく減給や左遷される予定の者も多かった。だが、それに不服を唱える余裕はないようだ。黙々と軍勢を指揮している。

「彼らは、どうなるのですか？」

「ゴドウィンらは縛り首ですね。家も取り潰されるでしょう。許すわけにはいきませんし、ブロワ辺境伯家には邪魔な存在です」

　経営を立て直さなければならないブロワ辺境伯家に、いつ牙を剥むくかもわからない多額の禄ろくを取る重臣などいらないというわけだ。

　借金が増えたブロワ辺境伯家は、経費削減という名のリストラが敢行される。

　改易されるに相応しい罪状がある者が多く、減給される者も多いはずだ。それでも、彼らは改易されるよりはマシだと、静かに軍勢を指揮していた。

「大貴族は大変ですね。明日は我が身かな？」

　ブロワ辺境伯は客観的に見て優秀な人だったのだと思う。それでも、大貴族の後継者争いを自力で収めることはできなかったのだ。

「そうならないように努力するのは当たり前ですけど、どうにもならないこともあるのですよ」

　少しだけブライヒレーダー辺境伯と話をしてから、俺たちはヘンリックの小型魔導飛行船でバウルブルクへと帰還する。




　貴族というものについて、少し考えさせられる紛争であった。





第十二話　紛争が終わり……







　ようやく紛争が終わり、俺たちは日常の生活に戻った。

『お館やかた様、これで心置きなく開発ができますぞ』

　魔導飛行船の運行も通常に戻り、一部の資材不足で工事が遅れるということもなくなった。

『紛争が終わったと思ったら、開発で忙しいですわ』

『カタリーナ、俺たちは夫婦になるのだから、頑張って一緒に開発をしようじゃないか』

　俺とカタリーナは、土木魔法を駆使して頑張っている。

　延期されていた大お見合い会の準備もローデリヒによって進められ、それが三日後に迫った日。

「まだかなぁ……カルラさん、早く来ないかなぁ」

　エルは一人、バウルブルク郊外の魔導飛行船専用の港で、しまらない笑顔を浮かべながら船の到着を待っていた。

　ブロワ辺境伯家によって翻ほん弄ろうされていた末の娘カルラ嬢が、このバウルブルクにお礼を言いに訪ねてくるという連絡があったからだ。

　現在の彼女は、新ブロワ辺境伯によってブロワ辺境伯家の籍から抜かれ自由の身となっている。新当主となったゲルトさんは、彼女との約束を守ったというわけだ。

　彼女は王都にいる母の元に戻り、今日改めてバウルブルクを訪れるという。

「きっと俺の奥さんになりにきたんだ。うん。ああいうシッカリした人なら家を任せても安心だ」

　エルが浮かれすぎていてエリーゼですら若干引いていたが、俺にはひとつ疑問があった。

　エルは、カルラ嬢に告白やプロポーズをしたのであろうか？

　思えば紛争中、護衛任務もあって一緒にいることが多かった二人は、他の誰よりも似合いのカップルに見えなくもなかった。

「（実は二人だけでそういう約束をしていて、今日この場で発表するとか）」

「（だとしたら凄すごいな）」

　イーナは、カルラ嬢がバウマイスター伯爵領に来るのは、エルとの婚約を発表するためなのではないかと予想した。そう言われると、俺もそんな気がする。

「（なるほどね。だからエルは大お見合い会に興味がないんだ）」

　うちには若くて独身の家臣が多いので、大規模なお見合いが開催されることになっていた。

　トーマスたち旧ブロワ組も活躍したので、参加を認められて喜んでいる。

　他にも楽しみにしている者が多いなか、エルはまったく浮かれていなかった。

　ルイーゼは、『カルラさんがいるから必要ないと思っているのでは？』と推察した。

「エルヴィンさんほどの重臣が、奥さんが一人はあり得ませんわよ」

「でもさ、二人目以降はもう少しあとでもいいんじゃない？　今は二人きりでいたいとか？」

「かもしれませんわね。ですが、本当にそうなのですか？」

　カタリーナは、本当にカルラ嬢がエルと結婚する気があるのか疑問に思っているようだ。

「エリーゼさん、カルラさんに他に恋人などいないのでしょうか？」

「いえ、そんな噂うわさは……ですが、あれほど綺き麗れいな方だと……」

　カルラ嬢は王都に住んでいて、下級貴族の婚外子である。同じような立場の恋人がいても不思議ではない。貴族でも、下級や傍流だと恋愛する人もいるからだ。

「わざわざお礼を言いに訪ねてくるのですから、エルさんと結婚する気なのかもしれません」

　エルの浮かれた様子を見るに、そうではなかったとは思えないんだよなぁ……。

　あれは、十分に勝算があるといった感じだな。反対意見は少ないであろう。

　カルラ嬢は紛争時に、兵士たちの面倒をよく見てくれている。元々騎士爵家の娘なので、エルと生活レベルが違うわけでもない。弓が得意で、暇な時にその腕前を見せてもらったけど、俺よりも圧倒的に上手だった。頭もいいようで文武両道、少し抜けているエルを支えるにはいい奥さんだと思う。狩猟が好きだそうで、エルとは趣味も合うんだよな。一番の問題であった身分差も、カルラ嬢がブロワ辺境伯家から籍を抜いたことで解決している。

「もしかして、エルと結婚するために籍を抜いたとか？」

「それはないと思う」

　ヴィルマは、きっぱりとその可能性を否定した。

「籍を抜いたのは、ブロワ辺境伯家が煩わしかったから。でも二人が結婚する可能性は否定しない」

　俺たちが色々と推論しながら話をしていても、エルは気にもしないで船の到着を待ち続けていた。男なのに、健けな気げささえ感じてしまうほどだ。

「ちょっと不気味」

　ヴィルマは、相変わらず容赦ないけど……。

「恋の力は偉大？」

　かもしれないと、俺も思った。

「ヴェル、船が来たわよ」

　ほぼ時刻どおりに、待ちわびた魔導飛行船は到着した。

　新規仕官者、魔の森を探索する冒険者、出稼ぎ、移民希望者と、増便された魔導飛行船によって多くの人たちがバウルブルクを訪れる。

　カルラ嬢もこの便に乗っているはず。エルは目を皿にして降りてくる人たちをチェックしている。

「お久しぶりです、みなさん」

　船から降りてきたカルラ嬢が、俺たちの前に姿を見せる。

　ブロワ辺境伯家の娘であった頃とは違って、今日の彼女の服装は下級貴族の女性が着る地味なものであったが、それでも彼女の美しさは際立っていた。

「あれからどうでしたか？」

「母の実家の方も何も言わないので、解放された気分です」

　表面的には、あの大貴族であるブロワ辺境伯家から籍を抜かれた娘なので、実家の方も政略結婚には使えないと放置してくれているそうだ。

「それはよかったですね。それで、これからどうするのですか？」

「結婚します」

「結婚ですか……」

「勿もち論ろん、バウマイスター伯爵様ではありませんよ」

「ですよねぇ……」

　いきなり俺と結婚すると言われても困るからな。もう前世の彼女に雰囲気が似ているとかどうでもいい。それよりも、エルとカルラ嬢の関係だ。そっちの方が遙はるかに気になってしまう。

「（結婚か……やはりエルなのか？）」

　わざわざ俺たちに挨拶に来るくらいだからな。状況的に見ても、相手はエルしか……エル、その締まらない顔をどうにかしてくれ。それじゃあ、上手くいくものもいかなくなってしまう。

「（自分だという自信があるのか？）」

　思えばここ暫しばらく、暇さえあればエルからカルラ嬢と過ごした楽しい日々の話を聞いていたような気がする。多分エル視点では、二人は付き合っていたのと同じ感覚なのであろう。

　ところが、話の中に告白したとか結婚を約束したとかそういうものがなかった。

　それに疑問を呈するのもなんだし、あまり突っ込んで聞いてはいけないような気がしたのだ。

「（でも、彼女はここまで来ているからなぁ……）」

　ブロワ辺境伯家から籍を抜く際に迷惑料と合わせて報酬は貰もらったそうだが、基本的には貧乏貴族の娘である彼女が高い船賃を払ってここまで来ている。

　もしかすると、エルと結婚するつもりなのかもしれない。

　まるで物語のように、二人が結ばれる光景が見られるのか。

「それはおめでとうございます。カルラさん」

　エルがにこやかに言い放つ。

「（エルって、自分が選ばれると思っているよな……）」

　物語的に言うと、『おめでとうございます』、『それは、どんな人なのです？』という流れから、カルラ嬢がエルの特徴を並べ立てて、最後にエルだと気がつかせて二人は結ばれるというパターンである。

　地球では使い古されたパターンの物語であったが、この世界では根強い人気を誇っていた。

「カルラさんと結婚できるなんて幸せな方ですね。それはどのような方ですか？」

　エル、絶対に自分が選ばれると思っているだろうな。今にもこぼれそうな笑みのまま、カルラ嬢にわざとらしく聞いている。

「その方は、一つ年下でして……」

　カルラ嬢の語るその結婚相手の特徴は、エルに物凄くよく似ていた。

　髪型、髪の色、背丈、年齢、自分が弓を教えたのが馴なれ初そめだと。

「是非その方を紹介してほしいですね」

「わかりました。あなた」

「へっ？」

　カルラ嬢は後ろを振り返り、船から出てくる人たちの中から一人の少年を呼んだ。

　その少年は、俺たちとほぼ同い歳どしであろう。

　しかも、髪型から雰囲気までエルによく似ているのだ。

「今度、結婚する予定の……」

「カミル・ローベルト・フォン・プルークです」

　嫌な予感はしたが、やはり別の男が存在していたようだ。

　カルラ嬢がにこやかな笑みを浮かべながら、自分の婚約者を紹介する。

　そしてもう一方のエルは、その笑顔が凍りついたままであった。

　何が起こっているのかを、脳が処理し切れないのであろう。

「彼は、プルーク騎士爵家の三男なのです」

　貧乏な法衣貴族家の子供同士で、幼い頃からの知己であったそうだ。

　ただ、ある程度の年齢になって二人でいると噂になってしまう。

　特にブロワ辺境伯家がうるさいので、二人は弓を教え教わる師匠と弟子のような関係だと周囲を欺いていたそうだ。

「私が一つ年上なので、彼に弓を教えていました。でも、今では彼の方が上手なのですよ」

　なんと、俺が無様に一回戦負けした武芸大会の弓の部において見事に優勝したのは、彼であったようだ。

「ヴェル、武芸大会の結果とか興味ないものね」












　自分が入賞にかすりもしない大会の結果なんて、興味がなくて当然だ。

「悪いか？　俺だって弓の部に出れば三回戦突破くらい……」

「ちょっとセコいね。ヴェル」

「ルイーゼは、かなり上まで行けたからいいじゃないか……」

　どうせ俺は一回戦負けの身だが、今はバウマイスター伯爵様だぞ。俺は偉いんだ……ちょっと虚むなしくなってきた。

「その成果を認められて、この度ホールミア辺境伯家の弓術指南の一人として仕官が叶かなったのです」

　『芸は身を助ける』という。

　貧乏貴族の三男でも、そこまで弓の才能があれば救いの手はあるわけだ。

　中央で軍務につかないのは、西部の雄であるホールミア辺境伯家に仕官すれば、継承権のある陪臣扱いだからなのであろう。

「そうですか。それは、おめでとうございます」

　傍はたから見たエルは、既に笑顔は表面だけで内部が崩壊しつつあったが、まさか俺もそれに倣うわけにもいかない。常識に則のっとってお祝いの言葉を述べた。

「おめでとうございます」

　紛争中、一緒に料理を作ったり洗濯をした仲であるエリーゼたちもお祝いの言葉を述べた。

　エルが可哀かわい想そうではあるのだが、カルラ嬢がエルとの婚約を破棄して別人と結婚をするわけでもない。

　ここは素直に、お祝いを述べるしかないのだ。

「それほどの腕前ならば、うちがスカウトすればよかったかな？」

　これも社交辞令の一種である。

　いくら縁を切っても、カルラ嬢がブロワ辺境伯家の係累であるという事実に変わりはない。

　彼女もそれをわかっていて、結婚して西部に移り住むのであろう。

　その辺の察しのよさは、貴族である俺からするととても助かる。

「カルラが、大変にお世話になりました」

　エルに似たカミルという少年は、とても礼儀正しく俺たちにお礼を述べた。

　大変に好青年であり、彼に文句を言うわけにはいかなかった。

　エルの笑顔は凍りついたままであったが。

「エルヴィンさんには、カルラがとてもよくしていただいたそうで」

「いや、俺は大したことは……」

　これが、常識のない悪党ならばまだ救いはあったはず。

　ところがカミルという少年は、心から俺たちに感謝していて丁寧にお礼を言うのだ。

　しかも、彼はエルに似ている。

　今現在のエルの心境は、俺たちでも正確には察することはできないであろう。

　あのカタリーナですら、エルを気の毒そうに見ていた。

「エルさんが親切にしてくれたので、私も安心して過ごすことができました。エルさんはカミルに似ているから、お話をしていると安心できたのです」

「それはよかった……」

　その一言は、今のエルがようやく搾り出した一言であった。そして第三者的視線で聞くと、カルラ嬢の発言は何よりも残酷なものでもある。でも、これでわかった。カルラ嬢はエルに一切の恋愛感情を持っていなかったのだと。

「あの……お二人は、これからの予定は？」

　さすがに、このままだとエルが可哀想だと思ったのか、エリーゼが割って入って二人の予定を聞いた。

「新婚旅行も兼ねて、魔の森に行きます」

「少し物騒な新婚旅行ですわね」

「こういうのが好きなんですよね、夫婦して。『暴風』さんもそうでしょう？」

「ホールミア辺境伯家繋つながりで、私のこともご存じでしたか」

「西部で『暴風』さんを知らない人はいませんから」

　まだホールミア辺境伯家に行くまで時間があるので、弓の鍛錬も兼ねて魔の森に入るそうだ。

　知己である貴族の子弟で冒険者になった人たちがいて、彼らと組んで魔の森で狩りや採集を行う計画だと語った。

「今度仕える主君に少しお土産でも持っていけば、いい印象も得られるでしょう」

　若造の弓術指南役なので、少し腕前を披露して周囲との軋あつ轢れきを防ぎたいということらしい。

　本人の考えかもしれないが、カルラ嬢の意見かもしれない。

　カタリーナも、しっかりとしたカミルの考えにカルラ嬢の影を感じているようだ。

「そうですか。でも、気をつけてくださいね」

　カルラ嬢の弓の腕前なら心配ないであろう。旦那はそれよりも腕が上だというから、多分危険は少ないはずだ。

「みなさんと一緒に狩りができればよかったのですが……」

　俺たちはこれから始まる大お見合い会の準備で忙しいし、二人には二人の交友関係がある。

　今回は、縁がなかったということなのであろう。

「魔の森でしたら、ここからすぐに船が出るのでは？」

　バウルブルク～魔の森間の小型魔導飛行船は、もうさほど待つこともなく出発する。

　二人は、その船に乗って魔の森に向かう予定だそうだ。

「そろそろ時間ですね。本当にありがとうございました」

「このご恩は忘れません」

　そう最後に挨拶をしながら俺たちの元を辞し、二人は港に停泊している小型魔導飛行船へと歩いていく。その姿はまさしくお似合いのカップルで、あれがリア充という生き物なのであろうと俺は心の中で思った。

「そこはかとなく嫌な予感はしたけど……」

「はい……」

　俺とエリーゼからは、この言葉しか出なかった。

　では、親友としてエルとカルラ嬢をくっつける策はと聞かれると、正直まったく思い浮かばない。

　俺が結婚を命じても、あの二人は拒否してしまうだろうから。何しろ、自分の意思でブロワ辺境伯家から籍を抜くほどの女性なのだから。

　そうなると、俺には手が打てないな。第一、俺が恋愛に詳しいわけがないじゃないか。

「さすがに、可哀想になってきましたわ……」

　女性関連で少しエルに隔意があるカタリーナも、目の前で笑顔が凍りついたままの彼に同情してしまったようだ。

「エル。元気出しなよ」

「この世には、女は一杯いる」

　ルイーゼとヴィルマも続けてエルを慰めるが、『ヴィルマの慰め方はどうなんだろう？』と思ってしまう。

「エルは魂が抜けかかっているようだな……クラウス。人生経験が豊富なところで、何か慰めの言葉はないのか？」

　今回の紛争でも活躍してかなりのボーナスを貰い、そのまま俺の個人的な知恵袋役に滑り込んだクラウスに、エルを慰める方法を尋ねてみた。

「エルの恋愛相談にも乗っていたはずだ。最後まで責任を取るべきだ」

「私は、ただカルラ様の身分を落とすために懸命に働いた方がいいと言ったまででして」

「それだけか……もっと何かないか？　人生の先輩として」

「そうでございますね。エルヴィンさん、人生は山あり谷ありでございます。女など、星の数ほどもおりますれば……」

「それって……」

　随分と丁寧に言ってはいるが、基本的にはヴィルマが言っていることと大差なかった。

「クラウス、もっと何かないのか？」

「ヴェンデリン様。私には、亡くなった妻くらいしかそういう経験はないのですが……失恋した経験もございませんし……」

「それは、実は自慢か？」

「婚約者が五人もいらっしゃるヴェンデリン様の方が、経験豊富なのでは？」

「切っかけは、恋愛じゃないし」

「その割には、毎日とても楽しそうですね……」

「悪いか？」

「いえいえ。御家繁栄には大切でございましょう」

「ヴェル、言い争っている場合じゃないわよ。エルの魂が抜けかかっているように見え……」

　イーナにそう言われてエルの方を見ると、彼は何かをブツブツと呟つぶやいていた。

「『私、エルさんのためにブロワ辺境伯家から籍を抜きました。こんな貧乏騎士の婚外子で何もない女ですが、エルさんは貰ってくださいますか？』『あなたほど素晴らしい女性などこの世にいません。俺にはあなたしか目に入りません』『嬉うれしいです、エルさん。私も、エルさんが……』『カルラさん……いや、カルラ！』『エルさん、あなた』」












「お───い！　エル、現実に戻ってこい！」

　エルは、自分がカルラ嬢と結ばれたらあったであろう会話を一人でブツブツと呟いていた。カルラ嬢の台詞せりふ部分で声が裏返っており、その微妙なリアルさが悲哀を誘う。

「『カルラ、早くヴェルに相談して式の日取りを決めよう。大お見合い会は、今回は欠席だ。二人だけの時間を過ごさないとな』」

「ヴェル、何とかしないと！　エルが段々と壊れていくよ！」

「しっかり」

　完全に向こうの世界にいるエルを引き戻そうと、ルイーゼとヴィルマが声をかけるが一切効果がなかった。

「エリーゼさん、治癒魔法でどうにかなりませんの？」

「いえ、こういう症例では……」

　エリーゼも、自分の力ではどうにもならないと諦め顔だ。カタリーナも、エルの錯乱した様子に動揺している。




「エルぅ───！　お前はフラれらんだ！　早く現世に戻ってこぉ───い！」

　暫く色々と手を尽くしたが、エルが正気に戻るまでにかなりの時間を要したのであった。












著者プロフィール



Ｙ．Ａ



神奈川県在住の、まだ新人の範疇にいると自分では思っている物書き。

最近、空気清浄機を購入。

本人が清浄ではないので、せめて周りの空気は……とのこと。

効果のほどはわからないが、風邪を引きにくくなればいいなと希望を述べている。

引き続き『八男』をよろしくお願いします。
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